『國民新報』1940年1月7日　
[主張]　紀元二千六百年

　昭 (せう)和 (わ)十五年！それは輝 (かがや)かしい皇 (こう)紀 (き)二千六百年である。同 (どう)時 (じ)に日 (につ)韓 (かん)併 (へい)合 (ごう)三十周 (しう)年に當 (あた)る。時 (とき)恰 (あたか)も興 (こう)亞 (あ)の聖 (せい)戰 (せん)中 (ちう)である。東 (とう)亞 (あ)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)の建 (けん)設 (せつ)正 (まさ)にその緒 (ちよ)に就 (つ)かんとする非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)であり、非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)の非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)である。一億 (おく)の民 (たみ)は心 (こころ)を一つにして、第 (だい)一線 (せん)に立 (た)つた兵 (へい)士 (し)の氣 (き)持 (もち)で、己 (おのれ)を忘 (わす)れて御 (ご)奉 (ほう)公 (こう)をしなければならぬ時 (とき)である。斯 (かゝ)るが故 (ゆえ)にこそこの紀元二千六百年歌 (か)は意義 (いぎ)が深 (ふか)いのである[footnoteRef:1]。 [1:  「歌」の文字は誤植であろう。単行本『同胞に告ぐ』では消されている。] 

　皇 (こう)紀 (き)二千六百年！すめらみくには成 (せい)長 (てう)と向 (かう)上 (じやう)の一路 (ろ)を辿 (たど)つて、彌榮 (さか)える今 (こん)日に至 (いた)つた。今 (いま)や先 (ま)づアジア十億 (おく)の諸民 (しよみん)族を、ありがたき皇 (こう)道 (どう)の光 (ひかり)の中 (なか)に攝 (せつ)し、この神津國 (くに)のあら[た]かさと正 (ただ)しさと光 (くわう)榮 (えい)とを、洽 (あまね)く彼 (かれ)等 (ら)に頒 (わ)けやうと、吾 (わが)祖 (そ)國 (こく)は起 (た)つたのである。世 (せ)界 (かい)の現 (げん)勢 (せい)を觀 (み)よ。日 (につ)本 (ぽん)程 (ほど)ありがたい國 (くに)が又 (また)何 (ど)處 (こ)にあるか。この君 (きみ)の民 (たみ)として生 (せい)をこの國 (くに)に享 (う)けたことは何 (な)んと仕 (し)合 (あわ)せなことであらう。誠 (まこと)に忝 (かたじけ)なさに涙 (なみだ)こぼるゝことである。
　併 (へい)合 (ごう)三十周 (しう)年！朝 (てう)鮮 (せん)二千四百萬民 (みん)衆 (しう)は明 (めい)治 (じ)天 (てん)皇 (のう)のありがたき思 (おぼし)召 (めし)によつて、この日 (につ)本 (ぽん)の臣民 (しんみん)となつたのだ。そして今 (いま)や　天 (てん)皇 (のう)陛 (へい)下 (か)の赤 (せき)子 (し)たることの如何 (いか)にありがたく光 (くわう)榮 (えい)あることであるかを心 (こころ)から感 (かん)ずることゝなつたのだ。朝 (てう)鮮 (せん)の民 (みん)衆 (しう)は、わが大君 (おおきみ)のために、みづく屍 (かばね)、くさむす屍 (かばね)となることを喜 (よろこ)び勇 (いさ)むことゝなつたのだ。そしてはえある大 (だい)日 (につ)本 (ぽん)帝國 (ていこく)を護 (まも)り、千代 (よ)に八千代 (よ)に、この國 (くに)の彌榮えを増 (ま)すところの神 (しん)聖 (せい)なる責 (せき)任 (にん)と義 (ぎ)務 (む)の負 (ふ)擔 (たん)者 (しゃ)となつたのである。
　朝鮮の民よ。古き小さき感情をば、この時にこそ清算せよ。そして祓清められたる新しい、大きい心に生きやう。今や吾等の故郷は小さき朝鮮半島でないのだ。日の丸の御旗の閃く所そこは皆吾等の故郷であるのだ。北は千島、南は新南群島の果てまで、凡て吾等の子孫の守るべき樂園であるのだ。一億の天皇の赤子は凡て吾等の同胞なのだ。吾等の子孫は、忠と力とさへあれば、帝國を背負つて立つ國家の中心人物にもなり得るのだ。未だに取除かれて居ない多少の差別を苦にしてはならない。吾等の忠誠は近き將來にこの差別までも一掃することであらう。而してそれは唯だ吾等の忠誠だけなのだ[。]廣大無邊たる天皇の仁慈は、吾等二千三百萬の朝鮮民衆をば完全なる一視同仁の御懐に抱き給はん日の一日も早からんことを御待ち遊ばさるゝことゝ拜察したてまつるだに畏いことである。
　さらば朝鮮民衆よ。皇紀二千六百年を吾等は何によつて壽ぎ、何によつて記念しやうぞ。それは他ではない。益々積極的に、天皇に對したてまつる忠誠を奮ひ起して、立派な、頼もしき臣民になり切ることにあると思ふ。


『國民新報』1940年1月14日　
[主張]　小學校の先生方へ

　今 (いま)筆 (ひつ)者 (しや)は若 (わか)い一人 (ひとり)の男 (だん)子 (し)と一人 (ひとり)の女 (じよ)子 (し)を眼 (め)の前 (まへ)に描 (えが)いてこの文 (ぶん)を草 (そう)する。この二人 (ふたり)は何 (いづ)れも二十二三の小 (せう)學 (がく)校 (かう)の先 (せん)生 (せい)である。そして結 (けつ)婚 (こん)間 (ま)際 (ぎは)で、それぞれ縁談 (えんだん)が進 (すす)んで居 (ゐ)る最 (さい)中 (ちう)であり、この結 (けつ)婚 (こん)と云 (い)ふ現 (げん)實 (じつ)の問題 (もんだい)にぶつかつて、非常 (ぜう)に大 (おほ)きな煩 (はん)悶 (もん)に陥 (おちい)つたのだ。獨 (どく)身 (しん)者 (しや)である間 (あいだ)は僅 (わづ)かの俸 (ほう)給 (きう)で大 (たい)した不 (ふ)自 (じ)由 (いう)はなかつた。よしや不 (ふ)自 (じ)由 (いう)があつたにしても、それは一人者 (ひとりもの)の氣樂 (きらく)さで、笑 (わら)つてのけることも出來 (でき)るけれども、いざ家 (か)庭 (てい)を持 (も)つ段 (だん)になるとさう[は]行 (ゆ)かない。男 (おとこ)の方 (ほう)から見 (み)れば可 (か)愛 (あい)い妻 (つま)に不 (ふ)自 (じ)由 (いう)な思 (おも)ひはさせたくない、生 (うま)れる子供 (こども)達にも襤褸 (ぼろ)は纏 (まと)はせたくない。末 (すえ)々の教 (けう)育 (いく)のことなども氣 (き)遣 (つか)はれる。
　そこであなた方 (がた)は生 (せい)活 (くわつ)の方 (ほう)向 (こう)轉 (てん)換 (くわん)を考 (かんが)へることゝなる。一言 (げん)にして云 (い)へばもつと金 (かね)の這入 (はい)る職 (しよく)業 (げう)が欲 (ほ)しくなるのだ。そして多 (おほ)くは無 (む)理 (り)をしてまで上 (じやう)級 (きう)學 (がく)校 (こう)へ行 (ゆ)かうとするのである。上 (じやう)級 (きう)學 (がく)校 (こう)を出 (で)ればもつと好 (い)い月 (げつ)給 (きう)が貰 (もら)へて妻 (つま)や子 (こ)に不 (ふ)自 (じ)由 (いう)をさせずに濟 (す)むだらうと思 (おも)ふのだ。これは一應 (おう)肯 (うなづ)づけることであつて誠 (まこと)に同 (どう)情 (ぜう)に堪 (たん)へない。今日 (こんにち)のやうな小 (せう)學 (がく)教 (けう)員 (ゐん)の待遇 (たいぐう)では誠 (まこと)に氣 (き)の毒 (どく)なことである。
　さて、是 (こゝ)に於 (お)いて一言 (げん)申 (もうし)上 (あ)げ[た]いのだ。それは、あなた方 (がた)は人 (じん)生 (せい)をどう見 (み)て居 (ゐ)るか、そして小 (せう)學 (がく)校 (こう)の教 (けう)員 (ゐん)と云 (い)ふ職 (しよく)をなんと心 (こころ)得 (え)て居 (ゐ)るかと云 (い)ふことである。
　富 (とみ)が慾 (よく)づくで求 (もと)め得 (え)られるものならば、世 (よ)に貧 (まづ)しきものは居 (ゐ)ないであらう。かの數 (かず)限 (かぎ)りなき貧 (まず)しき老 (ろう)人 (じん)達は何 (いづ)れも一生 (せう)涯 (がい)を慾 (よく)を追 (お)うて暮 (くら)したものなのだ。又 (また)假 (かり)に富 (とみ)が慾 (よく)づくで、追及 (ついきう)して得 (え)られるものであるにしても、富 (とみ)が果 (はた)して安心立命 (あんしんりつめい)と所謂 (いはゆる)幸福 (こうふく)とを齎 (もたら)す絶 (ぜつ)對 (たい)的 (てき)なものであらうか。世 (よ)には貧 (まづ)しくて不 (ふ)幸 (こう)なものよりも、富 (と)めるが故 (ゆえ)に不 (ふ)幸 (こう)なものが多 (おほ)いと云 (い)ふ事 (じ)実 (じつ)をはつきりと認識 (にんしき)しなければならない。　
　人 (にん)間 (げん)の本 (ほん)道 (どう)は與 (あた)へられたるつとめに力 (ちから)を罩 (こ)めていそしむことだ。田 (た)を耕 (たがや)す牛 (うし)は決 (けつ)して飢 (う)ゑることはない。自 (じ)分 (ぶん)の正 (せい)業 (げう)のために魂 (たましい)を打 (う)ち込 (こ)んで居 (ゐ)る者 (もの)に、決 (けつ)して、決 (けつ)して衣 (い)食 (しよく)に窮 (きう)する様 (よう)なことはないのだ。それは、この世 (よ)は神 (かみ)の摂 (せつ)理 (り)し給 (たま)ふ世 (よ)であり、この國 (くに)は大君 (おおきみ)のしろしめす御 (み)國 (こく)であるからである。神 (かみ)を信 (しん)じ、大 (おお)君 (きみ)に頼 (たよ)りまつツて、與 (あた)へられたる職 (しよく)務 (む)のために一生 (せう)を捧 (さゝ)げる――誠 (まこと)を盡 (つく)して身 (み)も魂 (たましひ)も打 (う)ち込 (こ)むものならば、必 (かなら)ず、脱穎 (だつえい)のほまれもあることであらう。ましてや小 (せう)學 (がく)教 (けう)育 (いく)こそは、國 (こく)家 (か)のあらゆる部 (ぶ)門 (もん)の中 (なか)で尤 (もつと)も基 (き)本 (ほん)的 (てき)な職 (しよく)なるに於 (お)いてをやである。
　であるから、諸 (しよ)君 (くん)！どうしよう、妻 (つま)や子 (こ)を如何 (いか)にしやうなどゝ惑 (まど)ひ迷 (まよ)つてはならない、朝 (あさ)な夕 (ゆう)な、如何 (いか)にすればわが教 (おしへ)子 (こ)を克 (よ)く導 (みちび)かう、この國 (こく)民 (みん)をば神 (かみ)の子 (こ)に相應 (ふさ)はしく訓 (くん)育 (いく)し上 (あ)げやうと云 (い)ふことばかりに専念 (せんねん)せよ。何 (なに)を食 (く)ひ、何 (なに)を着 (き)よう、明日 (あす)のことを如何 (いか)にしやうか、鬱勃 (うつぼつ)たる功名 (こうみやう)心 (しん)は如何 (いか)に、など云 (い)ふことは凡 (すべ)て神 (かみ)に任 (まか)しまつれ。一つの仕 (し)事 (ごと)に全 (ぜん)生 (せい)命 (めい)を捧 (さゝ)げるものは、必 (かなら)ずや國 (こく)家 (か)の偉 (い)人 (じん)になることを信 (しん)ぜよ。


『國民新報』1940年1月21日　
[主張]　新内閣の使命と國民[footnoteRef:2] [2:  この文章は単行本『同胞に寄す』に収録されていない。] 


　米 (よ)内 (ない)新 (しん)内 (ない)閣 (かく)は、事 (じ)變處 (しよ)理 (り)を主 (しゆ)目 (もく)的 (てき)に、國 (こく)際 (さい)關 (くわん)係 (けい)の調 (てう)整 (せい)、國 (こく)内 (ない)問 (もん)題 (だい)の整 (せい)理 (り)を旗 (はた)印 (じるし)として、登 (とう)塲 (ぢやう)した。事 (じ)變處 (しよ)理 (り)とは云 (い)ふまでもなく、東 (とう)亞 (あ)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)の建 (けん)設 (せつ)であるが、その當 (とう)面 (めん)の問 (もん)題 (だい)が、支 (し)那 (な)の中 (ちう)央 (おう)政 (せい)權 (けん)たるべき汪精 (せい)衛 (えい)政 (せい)府 (ふ)の成 (せい)立 (りつ)である。汪氏 (し)は蔣介 (かい)石 (せき)に對 (たい)して、最 (さい)後 (ご)の通 (つう)電 (でん)を發 (はつ)して、日 (につ)本 (ぽん)に頼 (たよ)らざるべからざることを説 (と)き、若 (も)し蔣にして聴 (き)かざれば、斷 (だん)然 (ぜん)重 (じう)慶 (けい)政 (せい)府 (ふ)を覆 (ふく)滅 (めつ)せん決 (けつ)心 (しん)を示 (しめ)したことは注 (ちう)意 (い)すべきであるが、それにしても汪氏 (し)の建 (た)てんとする新 (しん)支 (し)那 (な)中 (ちう)央 (おう)政 (せい)權 (けん)の對 (たい)日 (につ)本 (ぽん)關 (くわん)係 (けい)に關 (かん)しては、まだまだ種 (いろ)々 (いろ)とむつかしい問 (もん)題 (だい)が横 (よこた)はつてゐる様 (よう)である。この問題 (もんだい)の解決 (かいけつ)が、第 (だい)一に米 (よ)内 (ない)内 (ない)閣 (かく)のお手 (て)並 (なみ)を待 (ま)つて居 (ゐ)る譯 (わけ)である。元 (がん)来支 (し)那 (な)事變は陸 (りく)軍 (ぐん)が主 (しゆ)役 (やく)になつて來 (き)たのであるが、今 (こん)度 (ど)米内 (よない)内閣 (ないかく)の手 (て)によつて、海軍 (かいぐん)の意思 (いし)の反映 (はんえい)如何 (いかん)が中 (ちう)心 (しん)の興 (きよう)味 (み)となるやうに思 (おも)はれる。
　國際 (こくさい)問題 (もんだい)としては、前内閣 (ぜんないかく)の手 (て)により、日英 (えい)、日米 (べい)、日 (につ)ソの關 (くわん)係 (けい)が交 (かう)渉 (せう)進 (しん)捗 (ちよく)中 (ちう)であるが、いづれも未 (いま)だ眼 (め)鼻 (はな)が付 (つ)かずに、米 (よ)内 (ない)内 (ない)閣 (かく)の手 (て)に引 (ひ)き繼 (つ)がれた。英國 (えいこく)は未 (いま)だに蔣介 (かい)石 (せき)と腐 (くさ)れ緣 (えん)を清 (せい)算 (さん)してゐないし、米 (べい)國 (こく)は相 (あい)も變 (かは)らず已 (すで)に骨 (こつ)董 (とう)化 (くわ)し終 (おは)つた九ケ國 (こく)條 (でう)約 (やく)の幻 (げん)想 (そう)にこびりついて、一月 (がつ)二十六日よりの日米 (べい)無 (む)條 (でう)約 (やく)状 (ぜう)態 (たい)を待 (ま)つてゐる。ソ聯 (れん)との關 (くわん)係 (けい)は餘 (ほ)程 (ほど)好 (こう)轉 (てん)して居 (ゐ)る様 (よう)ではあるが、根 (こん)本 (ぽん)的 (てき)の國 (こく)交 (こう)調 (てう)整 (せい)の成 (せい)否 (ひ)如 (い)何 (かん)は、これまた米 (よ)内 (ない)内 (ない)閣 (かく)の手 (て)に係 (かか)つて居 (ゐ)るのである。
かくの如 (ごと)く英 (えい)、米 (べい)、ソに對 (たい)する國 (こく)交 (こう)調 (てう)整 (せい)問 (もん)題 (だい)は、事 (じ)變處 (しよ)理 (り)と相 (あい)表 (へう)裏 (り)する重 (じう)大 (だい)問 (もん)題 (だい)であるが、對 (たい)獨 (どく)伊 (い)問 (もん)題 (だい)もその重 (じう)大 (だい)性 (せい)に於 (お)いて、決 (け)してそれに劣 (おと)るものではない。帝國 (ていこく)にとつては獨 (どく)伊 (い)兩 (りやう)國 (こく)こそ寧 (むし)ろ末永 (すえなが)く親 (しん)交 (こう)以 (い)上 (ぜう)のものを保 (たも)つて行 (い)かねばならぬ事 (じ)情 (ぜう)があるのであつて、こゝに一種 (しゆ)の矛 (む)盾 (じゆん)と煩 (はん)悶 (もん)がある。有 (あり)田 (た)外 (がい)相 (しよう)のお手 (て)際 (ぎわ)拝 (はい)見 (けん)の所 (ところ)であらう。
最後 (さいご)に國内 (こくない)問題 (もんだい)であるが、これに就 (つ)いて、米 (よ)内 (ない)首 (しゅ)相 (しょう)は組 (そ)閣 (かく)直 (ちょく)後 (ご)かう云 (い)ふことを申 (まを)された。皆 (みな)、仲 (なか)好 (よ)くして行 (い)かう。物 (もの)がある處 (ところ)にはある[、]ない處 (ところ)にはないことのない様 (よう)に、そして克 (よ)く我 (が)慢 (まん)しようと。實 (じつ)に味 (あじ)のある言葉 (ことば)で、これに盡 (つき)きると思 (おも)ふ。和 (わ)と平 (へい)と忍 (にん)と。和 (わ)とは、國民總 (こくみんそう)動員 (どういん)の要訣 (ようけつ)であり、物 (もの)の配給 (はいきう)を平等圓滑 (びやうどうえんくわつ)にすることは、國 (こく)民 (みん)生活 (せいくわつ)安定 (あんてい)の鍵 (かぎ)であり、艱 (かん)難窮 (きう)乏 (ぼう)に耐 (た)へることは非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)切 (きり)抜 (ぬけ)の骨 (こつ)であることは云 (い)ふまでもない。米 (よ)内 (ない)首 (しゅ)相 (しょう)はその組閣 (そかく)に於 (お)いて政民兩党 (せいみんりやうとう)と聯絡 (れんらく)を付 (つ)け、櫻 (さくら)内 (うち)氏 (し)を蔵 (ぞう)相 (しやう)とすることによつて、民 (みん)政党 (せいとう)をして財政 (ざいせい)に對 (たい)する責任 (せきにん)を負 (お)はしめ、島 (しま)田 (だ)氏 (し)を農 (のう)相 (しやう)にすることによつて、農 (のう)村 (そん)問 (もん)題 (だい)を政 (せい)友 (ゆう)會 (かい)に、藤 (ふじ)原 (わら)氏 (し)を商 (せう)工 (こう)相 (しやう)に据 (す)ゑることによつて、物 (ぶつ)資 (し)の躍 (やく)出 (しゅつ)配 (はい)給 (きう)の責 (せき)任 (にん)感 (かん)を商 (せう)工 (こう)業 (げう)者 (しや)自 (じ)身 (しん)に持 (も)たせて、從 (じう)來民 (みん)怨 (えん)の的 (まと)となつた、官 (くわん)僚 (りよう)獨 (どく)善 (ぜん)の弊 (へい)を矯 (た)めようとし、革 (かく)新 (しん)思想 (そう)の人 (じん)物 (ぶつ)たる吉 (よし)田 (だ)厚 (こう)相 (しやう)をして、國 (こく)民 (みん)生 (せい)活 (くわつ)の調 (てう)整 (せい)を圖 (はか)らしめ、松 (まつ)浦 (うら)文 (ぶん)相 (しやう)によつて、教 (けう)育 (いく)専 (せん)門 (もん)家 (か)に文 (ぶん)教 (けう)を司 (つかさど)らさせると云 (い)ふ風 (ふう)に相 (そう)當 (とう)綿 (めん)密 (みつ)に總 (そう)親 (しん)和 (わ)主 (しゆ)義 (ぎ)の意 (い)圖 (と)を示 (しめ)したものと云 (い)へる。
併 (しか)しながら如何 (いか)に強力 (けうりょく)で擧國 (きよこく)一致 (ち)的 (てき)な内 (ない)閣 (かく)が出 (で)來 (き)たにしても、國 (こく)民 (みん)の精 (せい)神 (しん)が、總 (そう)動 (どう)員 (いん)の軌 (き)道 (どう)に乗 (の)つて克 (よ)くこれに唱 (せう)和 (わ)しなければ國 (こく)策 (さく)は行 (おこな)はれるものではない。遊 (ゆう)興 (きよう)税 (ぜい)の倍 (ばい)加 (か)、闇取引 (やみとりひき)の跋扈 (ばつこ)、大 (だい)□風 (ふう)の流 (りう)行 (かう)、青 (せい)年 (ねん)學 (がく)生 (せい)の無 (む)気 (き)力 (りよく)等 (とう)が今 (こん)日の有 (あり)様 (さま)のやうではいけない。國 (こく)民 (みん)たるものはよろしく愛國 (あいこく)の至誠 (しせい)、國 (こく)策 (さく)のために殉 (じゆん)ずる底 (てい)の氣 (き)魄 (はく)を奮 (ふる)ひ起 (お)こして、新内閣 (しんないかく)をして、こんどこそは事 (じ)變處 (しよ)理 (り)の完 (くわん)成 (せい)に邁 (まい)進 (しん)するやう協 (けう)力 (りよく)しなくてはならない。


『國民新報』1940年1月28日　
[主張]　英國に抗議する[footnoteRef:3] [3:  この文章は単行本『同胞に寄す』に収録されていない。] 


邦 (ほう)船 (せん)を、しかも帝 (てい)國 (こく)の近 (きん)海 (かい)に於 (お)いて不 (ふ)法 (ほう)臨 (りん)檢 (けん)したる英 (えい)艦 (かん)は今 (いま)尚 (なほ)帝 (てい)國 (こく)近 (きん)海 (かい)をうろついてゐる筈 (はず)である。この小 (こ)面 (づら)憎 (にく)き仕 (し)打 (うち)はしばらく靜 (しず)まりかへつてゐた我 (わが)國 (こく)民 (みん)上 (じやう)下 (げ)の對 (たい)英 (えい)憤激 (ふんげき)を煽 (あお)つた。
外 (ぐわい)、海 (かい)、陸 (りく)三 (さん)省 (しやう)當 (とう)局 (きよく)が逸 (いち)早 (はや)く協 (けふ)議 (ぎ)の上 (うえ)、強 (けう)硬 (かう)なる抗 (こう)議 (ぎ)を英 (えい)國 (こく)側 (がわ)に突 (つ)き付 (つ)けたことは當 (とう)然 (ぜん)であるが、思 (おも)ひ上 (あが)つた英國 (えいこく)が一片 (ぺん)の抗 (こう)議 (ぎ)位 (くらい)で縮 (ちぢ)み上 (あが)るとも思 (おも)はれぬ。その老 (ろう)獪 (くわい)驕 (けう)傲 (ごう)極 (きわ)まりなき頂 (てう)門 (もん)に鋭 (するど)い一針 (しん)をぐさと突 (つ)き込 (こ)み、ぎつくりと痛 (いた)さを知 (し)らさなければならない。
　暴 (ぼう)英 (えい)が、印 (いん)度 (ど)や支 (し)那 (な)を始 (はじ)め世 (せ)界 (かい)到 (いた)る處 (ところ)で犯 (おか)した人 (じん)道 (どう)的 (てき)、國 (こく)際 (さい)的 (てき)罪 (ざい)悪 (あく)は、日 (ひ)の入 (い)ることを知 (し)らぬと云 (い)はれるその領 (れう)土 (ど)よりも大 (おほ)きい筈 (はず)である。かゝる空 (そら)恐 (おそ)ろしき罪 (つみ)は、暴 (ぼう)英 (えい)自 (じ)身 (しん)の血 (ち)によつて贖 (あがな)はれざるを得 (え)ないであらう。過 (くわ)去 (こ)三年 (ねん)間 (かん)支 (し)那 (な)事 (じ)變 (へん)を通 (つう)じて、示 (しめ)されたる英 (えい)の我 (わ)が帝國 (ていこく)に對 (たい)する敵性 (てきせい)だけでも、優 (いう)に應 (おう)懲 (てう)の鐡 (てつ)槌 (つい)を打 (う)ちおろすに足 (た)りる。公 (こう)々然 (ぜん)と我 (わ)が敵たる蔣政權 (せいけん)を援助 (えんじよ)してゐる英國 (えいこく)をば、何 (なに)が故 (ゆえ)に觸 (さは)るまい式 (しき)にしてゐるのか。支那 (しな)大陸 (たいりく)で流 (なが)したわが忠 (ちう)勇 (ゆう)の血 (ち)の一割 (わり)だけで優 (いう)に暴 (ぼう)戻 (れい)なる英 (えい)國 (こく)に物 (もの)を見 (み)せてやつた筈 (はず)ではないか。
　今 (いま)や英 (えい)國 (こく)の艦 (かん)隊 (たい)は海 (かい)賊 (ぞく)に成 (な)り下 (さが)つて居 (ゐ)る。ドイツと戦 (たたか)ふと稱 (せう)して、堂 (どう)々と正 (しやう)面 (めん)の敵 (てき)に刃 (は)向 (むか)ふことをせず、武 (ぶ)装 (そう)なき中 (ちう)立 (りつ)國 (こく)の船 (せん)舶 (ぱく)に對 (たい)してのみ暴 (ぼう)威 (い)を振 (ふる)つてゐるのが、海 (かい)賊 (ぞく)的 (てき)行 (こう)爲 (ゐ)でなくて何 (なん)であらう。わが照國 (てるくに)丸 (まる)も恐 (おそ)らくはかかる海 (かい)賊 (ぞく)的 (てき)卑 (ひ)劫の犠 (ぎ)牲 (せい)となつたものと思 (おも)はれる。
　アジア近 (きん)海 (かい)に遊 (ゆう)曳 (えい)する英 (えい)艦 (かん)を一掃 (そう)せよ。それが商 (せう)船 (せん)である場 (ば)合 (あひ)は蔣政 (せい)權 (けん)に物 (ぶつ)資 (し)を輸 (ゆ)送 (そう)するものであり、それが軍 (ぐん)艦 (かん)であれば、武 (ぶ)装 (そう)なき中 (ちう)立 (りつ)國 (こく)船 (せん)を覘 (ねら)ふ海賊 (かいぞく)である。ユニオンジヤツクが、日 (ひ)の丸 (まる)の前 (まへ)に、平 (ひら)に前 (ぜん)非 (ぴ)を悔 (く)い將 (しやう)來を誓 (ちか)はざる限 (かぎ)り、その一隻 (せき)の船影 (せんえい)をも、シンガポール以 (い)東 (とう)に止 (とゞ)まらざらしめよ。わが海軍力 (かいぐんりよく)は優 (いう)にこれを果 (はた)して餘 (あま)りある筈 (はず)である。
　英 (えい)の報 (ほう)復 (ふく)手 (しゆ)段 (だん)を恐 (おそ)るゝか。帝國 (ていこく)の使命 (しめい)は、英米 (えいべい)を指 (しどう)導勢 (せい)力 (りよく)とする世 (せ)界 (かい)の現 (げん)狀 (ぜう)を打 (だ)破 (は)することにある。この點 (てん)に於 (お)いて、獨 (どく)伊 (い)兩 (りやう)國 (こく)は我 (われ)と盟 (めい)友 (いう)なのだ。現 (げん)狀 (ぜう)の打 (だ)破 (は)は衝 (せう)突 (とつ)から□るものであつて、苟 (こう)安 (あん)妥 (だ)協 (けふ)から生 (う)まれて來 (く)るものではない。さればとて平地 (へいち)に波亂 (はらん)を起 (おこ)すことは、わが国 (こく)是 (ぜ)に悖 (もと)ることであるが、正義 (せいぎ)の劔 (けん)を翳 (かざ)して、不義 (ふぎ)を誅 (ちう)するは、亦 (また)われの魂なのである。照 (てる)國 (くに)丸 (まる)、浅 (あさ)間 (ま)丸 (まる)、これに蔣政 (せい)權 (けん)援 (えん)助 (じよ)その他 (た)を思 (おも)ひ合 (あは)せば、わが刃 (やいば)は正 (まさ)に鞘 (さや)を拂 (はら)はれる時 (とき)ではないか。かれは今 (いま)や崩 (くづ)れんとする老の□□であり、われは正 (まさ)に天 (てん)に□せんとする旭 (あさひ)の勢 (いきお)ひである。正 (せい)われにあり、勢 (いきお)ひまたわれにあり、斷 (だん)以 (もつ)て之 (これ)に臨 (のぞ)むべきであつて、□るまい、觸 (さは)るまいなど夢思 (ゆめおも)ふべきではない。


『國民新報』1940年2月4日　
[主張]　誠心の紀元節

　今 (ことし)年の紀 (き)元 (げん)節 (せつ)は皇 (こう)紀 (き)二千六百年 (ねん)の紀 (き)元 (げん)節 (せつ)である。一億 (おく)の國 (こく)民 (みん)心 (こころ)と聲 (こゑ)を一つにして、皇 (こう)統 (とう)の天 (てん)壌 (ぜう)と共 (とも)に窮 (きは)まりなきを祝 (ことほ)ぎたてまつる紀 (き)元 (げん)節 (せつ)である。
　半島 (はんとう)二千四百萬同胞 (どうほう)も、皇 (こう)化 (くわ)に浴 (よく)してより三十年 (ねん)と云 (い)ふものの古 (いにしへ)に遡 (さかのぼ)れば元 (もと)々内 (ない)鮮 (せん)一家 (か)であつた。三十年と云 (い)ふのは暫 (しばら)く離 (はな)れて、再 (ふたた)び一家 (か)になつて三十年と云 (い)ふことである。即 (すなわ)ち或 (あ)る意 (い)味 (み)に於 (お)いては、半島人 (はんとうじん)は新 (あたら)しく皇 (こう)國臣 (こくしん)民 (みん)に加 (くわ)はつたとも云 (い)へるが、眞 (しん)の意味 (いみ)に於 (お)いては古 (いにしへ)に歸 (かへ)つたのであつて、今 (こん)度 (ど)の紀 (き)元 (げん)節 (せつ)を機 (き)會 (くわい)にこの認 (にん)識 (しき)を聢 (しか)と把 (は)握 (あく)すべきである。新 (しん)附 (ふ)の民 (たみ)でもなく、繼 (まゝ)子 (こ)でもなく、嫡 (ちやく)子 (し)であると云 (い)ふ事 (じ)實 (じつ)に思 (おも)ひ到 (いた)り、それにふさはしき自負 (じふ)と信念 (しんねん)とを持 (も)つべきである。
　かくすることに於 (お)いて、半 (はん)島 (とう)同 (どう)胞 (ほう)は、朝 (てう)鮮 (せん)半 (はん)島 (とう)とか、朝 (てう)鮮 (せん)民 (みん)族 (ぞく)とか云 (い)ふ、せせこましい偏見 (へんけん)から脱 (だつ)して、大 (だい)日 (につ)本 (ぽん)帝 (てい)國 (こく)と云 (い)ふ廣 (ひろ)々とした我 (わ)が家 (いへ)の光 (くわう)榮 (えい)ある一員 (ゐん)になるのである。これは外 (ほか)からなして呉 (く)れるのではなくて、自 (じ)分 (ぶん)でなるのである。我 (われ)は帝 (てい)國 (こく)臣 (しん)民 (みん)なり、天 (てん)皇 (のう)陛 (へい)下 (か)の赤 (せき)子 (し)なりと誠 (ま)心 (ごころ)を以 (もつ)て認識 (にんしき)する瞬 (しゆん)間 (かん)に、なるのである。
　併 (しか)しながら、今 (いま)なほ或 (ある)種 (しゆ)の偏 (へん)見 (けん)僻 (へき)見 (けん)を清 (せい)算 (さん)せざるものは、それこそ自 (じ)分 (ぶん)を毒 (どく)し二千四百萬半島 (はんとう)同胞 (どうほう)を毒 (どく)し、延 (ひ)いて、帝國 (ていこく)を毒 (どく)するものと云 (い)ふべきであつて、實 (じつ)に世 (せい)紀 (き)の頑 (ぐわん)冥 (めい)の徒 (と)、世 (せいき)紀の罪 (ざい)人 (にん)と云 (い)はねばならない。
　しかのみならず、我 (われ)は陛 (へい)下 (か)の赤 (せき)子 (し)なり、我 (われ)は晴 (は)れての皇 (こう)国 (こく)臣 (しん)民 (みん)なりとの叫 (さけ)びは腦 (のう)奥 (おく)から發せられるものでなくてはならない。神 (じん)社 (じや)の參拜 (はい)、國 (こく)旗 (き)の掲 (けい)揚 (よう)、宮 (きう)城 (ぜう)遥 (よう)拜 (はい)、萬 (ばん)歳 (ざい)の呼 (こ)唱 (せう)等 (など)凡 (すべ)て誠 (ま)心 (ごころ)から湧 (わ)き (き)出 (い)づるものでなくてはならない。それが、單 (たん)にうはべであつたり、眞 (ま)似 (ね)であつたり、附焼刄 (つけやきば)であつたり、この塲 (ば)限 (かぎ)りであつたりしてはならない。なんとなれば、それは神 (かみ)を紿 (あざむ)き大君 (おおきみ)を欺 (あざむ)き、己 (おのれ)の魂 (たましひ)を詐 (いつ)はることになるからである。
であるから、今 (こん)度 (ど)の紀 (き)元 (げん)節 (せつ)をば、吾 (われ)々は各 (かく)自 (じ)の誠 (ま)心 (ごころ)の紀 (き)元 (げん)節 (せつ)にしよう。誠 (ま)心 (ごころ)から、魂 (たましひ)の奥 (おく)から、天 (てん)皇 (のう)に忠 (ちう)誠 (せい)を誓 (ちか)ひ、祖 (そ)國 (こく)を護 (まも)るに生 (せい)命 (めい)を以 (もつ)てせんことを誓 (ちか)はう。同 (どう)時 (じ)に吾 (ご)人 (じん)の日 (にち)常 (ぜう)生 (せい)活 (くわつ)に於 (お)いても不眞面目 (ふまじめ)、虛僞 (きよぎ)を一掃 (そう)して、俯 (ふ)仰 (がう)天 (てん)地 (ち)に恥 (は)ぢず、信 (しん)孚 (ふ)豚 (とん)魚 (ぎょ)に通 (つう)ずる底 (てい)の誠 (まこと)の生活 (せいくわつ)の新紀元 (しんきげん)を劃 (くわく)さう。而 (しか)して皇 (こう)紀 (き)二千六百年より以後 (いご)、日本 (につぽん)には、日本人 (につぽんじん)にはいつはりはなかつたと歴 (れき)史 (し)に特 (とく)筆 (ひつ)大 (たい)書 (しよ)せしめよう、皇紀 (こうき)二千は六百年より半島 (はんとう)二千四百萬は誠 (ま)心 (ごころ)に甦 (よみがえ)り、完全 (くわんぜん)に皇国 (こうこく)の臣民 (しんみん)となり終 (おは)つた、と歴 (れき)史 (し)に特 (とく)筆 (ひつ)大 (たい)書 (しよ)せしめよう。
半島 (はんとう)同胞 (どうほう)よ！


『國民新報』1940年2月11日　
[主張]　建國祭の朝

　二月 (がつ)十一日紀元 (げん)節 (せつ)。これは皇 (こう)紀二千六百年の建國 (けんこく)祭 (さい)の日である。この朝 (あさ)はわが一億 (おく)の民 (たみ)は一筋 (すじ)に感 (かん)謝 (しや)と懺 (ざん)悔 (げ)と祈 (き)願 (がん)とで過 (す)ごすべきである。
　世 (よ)に不 (ふ)仕 (し)合 (あはせ)な國 (こく)民 (みん)も多 (おほ)い。一々數 (かぞ)へ上 (あげ)なくても我 (われ)々は地 (ち)球 (きう)上 (じやう)到 (いた)る處 (ところ)に、或 (あるひ)は祖 (そ)国 (こく)を亡 (ほろぼ)されて、或 (あるひ)は戰 (いくさ)に敗 (やぶ)れて、不 (ふ)幸 (こう)に噎 (むせ)ぶ多 (おほ)くの民 (みん)族 (ぞく)の姿 (すがた)を觀 (み)る。然 (しか)るに我 (われ)々はなんと幸福 (こうふく)であらう。彌 (いや)榮 (さか)ゆる立 (りつ)派 (ぱ)な國 (くに)柄 (がら)の民 (たみ)として、戰 (たたか)へば勝 (か)つ國 (くに)の民 (たみ)としての、光 (くわう)榮 (えい)を享 (けう)樂 (らく)して居 (ゐ)るのである。この朝 (あさ)、神 (かみ)のおほまへに虔 (つつ)ましく拍 (はく)手 (しゆ)を打 (う)ち、宮城 (ぜう)に向 (むか)ひ奉 (たてま)つて等 (ひと)しく軀 (からだ)を曲めて、感 (かん)謝 (しや)の誠 (ま)心 (ごころ)を捧 (ささ)げまつらう。好 (よ)き國 (くに)の民 (たみ)に生 (せい)を禀 (う)けたことの如何 (いか)にありがたく、忝 (かたじけ)なきかをしみじみ感 (かん)じよう。
　天道 (てんどう)に親 (しん)はない。唯 (ただ)徳 (とく)あるものに與 (くみ)するのみである。日本 (につぽん)が肇 (てう)国 (こく)以 (い)來 (らい)榮 (さか)えに榮 (さか)えて今 (こん)日に至 (いた)つたのは、上 (かみ)御 (ご)一人 (にん)は申 (もう)すも畏 (かしこ)し、我 (われ)々の祖 (そ)先 (せん)が克 (よ)く天 (てん)道 (どう)を守 (まも)つた爲 (ため)である。決 (けつ)して日本 (につぽん)のみが天 (てん)の親 (しん)するところではないのである。であるから、今 (こん)日の日 (につ)本 (ぽん)の榮 (えい)光 (くわう)を喜 (よろこ)ぶものは、常 (つね)に歴 (れき)代 (だい)天 (てん)皇 (のう)の御 (み)稜 (い)威 (つ)と、祖 (そ)先 (せん)の徳 (とく)に感 (かん)謝 (しや)を捧 (ささ)ぐべきである。
　天 (てん)道 (どう)は至 (し)公 (こう)無 (む)私 (し)である。水 (みず)が低 (ひく)きに流 (なが)るゝが如 (ごと)く、火 (ひ)が上 (うへ)に燃 (も)え上 (あが)るが如 (ごと)くである。徳 (とく)ある方 (かた)に權 (けん)と威 (い)を授 (さづ)けて世 (よ)を治 (おさ)めたまふ。併 (しか)しながら、一旦 (たん)その徳 (とく)を失 (うしな)はんか、天 (てん)はその權 (けん)と威 (い)を奪 (うば)ひたまふのである。今 (こん)日天 (てん)は我 (わ)が日本 (につぽん)にアジアを治 (おさ)むる權 (けん)と威 (い)とをたまふた。それはわが大 (おお)君 (きみ)の御 (み)稜 (い)威 (つ)と、祖 (そ)先 (せん)の徳 (とく)によつてである。我 (わ)が國 (こく)民 (みん)はこの事 (じ)實 (じつ)に思 (おもひ)を致 (いた)さねばならない。感 (かん)謝 (しや)と喜 (よろこ)びの中 (なか)にも、悚惶 (そうこう)の情 (ぜう)を失 (うしな)つてはならない。
　天皇 (てんのう)は現人神 (あらひとがみ)にまします。十善 (ぜん)の天 (てん)子 (し)にまします。一億國 (おくこく)民 (みん)の徳 (とく)の理想 (りそう)にまします。天皇 (てんのう)には私 (わたくし)はあり得 (え)ない。徳 (とく)を失 (うしな)ふ虞 (おそれ)のあるものは唯 (ただ)われわれ下 (しも)の者 (もの)のみである。我 (われ)々國 (こく)民 (みん)にして徳 (とく)を失 (うしな)へば、皇 (こう)運 (うん)を扶翼 (ふよく)したてまつることは出來 (でき)ない。今 (いま)や帝國 (ていこく)は東亞 (とうよあ)新秩序 (しんちつじょ)建設 (けんせつ)と云 (い)ふ聖 (せい)戰 (せん)聖 (せい)業 (げう)に全力 (ぜんりよく)を盡 (つく)して居 (ゐ)るのであるが、この聖 (せい)戰 (せん)聖 (せい)業 (げう)が速 (すみ)やかに完 (くわん)成 (せい)するか否 (いな)かは一に仔 (かかつ)つて我 (われ)々國 (こく)民 (みん)の徳 (とく)――滅 (めつ)私 (し)奉 (ほう)公 (こう)の至 (し)誠 (せい)にあるのである。一億 (おく)國 (こく)民 (みん)擧 (こぞ)つて、單 (たん)に戰 (たたか)ふことに對 (たい)してのみ一心 (しん)であるだけでなく、支 (し)那 (な)四億 (おく)の民 (みん)衆 (しう)を愛 (あい)し敬 (けい)し、これに皇 (こう)道 (どう)の眞 (しん)意 (い)を徹 (てつ)底 (てい)させることに一心 (しん)でなくてはならぬ。一億國 (おくこく)民全體 (みんぜんたい)が、心 (こころ)の清浄 (せいぜう)なることに於 (お)いて神 (しん)官 (くわん)の如 (ごと)く、政 (せい)治 (ぢ)に於 (お)いて首 (しゆ)相 (そう)の如 (ごと)く、軍 (ぐん)事 (じ)に於 (お)いて総 (そう)司 (し)令 (れい)官 (くわん)の如 (ごと)く、外 (ぐわい)交 (かう)に於 (お)いて大公使 (だいこうし)の如 (ごと)く、防 (ぼう)共 (けう)防 (ぼう)諜 (てう)に於 (お)いて警 (けい)察 (さつ)官 (くわん)の如 (ごと)き心 (こころ)掛 (がけ)を以 (もつ)てかからねばならぬ。
　この建國 (けんこく)祭 (さい)に當 (あた)り、吾 (われ)々國 (こく)民 (みん)は懺 (ざん)悔 (げ)を基 (き)調 (てう)として、感 (かん)謝 (しや)と祈 (き)願 (ぐわん)を捧 (ささ)げよう。


『國民新報』1940年2月18日　
[主張]　仁愛と忠厚

　皇 (こう)紀二千六百年の佳節 (かせつ)に當 (あた)り、我 (わ)が一億 (おく)の臣民 (しんみん)は畏 (かしこ)くも、ありがたき詔書 (せうしよ)を拜 (はい)した。誠 (まこと)に恐 (けう)懼 (く)感 (かん)激 (げき)の至 (いた)りである。
　神 (じん)武 (む)天 (てん)皇 (のう)御 (ご)創 (そう)業 (げう)の宏謨と艱 (かん)難 (なん)を偲 (しの)び奉 (たてまつ)りて今 (こん)日 (にち)の非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)に思 (おも)ひ合 (あは)はせ、祖 (そ)先 (せん)が忠 (ちう)厚 (こう)の美 (び)徳 (とく)を受 (う)け繼 (つ)いで聖 (せい)上 (じやう)の御 (ご)仁 (じん)愛 (あい)に酬 (むく)い奉 (たてまつ)ることを示 (しめ)したまうたことと拜 (はい)する。
　魚 (うお)水 (みづ)に生 (い)きて水 (みづ)の恩 (おん)を知 (し)らず、蒼 (そう)生 (せい)君 (くん)恩 (おん)に浸 (ひた)りて君 (くん)恩 (おん)を意 (い)識 (しき)せず。帝 (てい)力 (りよく)我 (われ)に何 (なに)かあらんと云 (い)ふ童謡 (どうよう)は太平 (たいへい)の氣 (き)象 (しやう)であらうが、それは文明國 (ぶんめいこく)民 (みん)の心持 (こころもち)ではない筈 (はず)だ。我 (わ)が在 (あ)るも大 (おお)君 (きみ)の恩 (おん)、生 (い)くるも、樂 (たの)しむも凡 (すべ)て、大君 (おおきみ)の恩 (おん)にまします。社 (しや)會 (くわい)の秩 (ちつ)序 (じよ)、教 (けう)育 (いく)、産 (さん)業 (げう)、文 (ぶん)化 (くわ)等、すべて我 (われ)に依 (よ)つて生き樂 (たのし)むところのもの國 (くに)の恩 (おん)にあらずしてなんぞ。國 (くに)の恩 (おん)とは大君 (おおきみ)の恩 (おん)である、生 (せい)より死 (し)に至 (いた)るまで、子 (し)々孫 (そん)々、日 (ひ)々夜 (よ)々、時 (じ)々刻 (こく)々、我 (われ)は大君 (おおきみ)の恩 (おん)の中 (なか)に生息 (せいそく)し享樂 (けうらく)して居 (ゐ)るのである。釋 (しや)迦 (か)如 (によ)来 (らい)も人 (じん)生 (せい)の四重 (じう)恩 (おん)の一として大君 (おおきみ)の恩 (おん)を教 (おし)へたまうた。忠 (ちう)孝 (こう)を以 (もつ)て本 (もと)となす日本 (につぽん)精神 (せいしん)とは、大 (おお)君 (きみ)の恩 (おん)に感 (かん)じ奉 (たてまつ)ることから始 (はじ)まるものである。
　大 (おお)君 (きみ)は仁 (じん)愛 (あい)を以 (もつ)て我等 (われら)臣子 (しんし)を育 (はぐく)みたまひしろしめす。かゝる山 (さん)河 (が)の重 (じう)恩 (おん)に對 (たい)し奉 (たてまつ)り我等 (われら)臣子 (しんし)は忠 (ちう)厚 (こう)を以 (もつ)て事 (つか)へまつり酬 (むく)いまつるのである。
　さて大君 (おおきみ)の御仁愛 (ごじんあい)は又 (また)吾 (われ)等 (ら)臣 (しん)子 (し)の倣 (なら)ひ奉 (たてまつ)る處 (ところ)でなくてはならぬ。忠 (ちう)厚 (こう)とは單 (たん)に大君 (おおきみ)に對 (たい)したてまつる精神 (せいしん)だけではない。すべて上 (かみ)なるものは仁愛 (じんあい)を以 (もつ)て下 (しも)に臨 (のぞ)み下 (しも)なるものは忠 (ちう)厚 (こう)を以 (もつ)て上 (かみ)に事 (つか)へよと云 (い)ふ大 (おお)御 (み)心 (こころ)かと拜 (はい)する。父 (ふ)子 (し)、夫 (ふう)婦 (ふ)、兄 (きやう)弟 (だい)、姉 (し)妹 (まい)、軍 (ぐん)、官 (くわん)、社 (しや)會 (くわい)等 (とう)すべて、上 (じやう)下 (げ)の秩 (ちつ)序 (じよ)に成 (なり)立 (た)つて居 (ゐ)るのであるが、それらの秩序 (ちつじよ)に於 (お)いて、仁愛 (じんあい)と忠 (ちう)厚 (こう)の精神 (せいしん)を以 (もつ)てするのが、聖 (せい)意 (い)に酬 (むく)いたてまつる所 (ゆ)以 (えん)かと謹 (つつし)んで思 (おも)ふのである。
　このありがたき詔書 (せうしよ)は畏 (かしこ)くも、我 (われ)々臣 (しん)民 (みん)各 (かく)個 (こ)人 (じん)に賜 (たま)はつたものと解 (かい)すべきである。されば我 (われ)に仁愛 (じんあい)の心 (こころ)ありや、忠 (ちう)厚 (こう)の精 (せい)神 (しん)ありや、神 (じん)武 (む)御 (ご)創 (そう)業 (げう)の宏謨と艱難 (かんなん)と偲 (しの)びたてまつるや、今 (こん)日 (にち)の非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)を切抜 (ぬ)くるは我 (わ)が務 (つと)めなりとの気魄 (きはく)ありやを銘 (めい)々に反省 (はんせい)するのが、詔 (せう)書 (しよ)を拜 (はい)する臣子 (しんし)の本分 (ほんぶん)であると思 (おも)ふ。
　かく反省 (はんせい)し來 (きた)れば、我 (われ)々は慄 (りつ)然 (ぜん)たるものあるに驚 (おどろ)くことゝ思 (おも)ふ。仁愛 (じんあい)忠 (ちう)厚 (こう)の精神 (せいしん)が銷削 (せうさく)して居 (ゐ)るのではないだらうか。或 (あるひ)は家庭 (かてい)に於 (お)いて、或 (あるひ)は官 (くわん)廳 (てう)や、學 (がく)校 (こう)や會 (くわい)社 (しや)に於 (お)いて、もつともつと仁 (じん)愛 (あい)忠 (ちう)厚 (こう)の精 (せい)神 (しん)を振 (しん)作 (さく)しなければならぬと思 (おも)ふ。米内 (ない)首 (しゆ)相 (そう)、南 (みなみ)總 (そう)督 (とく)、川島 (かわじま)総裁 (そうさい)等 (とう)各 (おの)々此 (こ)の度 (たび)の御 (ご)詔 (せう)書 (しよ)に關 (くわん)して諭告 (ゆこく)を發 (はつ)せられ、和 (わ)衷 (ちう)戮 (りく)力 (りよく)聖 (せい)旨 (し)に副 (そ)ひ奉 (たてまつ)らむことを誓 (ちか)つた。これは即 (すなは)ち我 (われ)々國 (こく)民 (みん)に代 (かは)つてなされたことであるが、更 (さら)に各 (かく)愛 (あい)國 (こく)班 (はん)・各 (かく)家 (か)庭 (てい)・各 (かく)個人 (こじん)に於 (お)いて、同様 (どうやう)の誓 (ちかひ)をなして聖 (せい)旨 (し)に副 (そ)ひたてまつることを期 (き)すべきである。


『國民新報』1940年2月25日　[主張]　皇民化の一路

議會 (くわい)に於 (お)いて衆 (しう)議院 (いん)議員 (ゐん)中 (なか)島 (じま)彌 (や)團 (だん)次 (じ)氏 (し)の今 (こん)次 (じ)支 (し)那 (な)事 (じ)變 (へん)に於 (お)いて示 (しめ)したる朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の特 (とく)殊 (しゆ)性 (せい)に對 (たい)して何 (なに)か異 (ことな)れる政策 (せいさく)を以 (もつ)て臨 (のぞ)むべきではないかと云 (い)ふ質問 (しつもん)に對 (たい)して、小磯 (こいそ)拓相 (たくそう)や、大 (おお)野 (の)政 (せい)務 (む)總 (そう)監 (かん)は交々 (こもごも)皇 (こう)民化 (みんか)と云 (い)ふ言葉 (ことば)を以 (もつ)てこれに答 (こた)へた。即 (すなは)ち、朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)は今 (こん)次 (じ)事 (じ)變 (へん)に於 (お)いて、能 (よ)く皇 (こう)民 (みん)的 (てき)愛 (あい)國 (こく)心 (しん)を發 (はつ)露 (ろ)したし、また政府 (せいふ)に於 (お)いても、朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の皇 (こう)民 (みん)化 (か)を以 (もつ)て政策 (せいさく)の根幹 (こんかん)としてゐると云 (い)ふのである。そして、それは即 (すなは)ち南 (みなみ)總 (そう)督 (とく)の内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)のスローガンであつて、今 (こん)後 (ご)永 (えい)遠 (えん)に續 (つゞ)くべき政 (せい)策 (さく)である。
　大 (おお)野 (の)政 (せい)務 (む)總 (そう)監 (かん)は、議 (ぎ)會 (くわい)での質 (しつ)問 (もん)に對 (たい)し、今 (こん)年 (ねん)度 (ど)の志 (し)願 (がん)兵 (へい)募 (ぼ)集 (しう)成 (せい)績 (せき)を以 (もつ)て、半 (はん)島 (とう)人 (じん)の愛 (あい)國 (こく)心 (しん)の程 (ほど)を示 (しめ)された。即 (すなは)ち三千名 (めい)の定員 (ていゐん)に九萬人 (にん)近 (ちか)くの應 (おう)募 (ぼ)者 (しや)があつたことである。このことは何 (なに)よりも雄 (ゆう)辨 (べん)に朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の國 (こく)民 (みん)的 (てき)意 (い)識 (しき)を説 (せつ)明 (めい)するものである。
　今 (いま)や朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の唯 (ゆゐ)一の進 (しん)路 (ろ)は、皇 (こう)民 (みん)化 (か)であつて、これも政 (せい)府 (ふ)も民 (みん)衆 (しう)も俱 (とも)に一致 (ち)するところである。さて次 (つぎ)はその實 (じつ)現 (げん)手 (しゆ)段 (だん)であるが、それに就 (つ)いて拓 (たく)相 (そう)と政 (せい)務 (む)總 (そう)監 (かん)との答 (たふ)辨 (べん)を綜合 (ごう)すれば、指 (し)導 (どう)的 (てき)教 (けう)育 (いく)の一語 (ご)に盡 (つ)きるもののやうであり、そしてその教 (けう)育 (いく)は學 (がく)校 (こう)教 (けう)育 (いく)の普 (ふ)及 (きう)と精 (せい)[動 (どう)]聯 (れん)盟 (めい)を通 (つう)じての教 (けう)育 (いく)にあるやうである。鹽 (しお)原 (はら)學 (がく)務 (む)局 (きよく)長 (てう)は昭 (せう)和 (わ)十七年 (ねん)頃 (ごろ)までに、學 (がく)齢 (れい)児童 (じどう)の六割 (わり)を収容 (しうよう)するまでに、初 (しょ)等 (とう)學 (がく)校 (こう)を擴 (くわく)張 (ちやう)し、昭 (せう)和 (わ)二十五年 (ねん)頃 (ころ)には義 (ぎ)務 (む)教 (けう)育 (いく)の實 (じつ)現 (げん)を見 (み)るだらうとの確 (かく)信 (しん)を、再 (ふたた)び言 (げん)明 (めい)された。又 (また)精 (せい)動 (どう)聯 (れん)盟 (めい)の方 (ほう)では、本 (ほん)年 (ねん)度 (ど)より各 (かく)郡 (ぐん)に人 (じん)員 (ゐん)を配 (はい)置 (ち)し、四百六十萬の愛 (あい)國 (こく)班 (はん)員 (ゐん)の積 (せつ)極 (きよく)的 (てき)訓 (くん)練 (れん)に當 (あた)らしめることになつてゐる。これによつて觀 (み)れば、今 (こん)後 (ご)十ケ年 (ねん)を期 (き)して、朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の皇 (こう)民 (みん)化 (か)を完 (くわん)成 (せい)せんとする計 (けい)劃 (くわく)と推 (すい)斷 (だん)すべきである。
　一方 (ぽう)に於 (お)いて、朝 (てう)鮮 (せん)特 (とく)別 (べつ)志 (し)願 (がん)兵 (へい)の募 (ぼ)集 (しう)が、第 (だい)一年 (ねん)四百名 (めい)、第 (だい)二年六百名 (めい)より第 (だい)三年の本年度 (ほんねんど)には一躍 (やく)三千名 (めい)となり、鹽 (しお)原 (はら)訓 (くん)練 (れん)所 (しよ)長 (ちやう)の談 (だん)によれば次 (つぎ)の年度 (ど)よりは定 (てい)員 (ゐん)を一層 (そう)増加 (ぞうか)して、向 (かう)後 (ご)四五年後 (ご)には事 (じ)實 (じつ)上 (じやう)徴 (ちよう)兵 (へい)と異 (ことな)らざる程 (てい)度 (ど)に擴 (くわく)張 (ちやう)すると云 (い)はれてゐる。
　義 (ぎ)務 (む)教 (けう)育 (いく)は成 (な)り、徴 (ちよう)兵 (へい)令 (れい)實 (じつ)施 (し)を見 (み)れば、氏 (うじ)制 (せい)度 (ど)の確 (かく)立 (りつ)[と]相 (あひ)俟 (ま)つて朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)は完 (くわん)全 (ぜん)に皇 (こう)民 (みん)化 (くわ)されるのであつて、その見 (み)通 (とほ)しは已 (すで)に明 (めい)瞭 (れう)に附 (つ)いてゐると云 (い)はねばならぬ。殘 (のこ)るところは朝 (てうう)鮮 (せん)人 (じん)側 (がわ)に於 (お)ける誠 (せい)意 (い)と努 (ど)力 (りよく)如何 (いかん)である。言 (いひ)換 (か)へれば國 (こく)家 (か)に於 (お)いては朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)に對 (たい)して、その皇 (こう)民 (みん)化 (くわ)のための、あらゆる努 (ど)力 (りよく)をしてゐるのに對 (たい)して、朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)自 (じ)身 (しん)は感 (かん)激 (げき)と熱 (ねつ)誠 (せい)とそして自 (じ)發 (はつ)的 (てき)努 (ど)力 (りよく)を以 (もつ)て酬 (むく)いなければならない。こゝにのみ朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の幸 (こう)福 (ふく)と光 (くわう)榮 (えい)があるのである。


[bookmark: _Hlk500685968]『國民新報』1940年3月3日　
[主張]　知識層の孤島[footnoteRef:4] [4:  この文章は一部「わかちがき」がなされている。なお、新聞掲載時はタイトル以外「智識」と表記され、『同胞に寄す』ですべて「知識」に修正されている。] 


　いつの世 (よ)にも智 (ち)識 (しき)層 (そう)の 孤 (こ)島 (とう)はあるものである。現世に不 (ふ)平 (へい)不 (ふ)滿 (まん)を抱 (いだ)いて所 (いは)謂 (ゆる)獨 (どく)善 (ぜん)其 (き)身 (しん)、明 (めい)哲 (てつ)保 (ほ)身 (しん)を目 (もく)的 (てき)とし、世事 (せじ)に與 (あつか)る事 (こと)を屑しとしない[footnoteRef:5]もゝの一群 (ぐん)である。これらは自 (みづか)ら高 (たか)く止 (とゞ)まつて、白眼 (はくがん)をもつて世 (よ)を蔑 (さげす)んでゐるものである。支 (し)那 (な)の亂 (らん)世 (せい)や朝 (てう)鮮 (せん)の麗 (らい)末 (まつ)などによく見 (み)られたものだ。 [5:  「世事に與 (あつか)る」は新聞で「世事に與 (あつか)はる」と誤植され、単行本『同胞に寄す』で「世事にたづさはる」とされている。「屑し」は「いさぎよし」と読む。] 

　しかるに今日朝 (てう)鮮 (せん)に於 (お)いても、かゝる智 (ち)識 (しき)層 (そう)の孤 (こ)島 (とう)が形 (けい)成 (せい)されつゝある。それらの人 (ひと)達 (たち)はいづれも智 (ち)識 (しき)階級 (かいきう)で、賢者 (けんじや)をもつて自 (みづか)ら任 (にん)ずるもので、實 (じつ)際 (さい)文 (ぶん)化 (か)運 (うん)動 (どう)の各 (かく)方 (ほう)面 (めん)で指 (し)導 (どう)者 (しゃ)的 (てき)活動 (かつどう)してゐたものであるが、最 (さい)近 (きん)時 (じ)局 (きよく)の激 (げき)變 (へん)に遭 (そう)遇 (ぐう)し彼 (かれ)等 (ら)が指 (し)導 (どう)しつゝあつた一般 (ぱん)民 (みん)衆 (しう)より 置 (お)き去 (ざ)りにされたものである。彼 (かれ)等 (ら)は民 (みん)衆 (しう)の指 (し)導 (どう)權 (けん)が、いつまでもおのが掌 (せう)中 (ちう)にあるものと、高 (たか)を括 (くく)つてゐる間 (あいだ)に、民 (みん)衆 (しう)は新 (あたら)しい潮 (ちやう)流 (りう)に乗 (の)つて、古 (ふる)い指 (し)導 (どう)者 (しや)群 (ぐん)に置 (お)いてけぼりを喰はして、ずんずんと遠 (とほ)い彼 (かな)方 (た)へ進 (すゝ)んでしまつた。そしてこれらの指 (し)導 (どう)者 (しや)群 (ぐん)はぽつねんと元 (もと)のところに取 (と)り殘 (のこ)されたのである。
さて、これらの智 (ち)識 (しき)群 (ぐん)は如何 (いか)にしたらいゝのか。國 (こく)家 (か)的 (てき)見 (けん)地 (ち)から彼 (かれ)等 (ら)はいづれも多 (おほ)くの費 (ひよう)用をかけて養 (よう)成 (せい)した人 (じん)材 (ざい)であつて、その儘 (まま)棄 (す)ててしまふことは誠 (まこと)に勿 (もつ)體 (たい)ないことである[。]なんとかして彼 (かれ)等 (ら)を再 (ふたた)び役 (やく)に立 (た)てなければならない。
ところがこれらの、廢 (はい)物 (ぶつ)化 (くわ)されんとする智 (ち)識 (しき)群 (ぐん)に活 (かつ)を入 (い)れるには、先 (ま)づ正 (ただ)しく時 (じ)局 (きょく)を認識 (にんしき)させることから始 (はじ)まらなくてはならないが、困 (こま)つたことには永 (なが)年上 (じやう)層 (そう)部 (ぶ)の待 (たい)遇 (ぐう)を受 (う)けた凡 (ぽん)夫 (ぷ)の常 (つね)として、心 (こころ)に増 (ぞう)上 (てう)慢 (まん)があり、自 (じ)分 (ぶん)は他 (た)から教 (をし)へ導 (みちび)びかれるべきでは ないとして、固 (かた)く心 (こころ)の扉 (とびら)を閉 (とざ)して、尋 (じん)常 (ぜう)一様 (やう)の宣 (せん)傳 (でん)や 勸 (くわん)説 (せつ)では、その心 (こころ)を動 (うご)かすことは出 (で)來 (き)ないし、又 (また)これらの人 (ひと)は新 (しん)聞 (ぶん)雜 (ざつ)誌 (し)等 (など)は自 (じ)分 (ぶん)よりも低 (てい)級 (きう)であるとして 仲 (なか)々讀 (よ)んでも呉 (く)れないし、よしや 讀 (よ)んだところで、それに感 (かん)化 (くわ)されるやうなことはない。
然 (しか)らば如 (い)何 (か)にすれば、この時 (じ)代 (だい)の孤 (こ)島 (とう)の人 (ひと)達 (たち)を再 (ふたた)び現 (げん)世 (せい)に呼 (よ)び戻 (もど)すことが 出來 (でき)るか。それは熱 (ねつ)心 (しん)なる救 (きう)護 (ご)隊 (たい)の活 (くわつ)動 (どう)に俟 (ま)たなければ ならない。即 (すなは)ち個 (こ)人 (じん)的 (てき)接 (せつ)觸 (しよく)と勸 (くわん)説 (せつ)によつて のみなし得 (え)られることである。しかも、この救 (きう)護 (ご)の 任 (にん)務 (む)に適 (てき)するのは大人物 (だいじんぶつ)でなければ ならない。これらの人 (ひと)達 (たち)が敬 (けい)意 (い)を表 (へう)する程 (ほど)の人 (じん)物 (ぶつ)でなければ 目的 (もくてき)は達 (たつ)せられない。
この時 (じ)代 (だい)的 (てき)孤 (こ)島 (とう)の 隱 (いん)遁 (とん)者 (しや)は朝 (てう)鮮 (せん)を通 (つう)じて或 (あるひ)は数 (すう)百人 (にん)を越 (こ)えぬかも知 (し)れない。或 (あるひ)はその代 (だい)表 (へう)者 (しや)的 (てき)なものは 数 (すう)十人 (にん)程 (てい)度 (ど)かも知 (し)れない。しかし彼 (かれ)等 (ら)には多 (おほ)かれ少 (すく)なかれ、隨 (ずい)從 (じう)の小 (せう)智 (ち)識 (しき)群 (ぐん)をもつてゐる。である から、数 (かず)が少 (すく)ないといつて、決 (けつ)して、ほうつて置 (お)けといはるべきでは ない。山 (やま)陰 (かげ)の氷 (こほり)が融 (と)ければ春 (はる)は酣 (たけなわ)になるものである。


[bookmark: _Hlk500686007]『國民新報』1940年3月10日　
[主張]　間違つた求福術

　二十世 (せい)紀 (き)とか、科 (くわ)學 (がく)の世 (せい)紀 (き)とか云 (い)ひ乍 (なが)ら、今 (こん)日 (にち)尚 (なほ)いろいろな迷 (めい)信 (しん)が行 (おこな)はれてゐるのは歎 (なげ)かはしい限 (かぎ)りである。しかもそれが無 (む)知 (ち)蒙 (もう)昧 (まい)なる愚 (ぐ)夫 (ふ)愚 (ぐ)婦 (ふ)ならいいざ知 (し)らず、堂 (どう)々たる現 (げん)代 (だい)的 (てき)紳 (しん)士 (し)間 (かん)に行 (おこな)はれてゐるのである。たとへば姓名 (せいめい)の迷信 (めいしん)で、たまたま創 (そう)氏 (し)改 (かい)名 (めい)の折を窺 (うかが)つてかゝる馬 (ば)鹿 (か)馬鹿しい迷 (めい)信 (しん)がいよいよ大 (たい)道 (どう)を横 (わう)行 (こう)し始 (はじ)めた。心 (こころ)や身體 (からだ)を造 (つく)りかへるのなら、運命 (うんめい)も直 (なお)らう、姓 (せい)名 (めい)の文字 (もじ)の畫 (くわく)數 (すう)や發 (はつ)音 (おん)の變 (へん)更 (こう)で、凶 (けう)が吉 (きち)に變 (へん)ずることがあれば、宇 (う)宙 (ちう)因 (いん)果 (くわ)の法 (ほう)則 (そく)は臺 (だい)なしに打壊 (うちこ)はされてしまふであらう。太陽 (たいよう)の陽 (よう)の字 (じ)に一畫 (くわく)を加 (か)へたり、減 (へ)らしたりして、太 (たい)陽 (よう)の熱 (ねつ)量 (れう)を加 (か)減 (げん)すると云 (い)ふのと同 (おな)じく、實 (じつ)に馬鹿 (ばか)らしい囈語 (たわごと)である。
　どうして、こんな馬鹿 (ばか)馬鹿しいことが行 (おこな)はれるのであるか。それは貪慾 (どんよく)からであること勿論 (もちろん)であるが、それよりも恐 (おそ)ろしい罪 (つみ)がこの迷 (めい)信 (しん)の原 (げん)因 (いん)をなしてゐるのだ。それは愚痴 (ぐち)である。愚 (ぐ)痴 (ち)とは因 (いん)果 (くわ)の理 (り)法 (ほう)を辨 (わきま)へないことだ。
　善 (ぜん)因 (いん)を作 (つく)らずして善 (ぜん)果 (くわ)を願 (ねが)ひ、惡 (あく)因 (いん)を作 (つく)りつゝ惡 (あく)果 (くわ)を避 (さ)けようとすることである。衛 (えい)生 (せい)の法 (ほう)則 (そく)を守 (まも)らずして健 (けん)康 (こう)長 (てう)壽 (じゆ)を希 (ねが)ひ、勤 (きん)儉 (けん)貯 (ちよ)蓄 (ちく)せずして富 (とみ)を望 (のぞ)み、徳 (とく)を積 (つ)むことなくして名 (めい)譽 (よ)を捷 ([か])ち得 (え)んとすることである。
　これが愚痴 (ぐち)といふもので、あらゆる罪惡 (ざいあく)はこの愚痴 (ぐち)から生 (せう)ずるものである。因 (いん)果 (くわ)の理 (り)法 (ほう)を辨 (わきま)へないから偶 (ぐう)然 (ぜん)や僥 (げう)倖 (こう)を當 (あ)てにする。僥 (げう)倖 (こう)によつて富 (とみ)と名 (めい)譽 (よ)を貪 (むさぼ)らうとするから、詐欺師 (さぎし)となるのである。詐 (さ)欺 (ぎ)とは單 (たん)に法 (ほう)律 (りつ)上 (じやう)の罪 (ざい)名 (めい)を指 (さ)すのみでない。善惡 (ぜんあく)、正邪 (せいじや)の行 (おこな)ひによらずして或 (あるひ)は欲望 (よくぼう)を達成 (たつせい)せんとするが如 (ごと)きは凡 (すべ)て詐 (さ)欺 (ぎ)である。凡 (およ)そ姓 (せい)名 (めい)など直 (なお)すことによつて、又 (また)祖 (そ)先 (せん)の墓 (はか)の位置 (いち)や方向 (ほうかう)の變 (へん)更 (こう)によつて福運 (ふくうん)を希 (ねが)ふ如 (ごと)きは、己 (おのれ)まづ詐欺 (さぎ)にかゝつてゐること勿論 (もちろん)であるが、かういふ人はまた人 (ひと)にも詐 (さ)欺 (ぎ)を行 (おこな)ひ兼 (か)ねまじきものである。なんとなれば善 (ぜん)と正 (せい)の行 (おこな)ひによらずして、福樂 (ふくらく)を貪 (むさぼ)るからである。
　今 (こん)日 (にち)の時 (じ)勢 (せい)は無 (む)限 (げん)に富 (とみ)と享 (けう)樂 (らく)への貪 (どん)慾 (よく)を唆 (そゝ)る。この心 (こころ)を矯 (た)めなければ民 (みん)心 (しん)は益 (ます)々堕 (だ)落 (らく)の一路 (ろ)を辿 (たど)るであらう。正 (ただ)しき神 (しん)仏 (ぶつ)への信 (しん)仰 (こう)と正 (ただ)しき科 (くわ)學 (がく)の知 (ち)識 (しき)を併 (あは)せもつてこそ、この時 (じ)弊 (へい)を匡 (ただ)すことが出來 (でき)ると思 (おも)ふが、いづれにしても因 (いん)果 (くわ)の信 (しん)念 (ねん)を人 (じん)心 (しん)に植 (う)ゑ附 (つ)けることは、小 (せう)にしても一人 (にん)一家 (か)を救 (すく)ひ、大 (だい)にしては國 (こく)運 (うん)を護 (まも)る所 (ゆえ)以 (ん)である。


[bookmark: _Hlk500686053]『國民新報』1940年3月17日　
[主張]　朝鮮の佛教[footnoteRef:6] [6:  この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


　その昔 (むかし)、半 (はん)島 (とう)は佛 (ぶつ)法 (ぽう)の榮 (さか)えた國 (こく)土 (ど)であつた。元 (げん)曉 (げう)、義 (ぎ)湘 (しやう)、普 (ふ)覺 (かく)、普 (ふ)照 (せう)、西 (せい)山 (さん)、泗 (し)溟 (めい)等 (とう)の聖 (せい)僧 (そう)傑 (けつ)僧 (そう)を出 (いだ)し、半 (はん)島 (とう)衆 (しゆ)生 (ぜう)の魂 (たましひ)に正 (せい)覺 (かく)の田 (た)を植 (う)ゑ附 (つ)けて、三國 (こく)、高麗 (こうらい)朝 (てう)凡 (およ)そ一千年を通 (つう)じての燦 (さん)爛 (らん)たる佛 (ぶつ)教 (けう)文 (ぶん)化 (くわ)を造 (つく)り出 (だ)したのである。
　欽 (きん)明天皇 (めいてんのう)の御代 (みよ)に、始 (はじ)めて日 (につ)本 (ぽん)に佛 (ぶつ)教 (けう)を紹 (せう)介 (かい)したのは百濟 (くだら)であつて、聖 (せう)徳 (とく)太 (たい)子 (し)に法 (ほつ)華 (け)經 (けう)を講 (こう)じたてまつつたのは高 (こう)句 (く)麗 (り)の僧 (そう)慧 ([え)慈 (じ])[footnoteRef:7]である。 [7:  新聞では「けいじ」とルビが振られている。] 

　然 (しか)るに今 (こん)日 (にち)の半 (はん)島 (とう)の佛 (ぶつ)教 (けう)は如 (い)何 (か)なる状 (ぜう)態 (たい)にあるのか。世 (せい)祖 (そ)の護 (ご)法 (ほう)を最 (さい)後 (ご)として、李 (り)朝 (てう)の闢 (びやく)佛 (ぶつ)が半 (はん)島 (とう)佛 (ぶつ)教 (けう)衰 (すい)微 (び)の外 (ぐあい)因 (いん)をなした事 (こと)は をしむべき限 (かぎ)りであるが、併 (へい)合 (がふ)以 (い)來 (らい)佛 (ぶつ)教 (けう)徒 (と)は昔 (せき)日 (じつ)の自 (じ)由 (ゆう)と保 (ほ)護 (ご)とを與 (あた)へられたるにも拘 (かかは)らず、却 (かへ)つて堕 (だ)落 (らく)の一路 (ろ)を辿 (たど)りつゝあるごとく見 (み)ゆるは何故 (なにゆえ)であるか。僧 (そう)侶 (りょ)が肉 (にく)食 (しよく)妻 (さい)帯 (たい)を恣 (ほしいまゝ)にするのはまだしもとして 洋服 (ようふく)を纏 (まと)ひ、靴 (くつ)を履 (は)き、頭 (とう)髪 (はつ)を分 (わ)け、全然 (ぜんぜん)僧侶 (そうりよ)としての威儀 (いぎ)を顧 (かへり)みず、俗 (ぞく)人 (じん)さへも顰 (ひん)蹙 (しゆく)すべき勢 (せい)利 (り)争 (あらそ)ひは、法 (ほう)城 (ぜう)内 (ない)に於 (お)いて絶 (た)えざるばかりでなく、表 (おもて)沙 (ざ)汰 (た)となることさへ 殆 (ほとん)ど毎年 (まいとし)といふ有様 (ありさま)である。無 (む)知 (ち)なる念 (ねん)仏 (ぶつ)僧 (そう)や尼 (に)僧 (そう)達 (たち)には、今 (いま)尚 (なお)佛 (ぶつ)子 (し)の傳 (でん)説 (せつ)を認 (みと)むべきものがあるが、いはゆる知 (ち)識 (しき)僧 (そう)、上 (じやう)層 (そう)部 (ぶ)の僧 (そう)侶 (りよ)に至 (いた)りては、殆 (ほとん)ど頭 (ず)陀 (だ)行 (ぎやう)の痕 (こん)跡 (せき)をさへ止 (とゞ)めてゐない。何 (なん)と云 (い)ふ恥 (は)づべき所 (しよ)行 (ぎやう)であらう。
　京 (けい)城 (ぜう)を始 (はじ)め、大 (だい)都 (と)市 (し)近 (きん)所 (じよ)の寺 (じ)院 (いん)が酒 (しゆ)食 (しょく)淫 (いん)亂 (らん)の魔 (ま)境 (きやう)に沈 (ちん)淪 (りん)してゐたのが、當 (とう)局 (きよく)の大 (だい)彈 (だん)壓 (あつ)で清 (せい)算 (さん)されたのはありがたき仕 (し)合 (あは)せであるが、僧 (そう)侶たちの心 (しん)行 (ぎやう)の浄 (ぜう)化 (くわ)は、僧 (そう)侶 (りよ)自 (じ)身 (しん)の自 (じ)覺 (かく)に因 (よ)らなければならない。唯 (ただ)一 (ひと)つ當 (とう)局 (きよく)に對 (たい)して望 (のぞ)ましいことは、僧 (そう)侶 (りよ)の威 (い)儀 (ぎ)に對 (たい)する取 (とり)締 (しまり)の嚴 (げん)行 (こう)であると思 (おも)ふ。
　僧侶 (そうりよ)の威儀 (いぎ)とは何 (なに)か。第 (だい)一に 剃 (てい)髪 (はつ)である。頭髪 (とうはつ)を延 (の)ばしたり、バリカン刈 (か)りに することを禁 (きん)じて、剃刀 (かみそり)にて 剃 (そ)らしむべきである。第 (だい)二は法 (ほう)衣 (い)着 (ちやく)用 (よう)の勵 (れい)行 (こう)である。洋 (よう)服 (ふく)や絹 (きぬ)の 俗 (ぞく)衣 (い)を禁 (きん)じ、朝 (てう)鮮 (せん)で いはゆる着 (き)袈 (け)裟 (さ)長 (なが)衫 (えり)の威 (い)儀 (ぎ)を正 (ただ)し、珠 (じゆ)數 (ず)を携 (けい)帯 (たい)さすべきである。そもそもかゝる 僧 (そう)侶 (りよ)の外 (がい)觀 (くわん)は、單 (たん)に 僧 (そう)俗 (ぞく)區 (く)別 (べつ)のために必 (ひつ)要 (よう)であるばかりでなく、實 (じつ)に一種 (しゆ)の身 (み)を以 (も)つての 説 (せつ)法 (ぽう)である。衆 (しゆ)生 (ぜう)をして 僧 (そう)形 (けい)を觀 (み)ることによつて、念佛 (ねんぶつ)の心 (こころ)をおこさしめることである。それはまた 同 (どう)時 (じ)に僧 (そう)侶 (りよ)自 (じ)身 (しん)の 持 (じ)戒 (かい)攝 (せつ)心 (しん)の力 (ちから)強 (づよ)き助 (たす)けともなるものである。かゝる僧 (そう)形 (けい)の取 (とり)締 (しまり)は 寺 (じ)刹 (さつ)そのものの取締と 何 (なん)等 (ら)變 (かわ)ることがない。俗人 (ぞくじん)の装 (よそお)ひをした僧侶 (そうりよ)は直 (ただ)ちに僧籍 (そうせき)より 削 (けず)るべきである。
　今 (いま)や佛 (ぶつ)教 (けう)は 國 (こく)家 (か)のため、世 (せ)道 (どう)人 (じん)心 (しん)のため、大 (だい)なる働 (はたら)きをする 時 (じ)勢 (せい)となつた。ことに半 (はん)島 (とう)に於 (お)いて 然 (しか)りである。戒 (かい)も持 (じ)せず、念佛 (ねんぶつ)も唱 (とな)へず、座 (ざ)禪 (ぜん)もせず、僧 (そう)侶 (りよ)の威 (い)儀 (ぎ)も整 (ととの)へず、かゝる 僧 (そう)侶 (りよ)は佛 (ぶつ)門 (もん)の賊 (ぞく)である。かゝる徒 (と)輩 (はい)は 一日 (にち)も早 (はや)く僧 (そう)籍 (せき)より除 (のぞ)くべきであり、徒 (いたづ)らに 佛 (ふつ)祖 (そ)の御 (おん)名 (な)を賣 (う)つて、寺 (じ)院 (いん)や社 (しや)會 (くわい)の財 (ざい)をのみ 消 (せう)耗 (もう)する懶 (らん)惰 (だ)なる寄 (き)生 (せい)蟲 (ちう)たらしむべきでない。
　朝 (てう)鮮 (せん)僧 (そう)侶 (りよ)の猛 (もう)省 (せい)を促 (うなが)すと同 (どう)時 (じ)に、當 (とう)局 (きよく)が今 (いま)一度 (ど)外 (ぐわい)護 (ご)の寶 (ほう)刀 (とう)を抜 (ぬ)かむことを 望 (のぞ)んで已 (や)まない。


[bookmark: _Hlk500686090]『國民新報』1934年3月24日　
[主張]　卒業生への言葉[footnoteRef:8] [8:  この文章は単行本『同胞に寄す』に収録されていない。この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


　大 (だい)學 (がく)や専 (せん)門 (もん)學 (がく)校 (こう)を卒 (そつ)業 (げう)したものもあらう。中 (ちう)等 (とう)學 (がく)校 (こう)を終 (お)へて、それ以 (い)上 (ぜう)の學 (がく)校 (こう)へ入 (はい)らずに社 (しや)會 (くわい)生 (せい)活 (くわつ)へ入 (はい)るものもあらう。または小 (せう)學 (がく)校 (こう)を出 (で)たゞけで人 (じん)生 (せい)の荒 (あら)波 (なみ)を乗 (の)り切 (き)らうとする勇者 (ゆうしや)もあらう。これらの青 (せい)少 (せう)年男 (だん)女 (じよ)をひつくるめて、卒 (そつ)業 (げう)生 (せい)と呼 (よ)びかけて ゐることゝ承 (しよう)知 (ち)されたい。
　卒 (そつ)業 (げう)生 (せい)の中 (なか)には、資 (し)産 (さん)家 (か)の子 (し)女 (じよ)と生 (うま)れて衣 (い)食 (しよく)の資 (し)を稼 (かせ)がなくとも好 (い)いものもあらう。併 (しか)し大 (だい)多 (た)數 (すう)の卒 (そつ)業 (げう)生 (せい)の關 (くわん)心 (しん)は、まづ第 (だい)一に就 (しう)職 (しよく)にあるものと思 (おも)ふ。就 (しう)職 (しよく)をしなければ、差 (さし)あたり食 (く)ふに困 (こま)るといふ理由 (りゆう)も理由 (りゆう)だが、人生 (じんせい)の野心 (やしん)を達成 (たつせい)する道 (みち)もまた職業 (しょくげう)にあるからである。生活 (せいくわつ)の資 (し)を求 (もと)めつゝ、人生 (じんせい)の理想 (りそう)を實現 (じつげん)しやうとするのが、就職 (しうしよく)の目的 (もくてき)なのである。
　非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)景 (けい)気 (き)で、技 (ぎ)術 (じつ)方 (ほう)面 (めん)の卒 (そつ)業 (げう)生 (せい)は 勿論 (もちろん)のこと、一般 (ぱん)的 (てき)に就 (しう)職 (しよく)難の 緩 (くわん)和 (わ)を見 (み)たやうであるが、それでも矢張 (やは)り就 (しう)職 (しよく)難は就 (しう)職 (しよく)難である。中 (なか)々思 (おも)ふやうな職 (しよく)業 (げう)が吾 (われ)々を待 (ま)つてゐると いふやうな都 (つ)合 (がふ)の好 (よ)いことは 望 (のぞ)まれるものでない。これが學 (がく)校 (こう)を終 (お)へた 青年 (せいねん)に取 (と)つて、最 (もつと)も深 (しん)刻 (こく)な惱 (なや)みであることは同情 (どうぜう)すべきで あるにしても、しかしこの惱 (なや)みの責任 (せきにん)を 社 (しや)會 (くわい)に歸 (き)するのは、もっとも間 (ま)違 (ちが)つた考 (かんが)へ方 (かた)であつて、畢 (ひつ)竟 (きやう)自 (じ)分 (ぶん)にあると自 (じ)覺 (かく)するのが正 (ただ)しい 了 (れう)見 (けん)である。自 (じ)分 (ぶん)さへ、信 (しん)頼 (らい)するに足 (た)る、有用 (ゆうよう)な人物 (じんぶつ)で あるとしたら、如何 (いか)に就職 (しうしよく)難の時 (じ)代 (だい)であつても、決 (けつ)して決して職 (しよく)にはぐれることはないと思ふ。
　或 (あ)る實 (じつ)業 (げう)家 (か)は 云 (い)つた。偉 (えら)い人 (ひと)の紹 (せう)介 (かい)狀 (ぜう)などを持 (も)つて、職 (しよく)を探 (さが)し廻 (まわ)るものに碌 (ろく)な 奴 (やつ)はないと。〝私 (わたし)はこんな人間 (にんげん)です、どうぞ 御 (お)試 (ため)し下 (くだ)さい″といふ気 (き)魄 (はく)でやつて來 (き)て貰 (もら)ひたいと。これは 誠 (まこと)に味 (あじ)はふべき言葉 (ことば)だと思 (おも)ふ。本人 (ほんにん)の人格 (じんかく)と 實力 (じつりよく)と、これが人 (ひと)を求 (もと)める事 (じ)業 (げう)家 (か)が 望 (のぞ)むものであつて、偉 (えら)い人 (ひと)の力 (ちから)に頼 (たよ)つて職 (しよく)を 僥 (げう)倖 (こう)せんとするやうな腑甲斐 (ふかひ)ないものに用 (よう)はない 筈 (はず)である。學歴 (がくれき)の金看板 (きんかんばん)が物 (もの)を云 (い)つたのも、今 (いま)は昔 (むかし)のことで、何處 (どこ)までも人物本 (じんぶつほん)位 (い)といふのが、事 (じ)業 (げう)家 (か)の 採 (さい)用 (よう)方 (ほう)針 (しん)だといふことを、牢 (ろう)記 (き)されたい。人 (じん)格 (かく)の修 (しう)養 (やう)と學 (がく)術 (じつ)の向 (かう)上 (じやう)を 怠 (おこた)る者 (もの)は、よしんばまぐれあたりに職 (しよく)にありつくにしても、將 (しやう)來の見 (み)込 (こみ)は ないのだ。結 (けつ)局 (きよく)はどこまでも實 (じつ)力 (りよく)の世 (よ)の中 (なか)である。
　卒 (そつ)業 (げう)生 (せい)の第 (だい)二の惱 (なや)みは結婚 (けつこん)問題 (もんだい)であらう。誰 (だれ)でも、最 (さい)上 (じやう)の 配偶者 (はいぐうしや)を願 (ねが)ふのは、就 (しう)職 (しよく)の場 (ば)合 (あひ)と變 (かは)りはないが、最 (さい)上 (じやう)の人 (じん)物 (ぶつ)は最 (さい)上 (じやう)の人 (じん)物 (ぶつ)の配偶 (はいぐう)になるべきで、決 (けつ)して僥 (げう)倖 (こう)を 望 (のぞ)んではならない。まづ自 (じ)分 (ぶん)の姿 (すがた)をはつきりと檢 (たしか)めて 配 (はい)偶 (ぐう)者 (しや)の選 (せん)擇 (たく)にかゝるべきである。爾 (なんじ)さへ好 (よ)き人ならば好 (よ)き配偶者 (はいぐうしや)は□にあたるであらう。
　要 (よう)するに、就職 (しうしよく)にしても、結婚 (けつこん)にしても、はたまた、人生 (じんせい)の成功 (せいこう)失敗 (しつぱい)に しても、籤抽 (ひ)きと思 (おも)つてはならない。それは籤抽 (ひ)きではなくて取 (とり)引 (ひ)きなのだ。自 (じ)分 (ぶん)の商 (せう)品 (ひん)価 (か)値 (ち)こそ 自 (じ)分 (ぶん)の運 (うん)命 (めい)を決 (けつ)定 (てい)するものなのだ。


[bookmark: _Hlk500686128]『國民新報』1940年3月31日　
[主張]　汪政權の成立[footnoteRef:9] [9:  この文章は単行本『同胞に寄す』に収録されていない。この文章は一部「わかちがき」] 


　汪 (おう)政 (せい)權 (けん)の成 (せい)立 (りつ)なんて いふことばは、不 (ふ)穩 (おん)當 (とう)である。新 (しん)支 (し)那 (な)の誕 (たん)生 (ぜう)と言 (い)つて見 (み)ても 當 (あた)らない。更 (こう)生 (せい)中 (ちう)華 (くわ)民 (みん)國 (こく)の 南 (なん)京 (きん)還 (くわん)都 (と)とでも言 (い)ふべきか。或 (あるひ)は、この三つを合 (ら)はせて考 (かんが)へるのが、もつとも適切 (てきせつ)で あるかも知 (し)れぬ。いづれにしても、誠 (まこと)に喜 (よろこ)ばしいことで お芽出度 (めでた)いことである。單 (たん)に友 (ゆう)邦 (ほう)中 (ちう)華 (くわ)民 (みん)國 (こく)のために 喜 (よろこ)ぶのでもなく、はたまた三年 (ねん)近 (ちか)く多 (た)數 (すう)の生 (せい)命 (めい)と財 (ざい)力 (りよく)とを、犠 (ぎ)牲 (せい)にして 戰 (たたか)つた帝 (てい)国 (こく)のために 喜 (よろこ)ぶだけではない、實 (じつ)にアジア全體 (ぜんたい)のために、延 (ひ)いては 世 (せ)界 (かい)人 (じん)類 (るい)のために喜 (よろこ)ぶべきことである。
　若 (も)し汪精 (せい)衛 (えい)氏 (し)にして 立 (た)たなかつたならば、東 (とう)亞 (あ)の不 (ふ)幸 (こう)は 如 (い)何 (か)に大 (おほ)きかつたことであらう。同 (どう)憂 (ゆう)俱 (ぐ)眼 (がん)の士 (し)に呼 (よ)びかけた、近 (この)衛 (え)聲 (こえ)明 (めい)を信 (しん)じ 之 (これ)に應へて、汪精 (せい)衛 (えい)氏 (し)の如 (ごと)き有 (ゆう)力 (りよく)なる志 (し)士 (し)が 敢 (かん)然 (ぜん)立 (た)ち上 (あ)がつたればこそ、こゝに 東 (とう)亞 (あ)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)の基 (き)礎 (そ)の定 (てい)礎 (そ)式 (しき)を壽 (ことほ)ぐ日 (ひ)は來 (き)たのだ。この際 (さい)汪氏 (し)を中心 (ちうしん)とした、中 (ちう)華 (くわ)民 (みん)國 (こく)の同 (どう)憂 (ゆう)俱 (ぐ)眼 (がん)の士 (し)に 滿腔 (まんこう)の感謝 (かんしや)を捧 (ささ)げると同時 (どうじ)に、未 (いま)だに、太陽 (たいよう)に向 (むか)つて 弓を射る迷夢 (めいむ)から醒 (さ)めずに、蒼生 (そうせい)を塗炭 (とたん)に陥 (おとしい)れつゝあるところの、蔣介石 (かいせき)一派 (ぱ)の反 (はん)省 (せい)を 促 (うなが)さざるを得 (え)ない。
　東亞人 (とうあじん)の東亞 (とうあ)、東亞獨 (とうあどく)特 (とく)の仁義 (じんぎ)の 精神 (せいしん)にて治 (おさ)めらるゝ東亞 (とうあ)の 建設 (けんせつ)の完了 (くわんれう)するまで、帝 (てい)國 (こく)の抜 (ぬ)いた劔 (つるぎ)は決 (けつ)して決して鞘 (さや)には 戻 (もど)らぬ筈 (はず)である。この戰 (たたかひ)は、英 (えい)米人 (べいじん)が邪推 (じやすい)する如 (ごと)き、侵略 (しんりやく)を目的 (もくてき)とするのではないことは、非 (ひ)併 (へい)合 (ごう)、非 (ひ)賠 (ばい)償 (しやう)の近 (この)衛 (え)聲 (せい)明 (めい)と、相俟 (あいま)つて それが實 (じつ)現 (げん)たる汪政權 (せいけん)の成立 (せいりつ)によつて 明 (あき)らかである。この戰爭 (せんそう)は、理想 (りそう)の戰爭 (せんそう)だ。帝國 (ていこく)の建國 (けんこく)の大精 (だいせい)神 (しん)たる八紘一宇 (う)といふ 國 (こく)家 (か)目 (もく)的 (てき)のための戰 (せん)爭 (そう)だ。かるが故 (ゆえ)に 帝國側 (ていこくがわ)には妥協 (だけう)と いふものもなければ、讓 (ぜう)歩 (ほ)といふものもないのだ。英米佛 (えいべいふつ)が 束 (たば)になつて來 (き)ても、一歩 (ぽ)も後 (うしろ)へ 退 (ひ)くことはないのだ。唯 (た)だ決然 (けつぜん)として、すべての邪 (じゃ)魔 (ま)立 (だ)てする魔 (ま)力 (りよく)を 破 (は)砕 (さい)することあるのみである。
　新 (しん)生 (せい)國 (こく)民 (みん)政 (せい)府 (ふ)の 南 (なん)京 (きん)還 (くわん)都 (と)の盛 (せい)儀 (ぎ)を祝 (いわ)ふにあたり、國 (こく)民 (みん)は一層 (そう)長 (ちやう)期 (き)戰 (せん)爭 (そう)、長 (ちやう)期 (き)建 (けん)設 (せつ)の 大 (だい)決 (けつ)心 (しん)の臍 (へそ)を固 (かた)めなければならぬ。輝 (かがや)かしき 祖 (そ)国 (こく)の久 (く)遠 (おん)の大 (だい)理 (り)想 (そう)に感 (かん)激 (げき)しつゝ 己 (おのれ)をそれに化 (か)し、而 (しか)して、この理 (り)想 (そう)の實 (じつ)現 (げん)のため、信 (しん)愛 (あい)協 (けう)力 (りよく)して 總 (そう)親 (しん)和 (わ)の態勢 (たいせい)を固 (かた)め、あらゆる困苦 (こんく)と 犠 (ぎ)牲 (せい)に喜 (よろこ)んで耐 (た)へる精神 (せいしん)を鍛 (きた)えねばならない。
　殊 (こと)にわが朝 (てう)鮮 (せん)は愈 (いよ)々兵 (へい)站 (たん)基 (き)地 (ち)の 重 (じう)要 (よう)性 (せい)が加 (か)速 (そく)度 (ど)的 (てき)に加 (くわ)はつて來 (く)るのだ。單 (たん)に地理的 (ちりてき)に、産 (さん)業 (げう)的 (てき)にさうであるばかりでなく、行 (ゆ)く行 (ゆ)くは人 (じん)的 (てき)にも重 (じう)大 (だい)な使 (し)命 (めい)が負 (お)はされることを 豫期 (よき)されてゐる。朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)たるもの、この國 (こく)家 (か)の、大 (だい)非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)に際 (さい)して、宜 (よろ)しく粉 (ふん)骨 (こつ)砕 (さい)身 (しん)、盡 (じん)忠 (ちう)報 (ほう)國 (こく)の精 (せい)神 (しん)を発 (はつ)揮 (き)せねばならない。實 (じつ)にこれは千載 (さい)一遇 (ぐう)の好 (こう)機 (き)であつて、朝鮮 (てうせん)民衆 (みんしう)のために、もつとも榮 (えい)譽 (よ)ある時 (じ)期 (き)であることを自 (じ)覺 (かく)せねばならぬ。
　友 (いう)邦 (ほう)更 (こう)生 (せい)中 (ちう)華 (くわ)民 (みん)國 (こく)の將 (しやう)來を祝 (しゆく)福 (ふく)すると 同 (どう)時 (じ)に、吾 (われ)々國 (こく)民 (みん)自 (じ)身 (しん)の反 (はん)省 (せい)奮 (ふん)起 (き)を叫 (さけ)ばう。


[bookmark: _Hlk500686167]『國民新報』1940年4月7日　
[主張]　青年の道――ま違つた強がりと見榮を排せ[footnoteRef:10] [10:  この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


　まづ第 (だい)一に日本人 (につぽんじん)の徳 (とく)となるものは うやうやしさ、つゝましやかさである。長 (てう)上 (じやう)の前 (まえ)に あるときの態 (たい)度 (ど)であるが、われわれは どんな場 (ば)合 (あひ)にも、この態 (たい)度 (ど)を 保 (たも)たまほしきものである。若 (も)しわれわれが、何時 (いつ)如何 (いか)なる 塲 (ば)所 (しよ)に於 (お)いても、神 (かみ)の御前 (おんまへ)にあることを 忘 (わす)れなかつたならば、このうやうやしさ、つゝましやかさを 失 (うしな)はぬであらう。そして所 (ところ)構 (かま)はず、痰 (たん)を吐 (は)くとか、ふしだらなざまを しないであらう。かく『獨 (ひとり)を慎 (つつし)む』ことが 板 (いた)に付 (つ)けば、顔 (かほ)形 (かたち)から言 (げん)語 (ご)動 (どう)作 (さ)から、一種の神 (こう)々しさを發 (はつ)するやうになつて、實 (じつ)に奥 (おく)床 (ゆか)しく頼 (たの)もしい威儀 (いぎ)を備 (そな)へるやうになる。
　ところが青 (せい)年 (ねん)の多 (おほ)くは見 (み)掛 (か)けからして だらしがなくて、高 (こう)慢 (まん)ちきで、落 (おち)着 (つ)きがなく 顔 (かほ)色 (いろ)もものごしも、言 (こと)葉 (ば)遣 (つか)ひも野 (や)卑 (ひ)で品 (ひん)がない。この儘 (まま)で年 (とし)を 取 (と)つたならば、決 (けつ)して尊 (そん)敬 (けい)さるべき父 (ちゝ)や長 (てう)上 (じやう)にはなれないであらう。恰 (あたか)も永 (えい)遠 (えん)の醉 (よつ)拂 (はら)ひのやうであり、その顔 (かお)は 馬 (ば)鹿 (か)面 (つら)でなければ、悪黨面 (あくとうづら)となるのである。
　活 (くわつ)潑 (ぱつ)とは決 (けつ)して だらしないことでもなければ、生 (なま)意気 (いき)や亂暴 (らんぼう)なことではない。平 (へい)素 (そ)は實 (じつ)に落 (おち)着 (つ)いて、うやうやしくて、虔しやかな人 (ひと)こそ、なすべきこと、なすべき場 (ば)合 (あひ)と信 (しん)じた時 (とき)には、火 (ひ)の中 (なか)水 (みづ)の中 (なか)でも平 (へい)氣 (き)で潜 (もぐ)り、躊 (ちう)躇 (ちよ)逡 (しゆん)巡 (じゆん)することもなければ、びくびくと 煮 (に)え切 (き)らないといふこともない。實 (じつ)にしつかりと、きつぱりと、あつさりと、疾 (しつ)風 (ぷう)迅 (じん)雷 (らい)の如 (ごと)く やつてのけるのであるが、これこそ眞 (しん)の活 (くわつ)潑 (ぱつ)とはいふのである。
　神佛 (しんぶつ)を信 (しん)じ、或 (あ)る理 (り)想 (そう)を懐 (いだ)き、一つの道 (みち)に從つて驀進 (ばくしん)する人 (ひと)で あつてこそ、かゝるうやうやしさ、つゝましやかさと 同 (どう)時 (じ)に健 (けな)氣 (げ)な活 (くわつ)潑 (ぱつ)さを示 (しめ)すことが出 (で)來 (き)る。徒 (いたづら)に見 (み)榮 (え)を張 (は)り、強 (つよ)がりを言 (い)ひ、一寸 (ちょつと)したことにも喧嘩 (けんか)腰 (ごし)になるやうな、横 (わう)着 (ちやく)者 (もの)は ブリキ人 (にん)形 (げう)のやうなもので、見 (み)掛 (かけ)は強 (つよ)さうでも、少 (すこ)し手 (て)硬 (ごわ)い目 (め)に逢 (あ)つたが 最 (さい)後 (ご)、ぺちやんこにへこんで しまふものである。信 (しん)心 (じん)と理 (り)想 (そう)と修 (しう)行 (ぎやう)、これあつて、はじめて眞 (しん)に強 (つよ)い人 (ひと)となるものだ。
　日 (につ)本 (ぽん)人 (じん)の特 (とく)徴 (ちよう)は、神 (かみ)を敬 (うやま)ふことである。神 (かみ)を敬 (うやま)ふ道 (みち)は 明 (あか)き、清 (きよ)き心 (こころ)なのだ。明 (あか)き清 (きよ)き心 (こころ)は、いつはりを 許 (ゆる)さず、不潔 (ふけつ)を許 (ゆる)さず、ふしだらを許 (ゆる)さず、空 (から)威 (い)張 (ば)りや、 人 (ひと)をなめることを許 (ゆる)さない。しかも惡 (あく)や不 (ふ)正 (せい)に對 (たい)しては毅 (き)然 (ぜん)として 憤 (ふん)然 (ぜん)として、決 (けつ)して一歩 (ぽ)も退 (しりぞ)かないことを命 (めい)ずるものである。至 (し)誠 (せい)、至 (し)忠 (ちう)は この明 (あか)き清 (きよ)き心 (こころ)より發 (はつ)するものであるが、この心 (こころ)の持 (も)ち主 (ぬし)の特 (とく)色 (しよく)は、實 (じつ)にうやうやしさと つゝましやかさである。
　間違 (まちが)つた強 (つよ)がりや、見 (み)榮 (え)に毒 (どく)されつゝある今日 (こんにち)の青年 (せいねん)の反省 (はんせい)を望 (のぞ)む。


[bookmark: _Hlk500686206]『國民新報』1940年4月14日　
基本禮儀　――青筋を立てる必要なし――[footnoteRef:11] [11:  この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


禮 (れい)儀 (ぎ)正 (ただ)しいといはれることは、誠 (まこと)に美 (うつく)しいことである。禮 (れい)儀 (ぎ)は その人 (ひと)を光 (ひか)らせ、薫 (かお)らせるものである。ことに 公 (こう)衆 (しう)に對 (たい)する禮 (れい)儀 (ぎ)に於 (お)いて然 (しか)りである。日 (につ)本 (ぽん)人 (じん)は 禮 (れい)儀 (ぎ)を重 (おも)んずる國 (こく)民 (みん)であるが、知 (し)らぬ人 (ひと)の前 (まへ)では 未 (ま)だ未だ禮 (れい)儀 (ぎ)に敏感 (びんかん)だとはいはれない。
　禮 (れい)儀 (ぎ)の要 (よう)訣 (けつ)は 相 (あい)手 (て)に愛敬 (あいけい)の意 (い)を表 (へう)することであるが、その基 (き)本 (ほん)となるものは『ありがたう』、『どうぞお先 (さき)に』、『濟 (す)みませぬ』で 盡 (つ)きる。しかして、この心持 (こころもち)を 口先 (くちさき)ばかりでなく、顔 (かお)と身體 (からだ)と心 (こころ)とを合 (あ)はせて 表 (あら)はすことを誠 (まこと)と名 (な)づけるものである、かゝる心掛 (こころが)けでさへ行 (ゆ)けば、何 (ど)處 (こ)の國 (くに)へ行 (い)つても 禮 (れい)儀 (ぎ)正 (ただ)しい人 (ひと)と敬 (うやま)はれることであらう。
　人 (ひと)から物 (もの)を貰 (もら)へば必 (かなら)ず『ありがたう』といふ言 (ことば)と共 (とも)に お辭 (じ)儀 (ぎ)をする。物 (もの)ばかりではない、一寸 (ちょつと)したことをして貰 (もら)つても感謝 (かんしや)することを忘 (わす)れてはならない。神 (じん)社 (じや)佛 (ぶつ)閣 (かく)の前 (まへ)を 素通 (すどほ)りすることは禮 (れい)儀 (ぎ)でない。必 (かなら)ず相 (そう)當 (とう)の禮 (れい)を 行 (おこな)ふべきである。神 (じん)社 (じや)ならば 拍 (はく)手 (しゆ)鞠 (きく)躬 (きう)、佛 (ぶつ)閣 (かく)ならば、合 (がつ)掌 (せう)すべきである。寺 (じ)院 (いん)などで、上 (うは)衣 (ぎ)を脱 (ぬ)ぎ 煙草 (たばこ)などくはへて、佛像 (ぶつぞう)を窺 (のぞ)くが如 (ごと)き誠 (まこと)に 見 (み)苦 (ぐる)しき限 (かぎ)りで、お里 (さと)が知 (し)れると 云 (い)へよう。西 (せい)洋人 (じん)はお葬 (そう)式 (しき)の行 (ぎやう)列 (れつ)にあへば、必 (かなら)ず脱 (だつ)帽 (ぼう)默 (もく)禱 (とう)を するのであるが、倣 (なら)つてほしい ものである、共 (けう)同 (どう)墓 (ぼ)地 (ち)などで、自 (じ)分 (ぶん)の親 (した)しきものゝ墓 (はか)へ詣 (まゐ)るのに 人 (ひと)の墓 (はか)を踏 (ふ)んで通 (とほ)るものがある。その氣 (き)が 知 (し)れないではないか。電車 (でんしや)やなんかで、押 (お)しあひへしあひ、先 (さき)を爭 (あらそ)ふざまは 獣 (けだもの)のやうで實 (じつ)に見 (み)苦 (ぐる)しい。如何 (いか)にそんな醜態 (しうたい)を演 (えん)じたとて 五分 (ふん)と時 (じ)間 (かん)が助 (たす)かるものではない。出 (で)口 (ぐち)に近 (ちか)い所 (ところ)にへばりついてゐたり、好 (い)い座 (ざ)席 (せき)を取 (と)らうと 血 (ち)眼 (まなこ)になるなど呆 (あき)れたあさましさである。座 (ざ)席 (せき)を明 (あ)けて置 (お)きながらその前 (まへ)に立 (た)ち塞 (ふさ)がつて 兩 (りやう)手 (て)で二つの吊 (つ)り革 (かわ)にぶらさがつてゐるなど[、]なんと下 (げ)品 (ひん)なことであらう。はたの人 (ひと)の迷惑 (めいわく)にならないやうにと 始 (し)終 (じう)氣 (き)を配 (くば)る人 (ひと)は必 (かなら)ず將 (しやう)來 (らい)人 (ひと)から敬 (うやま)はれる人 (ひと)になるであらう。
　往 (おう)來に痰 (たん)唾 (つば)を吐 (は)いたり、煙草 (たばこ)の吸 (す)ひがらを棄 (す)てたりする紳 (しん)士 (し)態 (てい)のものが 往 (おう)々見 (み)受 (う)けられる。道 (どう)路 (ろ)が自 (じ)分 (ぶん)の家 (うち)のお庭 (には)と 思 (おも)へるやうになることが、それほど難 (むつか)しいことであらうか。道 (みち)に往 (ゆ)き合 (あ)ふ人 (ひと)は凡 (すべ)て我 (わ)が親 (しん)戚 (せき)で 知 (しり)合 (あ)ひだと思 (おも)へないものだらうか。公園 (こうえん)や、山 (やま)の木 (き)や、花が自 (じ)分 (ぶん)の庭 (てい)園 (えん)の物 (もの)のやうに大 (だい)事 (じ)に 思 (おも)はれない程 (ほど)の心 (こころ)の持主 (もちぬし)では情 (なさけ)ない日 (につ)本 (ぽん)人 (じん)と云 (い)はねばならない。況 (ま)してや相 (そう)當 (とう)の教 (けう)育 (いく)を受 (う)け 相 (そう)當 (とう)の身 (み)装 (なり)をしたものにおいておやである。
　まかり違 (ちが)つて 人 (ひと)の足 (あし)を履 (ふ)む位 (くらい)のそゝつかしさは誰 (だれ)にもあるものである。さうがみがみ怒 (ど)鳴 (な)るにも 及 (およ)ばないではないか。『すみませぬ』、『いゝえ』程 (てい)度 (ど)で、解 (かい)決 (けつ)の付 (つ)きさうなものを 青筋 (あおすじ)立 (た)てゝ啀 (いが)み合 (あ)ふなど、よくよくのんきな人 (ひと)達 (たち)である。
　ほんの一寸 (ちょっと)の努 (ど)力 (りよく)だ。お互 (たがひ)に 禮 (れい)儀 (ぎ)を守 (まも)り、お互 (たがひ)に愉 (ゆ)快 (くわい)に世 (よ)を渡 (わた)らうではないか。


[bookmark: _Hlk500686244][bookmark: _Hlk500686359]『國民新報』1940年4月21日　
青年の心一つ[footnoteRef:12] [12:  新聞版のタイトルは「青年の心の一つ」と誤記され、単行本『同胞に寄す』で修正されている。この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


　ヨーロツパは とうとう大動亂 (だいどうらん)になりました。蘭 (らん)領 (れう)諸 (しよ)島 (とう)に對 (たい)する 英 (えい)佛 (ふつ)側 (がわ)の態度 (たいど)如何 (いかん)によつてはわが日本 (につぽん)も起 (た)たなければ ならないやうになるかも知 (し)れませぬ。それは一は輸 (ゆ)入 (にう)資 (し)源 (げん)の保護 (ほご)のためであり、一は太 (たい)平 (へい)洋の平 (へい)和 (わ)のためであります。でありますから、支 (し)那 (な)事 (じ)變 (へん)が 汪 (おう)政 (せい)權 (けん)の確 (くわく)立 (りつ)によつて、一段 (だん)落 (らく)に 達 (たつ)したと致 (いた)しましても、まだまだわが帝國 (ていこく)にはいろいろな大 (おほ)きな問 (もん)題 (だい)が殘 (のこ)されてゐる譯 (わけ)であります。しかして、かゝる 大 (おほ)きな問 (もん)題 (だい)を解 (かい)決 (けつ)するには 大 (おほ)きな國 (こく)力 (りよく)が必 (ひつ)要 (よう)となり、大 (おほ)きな國 (こく)力 (りよく)を 發 (はつ)輝 (き)するには、國 (こく)民 (みん)の利 (り)己 (こ)心 (しん)を離 (はな)れた一致 (ち)團 (だん)結 (けつ)が 源 (みなもと)となるのであります。この心 (こころ)の團 (だん)結 (けつ)を外 (ほか)にして、國 (こく)家 (か)當 (とう)面 (めん)の大 (だい)問 (もん)題 (だい)を 解 (かい)決 (けつ)する道 (みち)は ないのであります。この大問題 (だいもんだい)がうまく解決 (かいけつ)されゝば、わが日本 (につぽん)の國 (こく)運 (うん)は 益 (ます)々隆 (りう)盛 (せい)になるのでありますから、これは國難 (こくなん)といふものではなくして、實 (じつ)に千載 (ざい)一遇 (ぐう)の好 (こう)機 (き)であるのであります。
　この時 (とき)に當 (あた)り、特 (とく)に朝 (てう)鮮 (せん)青 (せい)年 (ねん)にお願 (ねが)ひしたいことが あります。それは何 (なに)かと 申 (もう)しますと、〝皇 (こう)國臣 (こくしん)民 (みん)として一大奮發 (だいふんぱつ)をせよ″といふことであります。半島 (はんとう)の國 (こく)民 (みん)としての實 (じつ)力 (りよく)と聲 (せい)價 (か)とをいやが上 (うえ)にも高 (たか)めよといふことであります。
　半島 (はんとう)の人口 (じんこう)は 内地 (ないち)の人口 (じんこう)の三分 (ぶん)の一強 (けう)あります。だから國 (こく)力 (りよく)の、少 (すくな)くとも三分 (ぶん)の一強 (けう)を負 (ふ)擔 (たん)するやうに せよといふことであります。國 (こく)防 (ぼう)、産 (さん)業 (げう)その他 (た)の國 (こく)事 (じ)萬端 (たん)に於 (お)ける、人的 (じんてき)資源 (しげん)に於 (お)いても、納税 (のうぜい)、生産 (せいさん)、獻 (けん)金 (きん)その他 (ほか)物 (ぶつ)質 (しつ)的 (てき)資 (し)源 (げん)に於 (お)いても、少 (すくな)くも半 (はん)島 (とう)が、全 (ぜん)國 (こく)の三分 (ぶん)の一強 (けう)を負 (ふ)擔 (たん)する氣 (き)魄 (はく)で 行 (ゆ)かうといふことであります。
　一視 (し)同 (どう)仁 (じん)、内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)の ありがたき御 (おん)思 (おぼし)召 (めし)により、半 (はん)島 (とう)人 (じん)は 國 (こく)法 (ほう)上 (じやう)内 (ない)地 (ち)人 (じん)と平 (べう)等 (どう)の臣 (しん)民 (みん)になつたのでありますが、實 (じつ)質 (しつ)的 (てき)に平 (べう)等 (どう)になるとならぬとは、一に係 (かか)つて半 (はん)島 (とう)人 (じん)自 (じ)身 (しん)の 出 (で)方 (かた)如何 (いかん)にあるのであります。その出 (で)方 (かた)といふのは 他 (ほか)ではありませぬ。實 (じつ)行 (こう)によつて、臣 (しん)民 (みん)たる誠 (まこと)を示 (しめ)すことであります。或 (あるひ)は納税 (のうぜい)によつて、或 (あるひ)は兵役 (へいえき)に就 (つ)くことにより、或 (あるひ)は子 (し)女 (じよ)の教 (けう)育 (いく)により、或 (あるひ)は産 (さん)業 (げう)に勤 (いそ)しみ、國 (こく)策 (さく)に順 (じゆん)應 (おう)することにより、そして何 (なに)よりも先 (ま)づ 己 (おのれ)を頼 (たの)もしき人 (じん)物 (ぶつ)に作 (つく)り上 (あ)げることによつて、皇 (こう)国 (こく)臣 (しん)民 (みん)としての實 (じつ)を 表 (あら)はすことであります。
　ところが朝 (てう)鮮 (せん)にはまだ繼 (まゝ)子 (こ)根 (こん)性 (ぜう)を棄 (す)てないものや、日 (ひ)和 (より)見 (み)的 (てき)な態 (たい)度 (ど)を取 (と)つてゐるものや、傍 (そば)わきの人 (ひと)の動 (うご)きを窺 (うかが)つて、引 (ひ)きずられて行 (ゆ)くといつたやうな煮 (に)え切 (き)らない態 (たい)度 (ど)のものが、相當 (そうとう)あるやうに思 (おも)はれます。これは實 (じつ)に意気地 (いきち)なく、見 (み)苦 (ぐる)しく、けしからんことでありまして、かゝる不 (ふ)吉 (きつ)、不 (ふ)埒 (らち)な氣 (き)分 (ぶん)を一掃 (そう)する尊 (たつと)い役 (やく)目 (め)が實 (じつ)に青年 (せいねん)諸君 (しよくん)の心 (こころ)一つに係 (かゝ)つてゐるのであります。
　青 (せい)年 (ねん)諸 (しよ)君 (くん)。植 (しよく)民 (みん)地 (ち)の土 (ど)人 (じん)の下 (げ)劣 (れつ)根 (こん)性 (ぜう)をかなぐり棄 (す)てゝ、大 (たい)死 (し)一番 (ばん) 陛 (へいか)下の赤 (せき)子 (し)として生 (うま)れかはるよう大奮發 (だいふんぱつ)して下 (くだ)さい。


[bookmark: _Hlk500686409]『國民新報』1940年4月28日　
心を治めよ[footnoteRef:13] [13:  この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


　南 (みなみ)總 (そう)督 (とく)閣 (かつ)下 (か)は今 (こん)度 (ど)の 道 (どう)知 (ち)事 (じ)會 (くわい)議 (ぎ)に於 (お)いて一塲 (ぢやう)の訓 (くん)示 (じ)をなさいましたが、その要 (よう)旨 (し)は、興 (こう)亞 (あ)維 (い)新 (しん)のためには、兵 (へい)站 (たん)基 (き)地 (ち)としての半 (はん)島 (とう)の使 (し)命 (めい)を完 (くわん)成 (せい)[footnoteRef:14]せねばならない。それには半 (はん)島 (とう)に於 (お)ける物 (ぶつ)的 (てき)資 (し)源 (げん)もさることながら、人 (じん)的 (てき)資 (し)源 (げん)の育 (いく)成 (せい)が必 (ひつ)要 (よう)であり、しかもそれは國 (こく)民 (みん)總 (そう)動 (どう)員 (ゐん)の體 (たい)制 (せい)を強 (けう)化 (くわ)する線 (せん)に 沿 (そ)うてなされねばならぬと申 (まを)されました。それらの御 (お)話 (はなし)の中 (なか)に物 (もの)を制 (せい)するに、先 (ま)づ心 (こころ)を治 (おさ)めねばならぬと申 (まを)された句 (く)があります。 [14:  単行本『同胞に寄す』では「完成」が「完遂」に変わっている。] 

　生 (せい)産 (さん)増 (ぞう)強 (けう)と云 (い)ひ、節米 (せつまい)と云 (い)ひ、貯蓄 (ちよちく)と云 (い)ひ、自 (じ)肅 (しゆく)自 (じ)戒 (かい)と云 (い)ひ、いづれも國 (くに)を愛 (あい)する心 (こころ)から出 (しゆつ)發 (ぱつ)するものでありまして、この心 (こころ)が治 (おさ)められてゐないから、闇取引 (やみとりひき)とか、流言 (りうげん)蜚語 (ひご)とか、秘 (ひ)密 (みつ)漏 (ろう)洩 (えい)とかいふ、さまざまの忌 (いま)はしいことが 起 (おこ)るのであります。そればかりでなく、心 (こころ)の治 (おさ)められてゐない個 (こ)人 (じん)は、決 (けつ)して、家 (か)庭 (てい)人 (じん)としても社 (しや)會 (くわい)人 (じん)としても國 (こく)民 (みん)としても、頼 (たの)もしく、役 (やく)に立 (た)つ人 (にん)間 (げん)になることは出來 (でき)ないのでありますし、また當 (とう)人 (にん)の一生 (せう)もみじめなものに 相違 (そうい)ありませぬ。
　しからば心 (こころ)を治 (おさ)めるためにはどうすればいゝか。第 (だい)一に行 (ぎやう)住 (じう)坐 (ざ)臥 (ぐわ)に於 (お)いて、神明 (しんめい)吾 (われ)をみそなはすの信念 (しんねん)であります。これは單 (たん)なる信念 (しんねん)では なくして、儼 (げん)然 (ぜん)たる事 (じ)實 (じつ)でありまして、神明 (しんめい)の照鑒 (せうかん)を信 (しん)じ且 (か)つ感 (かん)じないものに 善人 (ぜんにん)はないのであります。かういふ信念 (しんねん)をもつてゐて、二六時 (じ)中 (ちう)清 (きよ)く明 (あかる)く心 (こころ)を磨 (みが)くものは、おのづから身體 (からだ)と言動 (げんどう)から光 (ひかり)と薫 (かをり)を發 (はつ)して萬人 (にん)の信頼 (らい)と愛 (あい)敬 (けい)を得 (え)、なすことすべてが榮 (さか)えるのであります。でない人 (ひと)は、よしんば一時 (じ)はうまく 行 (ゆ)くやうでも決 (けつ)して長 (なが)續 (つゞ)きは致 (いた)しませぬ。
　第 (だい)二には、天 (てん)皇 (のう)吾 (われ)に嘱 (しよく)望 (ぼう)されたまふ、といふ信念 (しんねん)であります。大 (おほ)きかれ小さかれわれわれは、天 (てん)皇 (のう)から何 (なに)事 (ごと)かを申 (まを)し付 (つ)かつてゐるので あります。われわれが自 (じ)分 (ぶん)のつとめをするとしないとは、直 (ただ)ちに國 (こく)運 (うん)の消 (せう)長 (ちやう)に響 (ひゞ)き、それが 今 (こん)度 (ど)は逆 (ぎやく)に、われわれ自 (じ)身 (しん)と子 (し)孫 (そん)の幸 (こう)不 (ふ)幸 (こう)となつて 廻 (まわ)つて來 (く)るものであります。一體 (たい)[footnoteRef:15]、正 (ただ)しく悟 (さと)ればわれわれの生命 (せいめい)の安全 (あんぜん)も財産 (ざいさん)も幸福 (こうふく)もすべて、大君 (おほきみ)から授 (さづ)かつたものであります。もしこれを認識 (にんしき)せずに、これがすべて 自 (じ)分 (ぶん)のものであると考 (かんが)へるものがあるとすれば、それは 大 (たい)變 (へん)に間 (ま)違 (ちが)つた了 (れう)見 (けん)で、愚癡 (ぐち)でなければ 罪悪 (ざいあく)であります[footnoteRef:16]。でありますから、從 (じう)順 (じゅん)で信 (しん)實 (じつ)な　陛 (へい)下 (か)の臣 (しん)子 (し)といふ信 (しん)念 (ねん)を一寸 (ちよつと)も離 (はな)さぬといふことがわれわれの本分 (ほんぶん)であります。かういふ信 (しん)念 (ねん)さへあれば、法 (ほう)律 (りつ)や、國 (こく)策 (さく)や、國土 (こくど)の一草 (そう)一木 (もく)も わが大君 (おほきみ)のものとして、また われわれの子 (し)女 (じよ)や、乃 (ない)至 (し)われわれ自 (じ)身 (しん)をも大君 (おほきみ)のものとして 大 (だい)事 (じ)にし、汚 (よご)さないやうにすることでありませう。 [15:  単行本『同胞に寄す』では「一體」が「そもそも」に変わっている。]  [16:  愚癡は仏教の用語で愚痴とも書く。事物の理に暗い心をさし、煩悩の源とされる。我癡あるいは無明ともいう。なお、この部分は単行本では「愚癡といふものであります」に変わっている。
] 

　青 (せい)年 (ねん)諸 (しよ)君 (くん)！諸 (しよ)君 (くん)は今 (いま)の世 (せ)代 (だい)の望 (のぞ)みであり、次 (つぎ)の世 (せ)代 (だい)の主 (しゆ)人 (じん)であります。以 (い)上 (じやう)申 (まを)した二つの信念 (しんねん)をしかと把 (は)握 (あく)して、死 (し)すとも これを放 (はな)さずに心 (こころ)を治 (おさ)めて下 (くだ)さい。そして興 (こう)亞 (あ)維 (い)新 (しん)の大 (たい)業 (げう)に輔 (ほ)翼 (よく)すると同 (どう)時 (じ)に諸 (しよ)君 (くん)自 (じ)身 (しん)を光 (くわう)榮 (えい)あらせて下 (くだ)さい。


[bookmark: _Hlk500686457]『國民新報』1940年5月5日　
國民の保健と精神[footnoteRef:17] [17:  この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


　今 (いま)は國 (こく)民 (みん)健 (けん)康 (こう)週 (しゆう)間 (かん)であります。健 (けん)康 (こう)は個 (こ)人 (じん)の力 (ちから)であり、同 (どう)時 (じ)に御 (み)国 (くに)の力 (ちから)であつて年 (ねん)が[ら] 年 (ねん)中 (ちう)健 (けん)康 (こう)に注 (ちう)意 (い)しなければならぬのでありますが、特 (とく)に五月 (がつ)二日から八日 (にち)までの一週 (しう)間 (かん)を定 (さだ)めて、健 (けん)康 (こう)の保 (ほ)持 (じ)増 (ぞう)進 (しん)に對 (たい)する認 (にん)識 (しき)を強 (つよ)くしよう といふのであります。だから國 (こく)民 (みん)はこの週 (しう)間 (かん)制 (せい)定 (てい)の趣 (しゆ)旨 (し)に叶 (かな)ふやうに、各 (かく)自 (じ)の健 (けん)康 (こう)、公 (こう)衆 (しゆう)の健 (けん)康 (こう)、特 (とく)に一生 (せう)涯 (がい)の健 (けん)康 (こう)の基 (き)礎 (そ)になる、子 (こ)供 (ども)の健 (けん)康 (こう)のため出 (で)來 (き)得 (う)るだけの注 (ちう)意 (い)を拂 (はら)うべきであります。
　第 (だい)一に健 (けん)康 (こう)のために必 (ひつ)要 (よう)なのは、健 (けん)康 (こう)は各 (かく)自 (じ)の努 (ど)力 (りよく)如 (いか)何 (ん)によつて保持 (ほじ)もされ、増進 (ぞうしん)もされるといふ信念 (しんねん)であります。それは各國 (かくこく)民 (みん)の平均 (へいきん)壽 (じゆ)命 (みやう)に顕著 (けんちょ)な差 (さ)のあること、即 (すなは)ち獨 (ど)逸 (いつ)は平均 (へいきん)六十、英國 (えいこく)は五十、わが日本 (につぽん)は四十といふ風 (ふう)に壽 (じゆ)命 (みやう)の長 (なが)さが違 (ちが)ふこと、また衛生 (えいせい)、運動 (うんどう)その他 (た)の保 (ほ)健 (けん)のための施 (し)設 (せつ)や努 (ど)力 (りよく)の向 (かう)上 (じやう)によつて、その平均 (へいきん)壽 (じゆ)命 (みやう)がのびること、例 (たと)へばデンマークでは所謂 (いはゆる)デンマーク體 (たい)操 (そう)の一般 (ぱん)的 (てき)普 (ふ)及 (きう)によつて 國 (こく)民 (みん)の平均 (へいきん)壽 (じゆ)命 (みやう)が八年も延 (の)びたといふことなどで、明 (めい)瞭 (れう)であります。今 (きょう)日の朝 (てう)鮮 (せん)地 (ち)方 (ほう)に於 (お)ける平均 (へいきん)壽 (じゆ)命 (みやう)は内 (ない)地 (ち)のそれよりも、ずつと落 (お)ちて三十年ださうでありますが、國 (こく)民 (みん)が覺 (かく)醒 (せい)して保 (ほ)健 (けん)のために努力 (どりよく)さへすれば、少 (すくな)くも獨 (ど)逸 (いつ)国 (こく)民 (みん)の平均 (へいきん)壽 (じゆ)命 (みやう)たる六十年までに壽 (じゆ)命 (みやう)を延 (の)ばすことが出來 (でき)るのが當 (とう)然 (ぜん)で、それは今 (こん)日 (にち)の朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の平均 (へいきん)壽 (じゆ)命 (みやう)の倍 (ばい)にあたる譯 (わけ)であります。
　しからば如何 (いか)にすればこの目的 (もくてき)は達成 (たつせい)せられるかといふに、それは一言 (げん)にしていへば、生 (せい)活 (くわつ)の合 (ごう)理 (り)化 (くわ)であります。合 (ごう)理 (り)化 (くわ)といふのは、眞 (しん)理 (り)に叶 (かな)ふやうにすることでありまして、もつと具 (ぐ)體 (たい)的 (てき)に云 (い)へば、衣 (い)食 (しよく)住 (じう)や病 (びやう)氣 (き)の治 (ち)療 (れう)を科 (くわ)學 (がく)的 (てき)に檢 (けん)討 (とう)し改 (かい)造 (ぞう)することであります。その中 (うち)でも、朝 (てう)鮮 (せん)の現 (げん)狀 (ぜう)から見 (み)まして、住 (じう)宅 (たく)や食 (しよく)物 (もつ)には改 (かい)良 (りやう)を要 (よう)するものが多 (おほ)くあるのでありますし、病 (びやう)氣 (き)になつた時 (とき)の手 (て)當 (あて)にもまだまだ迷信的 (めいしんてき)な、非 (ひ)科 (くわ)學 (がく)的 (てき)な方 (ほう)法 (ほう)が多 (た)々使 (し)用 (よう)されてゐるのは、誠 (まこと)に遺 (い)憾 (かん)であり恥 (はづ)かしいことであると云 (い)はねばなりませぬ。殊 (こと)に國 (こく)民 (みん)の保 (ほ)健 (けん)の基 (き)礎 (そ)となる 児 (じ)童 (どう)の保 (ほ)健 (けん)に於 (お)いて然 (しか)りであります。年々數 (すう)萬の幼 (よう)児 (じ)が親 (おや)の無 (む)知 (ち)の犠 (ぎ)牲 (せい)になつて死 (し)んで行 (ゆ)き、また死 (し)なぬまでも病 (びやう)弱 (じやく)な身體 (からだ)となつて 行 (ゆ)くのであります。
　第 (だい)二に国 (こく)民 (みん)の健 (けん)康 (こう)のために必 (ひつ)要 (よう)なのは國 (こく)民 (みん)の精 (せい)神 (しん)であります。精神 (せいしん)と健康 (けんこう)。まづ心 (こころ)の清 (きよ)らかでないものは得 (え)病 (びやう)氣 (き)にかゝり易 (やす)い、[精神が] 病 (びやう)氣 (き)の元 (もと)となることは誰 (だれ)もが經驗 (けいけん)することで ありませう。『清心寡慾は長生の術』といふ古 (こ)言 (げん)がありますが、今 (こん)日 (にち)の醫 (い)學 (がく)上 (じやう)から申 (まを)しましても保 (ほ)健 (けん)と療 (れう)養 (よう)の最 (もつと)も大 (たい)切 (せつ)な方 (ほう)法 (ほう)たる安 (あん)靜 (せい)は精神 (せいしん)の安靜 (あんせい)を主 (しゆ)とするのであります。清 (きよ)い信 (しん)仰 (かう)をもつてゐるものが弱 (よわ)い身體 (からだ)でありながら、能 (よ)く無 (む)病 (びやう)長 (ちやう)壽 (じゆ)を保 (たも)つのはこのためであります。
　次 (つぎ)に公 (こう)衆 (しう)保 (ほ)健 (けん)は 實 (じつ)に國 (こく)民 (みん)各 (かく)個 (こ)人 (じん)の道 (どう)徳 (とく)的 (てき)素 (そ)養 (よう)即 (すなは)ち精 (せい)神 (しん)の高 (たか)さによるのでありまして、道端 (みちばた)に痰 (たん)を吐 (は)くとか、傳 (でん)染 (せん)病 (びやう)を隱 (いん)蔽 (ぺい)するとか、公 (こう)衆 (しう)用 (よう)の器 (き)物 (ぶつ)を汚 (よご)すやうな國 (こく)民 (みん)では、公 (こう)衆 (しう)保 (ほ)健 (けん)の實 (じつ)は擧 (あ)げられるものではありませぬ。すべての人 (ひと)は皆 (みな)わが兄 (きやう)弟 (だい)なり子 (し)女 (じよ)なり、大 (だい)事 (じ)なるわが家 (か)族 (ぞく)なりといふ精神 (せいしん)があつてこそ、國 (こく)民 (みん)保 (ほ)健 (けん)は完 (くわん)全 (ぜん)に達 (たつ)成 (せい)されるのであります。
　願 (ねが)はくは今 (こん)年は昨 (さく)年 (ねん)よりも、來 (らい)年は今 (こん)年よりも朝 (てう)鮮 (せん)を健 (けん)康 (こう)なところに引 (ひき)上 (あ)げませう。


[bookmark: _Hlk500686498]『國民新報』1940年5月12日　
[主張]　子供と青年[footnoteRef:18] [18:  この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


　『子 (こ)供 (ども)を大 (だい)事 (じ)にしませう』といふの[で]前 (まへ)の週 (しう)間 (かん)を特 (とく)に子 (こ)供 (ども)の週 (しう)間 (かん)と名 (な)づけたのでした。その子 (こ)供 (ども)の週 (しう)間 (かん)は 已 (すでに)に過 (す)ぎたのでありますが、しかしわれわれは年中 (ちう)すべての週 (しう)間 (かん)を子 (こ)供 (ども)の週 (しう)間 (かん)と心 (こころ)得 (え)てゐなければなりませぬ。子供 (こども)は國 (こく)民 (みん)の花 (はな)であり、喜 (よろこ)びであり、希 (き)望 (ぼう)であり、後繼者 (こうけいしや)であるからであります。われわれ大人 (おとな)のすべての心 (こころ)遣 (つかひ)や働 (はたら)きは、或 (ある)意 (い)味 (み)から云 (い)へば、すべて子 (こ)供 (ども)のためになされるものと云 (い)ふべきであります。われわれが立 (りつ)派 (ぱ)な國 (こく)家 (か)や社 (しや)會 (くわい)を作 (つく)り上 (あ)げやうとして一生 (せう)懸 (けん)命 (めい)に努 (ど)力 (りよく)してゐるのも、結 (けつ)局 (きよく)われわれの子 (こ)供 (ども)達 (たち)に、もつともつと 幸 (こう)福 (ふく)な生 (せい)活 (くわつ)をさせやうといふことに他 (ほか)なりませぬ。
　かつてヨーロッパでは 子 (こ)供 (ども)の世 (せい)紀 (き)といふことばが流 (りう)行 (かう)したことがあります。それは 子 (こ)供 (ども)を大 (だい)事 (じ)にすることに眼 (め)醒 (ざ)めた世 (せい)紀 (き)といふことで あります。それから 以 (い)後 (ご)世 (せ)界 (かい)各 (かく)國 (こく)は子 (こ)供 (ども)を大 (だい)事 (じ)にする色々な運 (うん)動 (どう)が起 (おこ)つて 今 (こん)日に及 (およ)んでゐるのであります。子 (こ)供 (ども)の保 (ほ)健 (けん)、子 (こ)供 (ども)の教 (けう)育 (いく)、子 (こ)供 (ども)の讀 (よ)み物 (もの)、子 (こ)供 (ども)の音樂 (おんがく)、子 (こ)供 (ども)の公園 (こうえん)、子 (こ)供 (ども)の娯楽といふ風 (ふう)に、世 (せ)界 (かい)の 諸 (しよ)文 (ぶん)明 (めい)國 (こく)では、子 (こ)供 (ども)を丈 (ぢやう)夫にし、かしこくし、樂 (たの)しくするための 多 (おほ)くの新 (あたら)しい施 (し)設 (せつ)が出 (で)來 (き)たし、また、大人銘 (めい)々が子 (こ)供 (ども)を 大 (だい)事 (じ)にする思 (し)想 (そう)と習 (しう)慣 (くわん)とを 持 (も)つやうになつたのであります。家 (いへ)を建 (た)てるにも 子 (こ)供 (ども)の遊 (ゆう)戯 (ぎ)、勉 (べん)學 (がく)のための部屋 (へや)を取 (と)り、公園 (こうえん)にも子 (こ)供 (ども)のための 特殊 (とくしゆ)の公園 (こうえん)を造 (つく)るといふやうなわけで、子 (こ)供 (ども)といふのが今 (いま)の文 (ぶん)明 (めい)人 (じん)の常 (ぜう)識 (しき)となつたので あります。
　ところがわが朝 (てう)鮮 (せん)はどうでせう。五百萬の子 (こ)供 (ども)は虐 (しいた)げられてゐるのであります。家 (か)庭 (てい)に於 (お)いて、子 (こ)供 (ども)が甘 (あま)やかされてゐることにかけては、分 (ぶん)を過 (す)ぎるほどかも知 (し)れませぬが、大 (だい)事 (じ)にされることから云 (い)へば、てんで お話 (はなし)にならないのであります。第 (だい)一朝 (てう)鮮 (せん)の家 (か)庭 (てい)では、子 (こ)供 (ども)の部 (へ)屋 (や)といふものが ありませぬ。子 (こ)供 (ども)は流 (る)浪 (ろう)の民 (たみ)であります。此方 (こちら)へ行 (い)つては母 (はは)から閉 (し)め出 (だ)され、彼方 (あちら)へ行 (い)つては父 (ちち)から追 (おひ)出 (だ)されるといふ風 (ふう)に 落 (お)ち着 (つ)く場 (ば)所 (しよ)がないので あります。第 (だい)二には子 (こ)供 (ども)のためのお料 (れう)理 (り)といふものが ありませぬ。大人 (おとな)の食 (た)べるものを　ちよつぴり貰 (もら)つて 頂 (いただ)く程 (てい)度 (ど)でありまして、子 (こ)供 (ども)の食 (しよく)慾 (よく)や消 (せう)化 (くわ)力 (りよく)や榮 (えい)養 (やう)が顧 (かえり)みられて居 (を)りませぬ。しからば社 (しや)會 (くわい)的 (てき)施 (し)設 (せつ)はどうかと云 (い)ふに、公 (こう)園 (えん)や 劇 (げき)塲 (じやう)や料 (れう)理 (り)屋 (や)も殆 (ほと)んど大人 (おとな)自 (じ)身 (しん)のためのものでありまして、子 (こ)供 (ども)同志 (ママ)のんびり樂 (たのし)めるところが 少 (すくな)いのであります。それのみならず、都市 (とし)などでは電車 (でんしや)やバスなどの 乗物 (のりもの)でも、腕力 (わんりよく)のある大人 (おとな)に押 (お)し除 (の)けられ、追 (お)ひやられるといつた有様 (ありさま)で あるし、また、大人 (おとな)達 (たち)は子 (こ)供 (ども)に深 (しん)切 (せつ)にするとか、導 (みちび)くとかいふ かはりに、調戯 (からか)ふのでなければ、欺 (たま)したり脅 (おびや)かしたりするので、子 (こ)供 (ども)達 (たち)から見 (み)れば、世 (よ)の中 (なか)は實 (じつ)に 四面 (めん)楚 (そ)歌 (か)、到 (いた)るところ荊棘の道 (みち)なので あります。これでは、こんなに虐 (しいた)げられては子 (こ)供 (ども)が素 (す)直 (なお)に、上 (じやう)品 (ひん)に、丈 (じやう)夫 (ぶ)に育 (そだ)たうはずがありませぬ。
　青 (せい)年諸 (しよ)君 (くん)。諸 (しよ)君 (くん)もかく虐 (しいた)げられた 過 (くわ)去 (こ)をもつたのですね。諸 (しよ)君 (くん)こそ善 (よ)きお兄 (にい)さまや お姉 (ねえ)さまになつて、可 (か)愛 (あい)い弟 (おとうと)や妹 (いもうと)たちの頼 (たの)もしい味 (み)方 (かた)になつて上 (あ)げませう。


[bookmark: _Hlk500686536]『國民新報』1940年5月19日　
[主張]　旅の美しさ醜さ[footnoteRef:19] [19:  この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


　門 (もん)を出 (いづ)ればこれ旅 (たび)です。否 (いな)、人 (じん)生 (せい)一生 (せう)これ旅 (たび)です。吾等 (ら)は[footnoteRef:20]すべての道徳 (どうとく)は これ旅 (たび)の道徳 (どうとく)といふべきでせう。然 (しか)るに多 (おほ)くの人 (ひと)達 (たち)は旅 (たび)の恥 (はじ)は掻 (か)き棄 (す)てといふ氣 (き)持 (もち)で旅 (たび)をしてゐますね。なんとさもしい、あさましい心 (こころ)掛 (が)けでせう。 [20: 「吾等は」は単行本『同胞に寄す』では削除されている。] 

　今 (いま)や初 (しよ)夏 (か)新 (しん)緑 (りよく)で正 (まさ)に旅 (たび)のシーズンです。学 (がく)生 (せい)たちの遠 (えん)足 (そく)、修 (しう)學 (がく)旅 (りよ)行 (こう)、日 (にち)曜 (よう)祝 (しゆく)祭日 (び)のハイキングや家 (か)族 (ぞく)連 (つ)れのピクニック、または朝夕 (あさゆう)の散策 (さんさく)といつたやうに、實 (じつ)に旅 (たび)の行 (こう)樂 (らく)の永 (なが)いお節 (せつ)句 (く)のやうなものです。尤 (もつと)も農 (のう)夫 (ふ)を除 (のぞ)いての話 (はなし)ではあるが……。
　旅 (たび)は享 (けう)樂 (らく)であると 同 (どう)時 (じ)に保 (ほ)健のためにもなります。しかし諸君 (しよくん)、旅 (たび)は修 (しう)行 (ぎやう)であることも忘 (わす)れてはなりませぬ。自 (し)然 (ぜん)や人 (にん)情 (ぜう)の美 (うつく)しさを味 (あじ)はふのが享 (けう)樂 (らく)であるとすれば、自 (し)然 (ぜん)や人 (にん)間 (げん)の努 (ど)力 (りよく)のありがたさ、情 (なさ)けを感 (かん)ずる處 (ところ)に、修 (しう)行 (ぎやう)がある譯 (わけ)です。自 (し)然 (ぜん)や人 (じん)生 (せい)は美 (び)であると同 (どう)時 (じ)に 道 (どう)徳 (とく)です。宗 (しう)教 (けう)です。吾等 (ら)は風景 (ふうけい)麗 (うるわ)しき山 (やま)や 野 (の)原 (はら)に歩 (あゆ)み入 (い)る時 (とき)に 神 (かみ)の宮 (みや)に參 (まゐ)る 忝 (かたじけ)ないおそれおほい氣 (き)持 (もち)になることを忘 (わす)れますまい。
　かゝる美 (うつく)しさが樂 (たの)しめるのは 神 (かみ)の御 (み)惠 (めぐみ)みであることを忘 (わす)れますまい。同 (どう)時 (じ)に吾 (われ)等 (ら)に秩 (ちつ)序 (じよ)と平 (へい)和 (わ)を與 (あた)へたまふ大 (おほ)君 (きみ)の 御 (み)惠 (めぐみ)みを忘 (わす)れますまい。そしてよく神 (かみ)を敬 (うやま)ひ 大 (おほ)君 (きみ)に仕 (つか)へまつりつゝ、總 (すべ)ての人生 (じんせい)の道 (みち)を開 (かい)拓 (たく)した 祖 (そ)先 (せん)や同 (どう)胞 (ほう)衆 (しゆ)生 (ぜう)の恩 (おん)を忘 (わす)れますまい。これだけのことは 一生 (せう)涯 (がい)、行住 (じゆう)坐 (ざ)臥 (ぐわ)忘 (わす)れてはならぬことでは ありますが、しかし日 (にち)常 (ぜう)生 (せい)活 (くわつ)や勞役 (えき)の忙 (いそが)しさ[で] 往 (おう)々忘 (わす)れがちになるのは 悲 (かな)しいことであつても、又 (また)已 (や)むを得 (え)ないことであります。しかし 旅 (たび)の場 (ば)合 (あい)はそれと違 (ちが)つて、すべての日 (にち)常 (ぜう)の 煩 (わづら)はしさから離 (はな)れて、のんびり、ゆつたりした 氣 (き)持 (もち)でゐられるのですから、かゝる折 (おり)にこそ 吾等 (ら)は清 (きよ)い靜 (しず)かな心 (こころ)で、しんみりと、神 (かみ)や大 (おほ)君 (きみ)や祖 (そ)先 (せん)や 同 (どう)胞 (ほう)の御 (ご)恩 (おん)を感 (かん)じ味 (あじ)はひ、感 (かん)謝 (しや)する純 (じゆん)粹 (すい)な生 (せい)活 (くわつ)が 出 (で)來 (き)るのです。そして子 (こ)供 (ども)達 (たち)にも、身 (み)をもつて 範 (はん)を示 (しめ)して、これらの御 (ご)恩 (おん)に對 (たい)する深 (ふか)い 感 (かん)謝 (しや)を植 (う)ゑ付 (つ)けることが出來 (でき)るのです。
　野 (の)山 (やま)の一草 (そう)一木 (ぼく)も愛 (あい)しませう。大 (だい)事 (じ)にしませう。山 (やま)火 (くわ)事 (じ)の起 (おこ)らぬやう火 (ひ)を慎 (つつし)みませう。食 (しよく)事 (じ)の跡 (あと)など綺 (き)麗 (れい)に掃 (そう)除 (じ)して、後 (あと)から來 (く)る人 (ひと)達 (たち)の喜 (よろこ)びを損 (そこ)ねないやうに心 (こころ)掛 (が)けませう。醜 (みにく)い身 (み)装 (なり)や言 (げん)動 (どう)で折 (せつ)角 (かく)旅 (たび)に出 (で)た人 (ひと)達 (たち)の興 (きょう)を破 (やぶ)るやうな ことは致 (いた)しますまい。積極的 (せつきょくてき)に、お互 (たがひ)に喜 (よろこ)びを添 (そ)へ合 (あ)ふやうに心 (こころ)を遣 (つか)ひませう。道 (みち)で行 (い)き合 (あ)ふ人 (ひと)に、親 (しん)愛 (あい)の一言 (こと)や一瞥 (べつ)を交 (かは)しませう。赤 (あか)の他 (た)人 (にん)、路 (ろ)傍 (ぼう)の人 (ひと)にも敬愛 (けいあい)の表情 (へうぜう)を示 (しめ)すことは なんと奥床 (おくゆか)しいことでせう。
　乗 (のり)物 (もの)や宿 (やど)屋 (や)では 特 (とく)に秩 (ちつ)序 (じよ)と静 (せい)肅 (しゅく)と深切 (しんせつ)そのものにならうではありませぬか。乗 (のり)物 (もの)に於 (お)いては、他 (た)の乗客 (じようきやく)をば我 (わ)が家 (や)に請 (せう)じた大 (たい)切 (せつ)なお客 (きやく)さまと思 (おも)ひませう。そして乗 (じよう)務 (む)員 (ゐん)の勞 (ろう)苦 (く)を思 (おも)ひ、感 (かん)謝 (しや)と深 (しん)切 (せつ)の情 (ぜう)をもつてこれに 接 (せつ)しませう。宿 (やど)屋 (や)に於 (お)いても 同 (どう)様 (よう)に[、]相 (あい)客 (きやく)に對 (たい)しては勿論 (もちろん)のこと、そこの使 (し)用 (よう)人 (にん)たちにも 感 (かん)謝 (しや)の眞心 (まごころ)をもつて接 (せつ)し、これをいたはりませう。
　かういふ心掛 (こころが)けで、一つの旅 (たび)を終 (お)へたら[、]吾 (われ)等 (ら)の喜 (よろこ)びは誠 (まこと)に大 (おほ)きく、吾 (われ)等 (ら)の人格 (じんかく)は一段 (だん)と高 (たか)まつたことでせう。


[bookmark: _Hlk500686585]『國民新報』1940年5月26日　
[主張]『尚氣節、廉恥重』[footnoteRef:21] [21:  この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


　五月二十二日は、畏 (かしこ)くも青 (せい)少 (せう)年學 (がく)徒 (と)に 御 (おん)勅 (ちよく)語 (ご)を賜 (たま)はつた記 (き)念 (ねん)日で、京 (けい)城 (ぜう)始 (はじ)め 全 (ぜん)鮮 (せん)各 (かく)地 (ち)に於 (お)いて 五十万青 (せい)少 (せう)年學 (がく)徒 (と)は、奉 (ほう)讀 (どく)、分 (ぶん)列 (れつ)式 (しき)、行 (ぎやう)列 (れつ)行 (こう)進 (しん)等 (とう)によつて、この有難 (ありがた)きみことのりに 副 (そ)ひたてまつらんとの 誓 (ちかひ)を新 (あらた)にし、同 (どう)時 (じ)に、その決 (けつ)意 (い)と凛 (り)々しき氣 (き)魄 (はく)を示 (しめ)した。
『國本 (こくほん)ニ培 (つちか)ヒ國力 (こくりよく)ヲ養 (やしな)ヒ以 (もつ)テ 國 (こく)家 (か)隆 (りう)昌 (しやう)ノ氣 (き)運 (うん)ヲ永世 (えいせい)ニ維持 (いじ)セムトスル 任 (にん)タル極 (きは)メテ重 (おも)ク 道 (みち)タル甚 (はなは)ダ遠 (とほ)シ 而 (しか)シテ 其 (そ)ノ任 (にん)實 (じつ)ニ 繋リテ汝 (なんじ)等 (ら)青 (せい)少 (せう)年學 (がく)徒 (と)ノ雙肩 (さうけん)ニ在 (あ)リ 汝 (なんじ)等 (ら)其 (そ)レ氣 (き)節 (せつ)ヲ尚 (たふと)ビ廉 (れん)恥 (ち)ヲ重 (おも)ンジ 古 (こ)今 (こん)ノ史 (し)實 (じつ)ニ稽ヘ中 (ちう)外 (ぐわい)ノ事 (じ)勢 (せい)ニ鑑 (かんが)ミ其 (そ)ノ思 (し)索 (さく)ヲ精 (せい)ニシ 其 (そ)ノ識 (しき)見 (けん)ヲ長 (ちやう)ジ執 (と)ル所 (ところ)中 (ちう)ヲ失 (うしな)ハズ 嚮フ所 (ところ)正 (せい)ヲ謬 (あやま)ラズ 各 (おのおの)其 (そ)ノ本 (ほん)分 (ぶん)ヲ恪 (かく)守 (しゆ)シ文 (ぶん)ヲ修 (おさ)メ武 (ぶ)ヲ練 (ね)リ 質 (しつ)實 (じつ)剛 (ごう)健 (けん)ノ氣 (き)風 (ふう)ヲ振 (しん)勵 (れい)シ以 (もつ)テ負 (ふか)荷ノ大 (たい)任 (にん)ヲ全 (まつた)クセムコトヲ 期 (き)セヨ』
と宣 (のたま)うた。
　青 (せい)少 (せう)年學 (がく)徒 (と)たるもの當 (まさ)にこのありがたき みことのりを朝 (あした)に誦 (せう)し夕 (ゆうべ)に誦 (せう)したてまつつて その大 (おほ)御 (み)心 (こころ)を體得 (たいとく)したてまつるべきである。
　まづ暗誦 (あんせう)することが 大切 (たいせつ)であつて、繰 (くり)返 (か)へし繰返へし 暗誦 (あんせう)してゐる中 (うち)に現 (あらは)れた 尊 (たつと)き御精 (せい)神 (しん)を感 (かん)得 (とく)したてまつるのである。
　かれこれと 御言葉 (おことば)を解釈 (かいしやく)したてまつるのも畏 (かしこ)きことではあるが、特 (とく)に
『氣 (き)節 (せつ)ヲ尚 (たふと)ビ廉 (れん)恥 (ち)ヲ重 (おも)ンジ』
と宣 (のたま)うたことに就 (つ)き、半島 (はんとう)の青 (せい)少 (せう)年學 (がく)徒 (と)諸 (しよ)君 (くん)の注 (ちう)意 (い)を喚 (くわん)起 (き)したい。この二つの句 (く)は青 (せい)少 (せう)年學 (がく)徒 (と)の修養 (しうやう)の重心 (じうしん)であり、また國 (こく)民 (みん)としての一生 (せう)の樞軸 (すうじく)であるやうに拜察 (はいさつ)する。
氣 (き)節 (せつ)を尚 (たふと)ぶとは何事 (なにごと)であるか。それは公 (こう)生 (せい)活 (くわつ)に於 (お)いては、忠 (ちう)君 (くん)愛 (あい)國 (こく)のために身 (しん)命 (めい)も財産 (ざいさん)をも捧 (ささ)げることであつて、即 (すなは)ち忠 (ちう)義 (ぎ)に殉 (じゆん)ずることである。しかして私 (し)生 (せい)活 (くわつ)に於 (お)いては、消 (せう)極 (きよく)的 (てき)には不 (ふ)正 (せい)不 (ふ)義 (ぎ)に誘 (さそ)はれず屈 (くつ)せず、積 (せつ)極 (きよく)的 (てき)には、正 (せい)義 (ぎ)と信 (しん)ずるところは利 (り)害 (がい)苦 (く)樂 (らく)生 (せい)死 (し)を顧 (かえり)みずして勇往 (ゆうおう)邁進 (まいしん)することであると拜察 (はいさつ)する。さればこの氣 (き)節 (せつ)こそは人格 (じんかく)の樞軸 (すうじく)であり 基調 (きてう)であらねばならない。
次 (つぎ)に廉 (れん)恥 (ち)を重 (おも)んずとは 何 (ど)ういふことであるか。これは利 (り)慾 (よく)、名 (めい)譽 (よ)、地 (ち)位 (い)、苦 (く)樂 (らく)などに關 (くわん)する欲 (よく)望 (ぼう)を義 (ぎ)と法 (ほう)に違 (たが)はぬやうに節制 (せつせい)する ことであると拜察 (はいさつ)する。餓死 (がし)をすることがあつても不義 (ふぎ)の物 (もの)を食 (は)まぬ、といつた精神 (せいしん)であると拜察 (はいさつ)する。世 (よ)の中 (なか)が唯 (ゆゐ)物 (ぶつ)的 (てき)になつて、文字 (もじ)通 (とほ)り黄 (おう)金 (ごん)萬能 (のう)主 (しゆ)義 (ぎ)に陥 (おちい)つた今日 (こんにち)、青 (せい)少 (せう)年學 (がく)徒 (と)の清純 (せいじゆん)な心 (こころ)が、かゝる功 (こう)利 (り)の惡 (あく)習 (しう)に感 (かん)染 (せん)することを 戒 (いまし)められ給 (たま)ふたことで誠 (まこと)におそれおほい極 (きは)みである。
願 (ねが)はくは青 (せい)少 (せう)年學 (がく)徒 (と)よ。氣 (き)節 (せつ)を尚 (たふと)び廉 (れん)恥 (ち)を重 (おも)んずる人 (じん)格 (かく)を鍛 (きた)へて 國 (こく)家 (か)隆 (りう)昌 (しやう)の氣 (き)運 (うん)を永 (えい)世 (せい)に維 (い)持 (じ)する大 (たい)任 (にん)を全 (まつた)くするものとなり、ありがたき大 (おお)御 (み)心 (こころ)に報 (むく)いたてまつらうではないか。


[bookmark: _Hlk500686657]『國民新報』1940年6月2日　
[主張]　間違つた考[footnoteRef:22] [22:  この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


　内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)というふことに 對 (たい)して、朝 (てい)鮮 (せん)人 (じん)の識 (しき)者 (しや)の一部 (ぶ)には、今 (いま)尚 (なほ)間 (ま)違 (ちが)つた考 (かんがえ)方 (かた)を してゐるものがある。第 (だい)一は 報 (ほう)酬 (しう)を考 (かんが)へることだ。われわれが内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)となることによつて 何 (なに)を得 (う)るかといふのである。言 (い)ひかへれば内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)を唱 (とな)へる前 (まへ)に[footnoteRef:23]今 (こん)日 (にち)と何 (なに)も變 (か)はつたことがない ではないかといふのである。この推 (すい)論 (ろん)は 一見 (けん)一理 (り)あるやうであるが、その根 (こん)底 (てい)には 致 (ち)命 (めい)的 (てき)な認 (にん)識 (しき)錯 (さく)誤 (ご)が潜 (ひそ)んでゐるのだ。 [23:  単行本『同胞に寄す』では「内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)を唱 (とな)へる前 (まへ)と今 (こん)日 (にち)と」に変わっているが、これだと意味が通らない。おそらく校正者が変更したのだろう。] 

　今 (こん)日 (にち)は朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の方 (ほう)で、完 (くわん)全 (ぜん)に 日 (につ)本 (ぽん)臣 (しん)民 (みん)に生 (うま)れかはらう、押 (お)しも押 (お)されもせぬ 一人 (にん)前 (まえ)の日 (につ)本 (ぽん)人 (じん)にならうとの、新 (あたら)しい決 (けつ)心 (しん)をなし、その 線 (せん)に沿 (そ)うて懸 (けん)命 (めい)の努 (ど)力 (りよく)を始 (はじ)めるといふ 時期 (じき)であつて、まださうなつたのではない。われわれ 朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)が各 (かく)自 (じ)心 (こころ)の奥 (おく)底 (そこ)から、われは日 (につ)本 (ぽん)人 (じん)なり と感 (かん)じ、また、われは一人前 (にんまへ)の日 (につ)本 (ぽん)人 (じん)としての 奉公 (ほうこう)をなし得 (え)たりと確 (かく)信 (しん)するやうに なつた時 (とき)に、始 (はじ)めて内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)は實 (じつ)現 (げん)するのである。もし 國 (こく)家 (か)から朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)に對 (たい)して或 (ある)種 (しゆ)の報 (ほう)酬 (しう)が 與 (あた)へられることがありとすれば[、]それは即 (すなは)ち その日 (ひ)に於 (お)いてゞあるべきだ。然 (しか)るに 内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)運動の出 (しゅつ)發 (ぱつ)に於 (お)いて、既 (すで)に或 (ある)種 (しゆ)の 報 (ほう)酬 (しう)を念頭 (ねんとう)に置 (お)き[、]それが即 (そく)時 (じ)に與 (あた)へられないからといつて 不 (ふ)平 (へい)がましきことを考 (かんが)へるやうでは[、]それは洵 (まこと)に あさましき限 (かぎ)りで[、]その人 (ひと)の日 (につ)本 (ぽん)人 (じん)として[の]誠 (せい)意 (い)が疑 (うたが)はれると いはねばならぬ。
　われわれは既 (すで)に國 (こく)家 (か)から、分 (ぶん)以 (い)上 (じやう)の御 (ご)恩 (おん)と優 (ゆう)遇 (ぐう)に浴 (よく)せしめられてゐることを、ありがたくこそ思 (おも)ふべきで、恰 (あたか)も 一曲 (きょく)吹 (すゐ)奏 (そう)しては手 (て)を差 (さし)出 (だ)す如 (ごと)き乞 (こ)食 (じき)根 (こん)性 (ぜう)を持 (も)つてはならない。
　人 (じん)事 (じ)を修 (おさ)めて天 (てん)命 (めい)を待 (ま)つといふ。われわれ朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)が、現 (げん)段 (だん)階 (かい)に於 (お)いて、懸 (けん)命 (めい)に努 (ど)力 (りよく)すべきことは、自 (じ)身 (しん)の知 (ち)的 (てき)、道 (どう)徳 (とく)的 (てき)、技 (ぎ)術 (じつ)的 (てき)向 (かう)上 (じやう)とそして國 (こく)民 (みん)化 (くわ)とである。正 (ただ)しく強 (つよ)く能 (のう)力 (りよく)ある我 (われ)を完 (くわん)成 (せい)して 陛 (へい)下 (か)に捧 (ささ)げやう といふ一念 (ねん)以 (い)外 (ぐわい)何 (なに)もあつてはならない。われわれは、この有 (あ)りの儘 (まま)の身 (み)と心 (こころ)とでは まだ御 (お)国 (くに)の御 (お)役 (やく)に立 (た)つ一人前 (にんまへ)の臣民 (しんみん)ではない。誠 (せい)心 (しん)誠 (せい)意 (い)、相當 (とう)な月日を費 (つひや)して叩 (たた)き直 (なお)し 磨 (みが)き上 (あ)げてこそ始 (はじ)めて 陛 (へい)下 (か)の民 (たみ)たるに應 (ふさ)はしき者 (もの)になるのだ といふことを眞劍 (しんけん)に念願 (ねんぐわん)しなければならない[。]今 (いま)やつと入學 (にふがく)だ[、]卒業 (そつげう)まではまだまだだといふ 氣 (き)持 (もち)を夢 (ゆめ)緩 (ゆる)めてはならない。
　創 (そう)氏改名 (かいめい)にしてもさうである。折 (せつ)角 (かく)國 (こく)家 (か)の方 (ほう)では われわれ朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)のために 差 (さ)別 (べつ)を除 (のぞ)き平 (びやう)等 (どう)の榮 (えい)譽 (よ)を享 (けう)受 (じゆ)せしめやうとしての 制 (せい)度 (ど)であるから、進 (すす)んで喜 (よろこ)んで、この呼 (よび)掛 (か)けに應 (おう)ずべきであつて、かうしたら 個 (こ)人 (じん)的 (てき)にどんな利 (り)害 (がい)があるだらう、などと さもしい心 (こころ)を起 (おこ)してはならない。陛 (へい)下 (か)の赤 (せき)子 (し)になる誓 (ちかひ)として、または記 (き)念 (ねん)として、新 (あたら)しく國 (こく)民 (みん)生 (せい)活 (くわつ)に乗 (の)り出 (だ)す宣言 (せんげん)として、一日も早 (はや)くなすべきである。日和 (より)見 (み)的 (てき)な、ひきずられて行 (い)かうといふやうな態 (たい)度 (ど)は、誠 (まこと)に唾 (だ)棄 (き)すべき卑 (ひ)怯 (けう)な振 (ふる)舞 (まい)といはねばならない。
　報酬 (ほうしう)を考 (かんが)へることは忠誠 (ちうせい)でもなければ 道 (どう)義 (ぎ)でもない。誠心 (まごころ)もてわれわれのなすべきことを なせばいゝのである。而 (しか)してわれわれや子 (し)孫 (そん)の運 (うん)命 (めい)を 大 (おお)御 (み)心 (こころ)にお任 (まか)せ申 (もうし)上 (あ)げやうではないか。


[bookmark: _Hlk500686706]『國民新報』1940年6月16日　
[主張]　心と顔と福[footnoteRef:24] [24:  この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


　孟子は〝その眸子 (ひとみ)を觀 (み)、その言語 (ことば)を聴 (き)けば、人 (ひと)焉 (いづく)んぞ廋 (かく)さんや″といはれた。眼 (め)付と言 (こと)葉 (ば)にその心 (こころ)が現 (あらは)れるといふのである。これは眞 (しん)理 (り)で、人間 (にんげん)の顔 (かお)は、その人 (ひと)の過 (くわ)去 (こ)の歴 (れき)史 (し)と現 (げん)在 (ざい)の心 (こころ)持 (もち)の總 (そう)目 (もく)録 (ろく)だ。それは人間 (にんげん)ばかりではない。動物 (どうぶつ)だつてさうである。
　〝外 (がい)面 (めん)如 (によ)菩 (ぼ)薩 (さつ)、内 (ない)心 (しん)如 (によ)夜 (や)叉 (しや)″といふこともあるが、化 (ばけ)の皮 (かわ)、馬 (うま)の脚 (あし)はいつかは正 (しやう)體 (たい)を見 (あら)はすものである。
　人 (ひと)の顔 (かほ)形 (かたち)で、第 (だい)一に判 (はん)ぜられることは、その人 (ひと)の心 (こころ)が定 (きま)つてゐるか、ふはふはしてゐるかといふことである。定 (きま)るとは信 (しん)念 (ねん)を持 (も)つことだ。人生 (じんせい)に對 (たい)して、または或 (あ)る特 (とく)定 (てい)の場 (ば)合 (あい)に於 (お)いて確 (たし)かな信 (しん)念 (ねん)を持 (も)つてゐる人 (ひと)の容貌 (ようぼう)には山 (やま)のやうな落 (おち)着 (つ)きと、犯 (おか)すべからざる威 (い)嚴 (げん)が備 (そな)はるものである。が、併 (しか)し信 (しん)念 (ねん)を持 (も)たないものはきよときよと、ひよろひよろとして不 (ふ)安 (あん)疑 (ぎ)惑 (わく)の相 (そう)を示 (しめ)し、よしや、落 (おち)着 (つ)きと威 (い)嚴 (げん)を装 (よそほ)つても、それは態 (わざ)とらしいものとなつて、かへつてその弱 (じやく)點 (てん)を見 (あら)はす逆 (ぎやく)効 (かう)果 (くわ)を生 (せう)ずるものである。
　これは取 (と)りも直 (なお)さず、誠 (まこと)と偽 (いつは)りの 違 (ちが)ひだ。誠 (まこと)は信念 (しんねん)から生 (せう)ずるものであつて、信 (しん)念 (ねん)なきものに誠 (まこと)はあり得 (え)ない。ある國 (くに)、ある時 (じ)代 (だい)の 人 (ひと)々の顔 (かほ)を見 (み)れば、その國 (くに)の 盛衰 (せいすい)が占 (うら)なはれるさうであるが、これは さもあるべきことである。幽 (ゆう)鬱 (うつ)、無 (む)氣 (き)力 (りよく)、貧 (ひん)相 (そう)、軽薄 (けいはく)、狡猾 (こうかつ)といつたやうな 面構 (つらかま)へをしたものが多 (おほ)く 見 (み)當 (あた)れば、その地 (ち)方 (ほう)、その國 (くに)の運 (うん)勢 (せい)は悲 (ひ)觀 (くわん)するのが 當 (とう)然 (ぜん)である。一家 (か)庭 (てい)や一個 (こ)人 (じん)の運 (うん)命 (めい)についても同 (おな)じことが 言 (い)へるのだ。これは決 (けつ)して迷 (めい)信 (しん)や御 (ご)幣 (へい)擔 (かつ)ぎではない。
　朝 (てう)鮮 (せん)の人 (ひと)々の顔 (かほ)は 過 (くわ)去 (こ)三十年間に於 (お)いて、幾 (いく)階 (かい)段 (だん)の變 (へん)化 (くわ)を送 (そう)迎 (げい)した。始 (はじ)めは 無 (む)氣 (き)力 (りよく)であつた。次 (つぎ)には悲 (ひ)憤 (ふん)、猜 (さい)疑 (ぎ)の相 (そう)を 呈 (てい)したことがある。また一時 (じ)は自暴 (やけ)に似 (に)た、不 (ふ)貞 (て)腐 (くさ)れた 形 (げう)相 (そう)を示 (しめ)したこともあつた。マルキシズム 全 (ぜん)盛 (せい)の時 (じ)代 (だい)には、凶 (けう)悪 (あく)殺 (さつ)伐 (ばつ)の氣 (き)を漲 (みなぎ)らした こともあつて、さういう表 (へう)情 (ぜう)を態 (わざ)々真 (ま)似 (ね)るものさへ あつた。
　ところが現 (げん)在 (ざい)では、随 (ずい)分 (ぶん)朗 (ほがら)かな、元 (げん)気 (き)な顔 (かほ)が殖 (ふ)えて來 (き)て 人 (ひと)々は正 (せい)常 (ぜう)的 (てき)な感 (かん)情 (ぜう)を持 (も)つやうになつたようである。即 (すなは)ち人 (じん)生 (せい)に於 (お)いて 希 (き)望 (ぼう)もあり樂 (たのし)みもあるといつた 人 (ひと)々の風貌 (ふうぼう)を備 (そな)へて來 (き)たように思 (おも)はれる。これは實 (じつ)に事 (じ)變 (へん)後 (ご)に始 (はじ)まつた現 (げん)象 (しやう)で、餘 (よ)程 (ほど)重 (じう)大 (だい)な意 (い)味 (み)を持 (も)つものと 云 (い)はねばならない。
　併 (しか)し〝誠 (まこと)ある顔 (かほ)″といふ點 (てん)に於 (おい)てはまだまだである。どうも眼 (め)が動 (うご)き過 (す)ぎる。追 (つい)從 (しよう)笑 (わら)ひや 諂 (へつら)ひ口 (くち)が多 (おほ)過 (す)ぎる。凛 (りん)としたところが 足 (た)りない。威 (い)嚴 (げん)を備 (そな)へた丁 (てい)寧 (ねい)と深 (しん)切 (せつ)が足 (た)りない。馬 (ば)鹿 (か)面 (づら)はなくなつたが、小 (こ)才 (さい)面 (つら)が多 (おほ)くなつたのではないだらうか。喰 (く)ひ付 (つ)きさうな面 (めん)相 (そう)が 消 (き)えたかはりに、理 (り)屈 (くつ)や文 (もん)句 (く)を好 (この)みさうな口元 (くちもと)が 殖 (ふ)えたのではないだらうか。相對 (あいたい)すれば、そゞろ、敬愛 (けいあい)と信頼 (しんらい)の念 (ねん)を催 (もよほ)させるやうな、上 (じやう)品 (ひん)で、しつかり[し]て、しかも洗 (せん)練 (れん)された顔 (かお)付 (つき)、眼 (め)付 (つき)が 街 (がい)頭 (とう)に充滿 (じうまん)したら、どんなにか 嬉 (うれ)しいことであらう。
　顔 (かお)は心 (こころ)の現 (あらは)れである。ことに 若 (わか)き男 (だん)女 (じよ)の反 (はん)省 (せい)と修 (しう)養 (よう)を祈 (いの)らう。


[bookmark: _Hlk500687272][bookmark: _Hlk500687796]『國民新報』1940年6月23日[footnoteRef:25]　 [25:  6月23日と30日の合併号。] 

[主張]　至誠の祈誓[footnoteRef:26] [26: この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


　六月十九日、橿原 (かしはら)神宮 (じんぐう)を首 (はじ)め、全國 (ぜんこく)各神宮 (かくじんぐう) 神社 (じんじや)に於 (お)いて、一齊 (せい)に 國 (こく)運 (うん)隆 (りう)昌 (しやう)のため大 (だい)祈 (き)願 (ぐわん)祭 (さい)を執行 (しつこう)し、續 (つゞ)いて 各 (かく)團 (だん)體 (たい)の銃 (じう)後 (ご)報 (ほう)國 (こく)のための大 (だい)祈 (き)誓 (せい)式 (しき)が取 (と)り行 (おこな)はれた。朝鮮 (てうせん)神宮 (じんぐう)に於 (お)いても この日 (ひ)大 (おお)野 (の)政 (せい)務 (む)總 (そう)監 (かん)はじめ 官 (くわん)民 (みん)五千餘 (よ)名 (めい)集 (しう)合 (ごう)し、紀 (き)元 (げん)二千六百年の 御 (ご)詔 (せう)勅 (ちよく)を奉 (ほう)讀 (どく)、聖 (せい)意 (い)に應 (こた)へたてまつらんことを 誓 (ちか)つたのである。朝 (てう)鮮 (せん)の各 (かく)地 (ち)に於 (お)いても 同 (どう)様 (よう)の祈 (き)誓 (せい)があつた。
　一億 (おく)の民 (たみ)草 (くさ)の この大 (だい)祈 (き)誓 (せい)はこれから先 (さ)き、日 (ひ)を逐 (お)うて 實 (み)を結 (むす)ぶことであらう。その實 (み)とは何 (な)んであるか。それは 八紘一宇の大 (だい)理 (り)想 (そう)の實 (じつ)現 (げん)である。その第 (だい)一歩 (ぽ)として 内 (ない)鮮 (せん)ががつちりと一體 (たい)となることであり、日 (にち)滿 (まん)支 (し)が 不 (ふ)可 (か)分 (ぶん)不 (ふ)可 (か)離 (り)の關 (くわん)係 (けい)に於 (お)いて、共 (けう)存 (ぞん)共 (けう)榮 (えい)の域 (いき)に 進 (すす)むことであり、アジア諸 (しよ)民 (みん)族 (ぞく)が、歐 (おう)米 (べい)の植 (しよく)民 (みん)地 (ち)的 (てき)桎 (しつ)梏 (こく)より 脱 (のが)れて、わが日 (につ)本 (ぽん)を盟 (めい)主 (しゆ)として、自 (じ)由 (ゆう)と繁 (はん)榮 (えい)とを 享 (けう)樂 (らく)する ことであり、進 (すす)んでは、唯 (ゆゐ)利 (り)的 (てき)、半 (はん)獣 (じう)半 (はん)魔 (ま)的 (てき)の 人 (じん)生 (せい)觀 (くわん)、政 (せい)治 (ぢ)觀 (くわん)、社 (しや)會 (くわい)觀 (くわん)によつて、修 (しう)羅 (ら)道 (どう)より餓 (が)鬼 (き)道 (どう)、畜 (ちく)生 (せう)道 (どう)へと轉落 (てんらく)に轉落 (てんらく)を重 (かさ)ねつつある人 (じん)類 (るい)が、道 (どう)義 (ぎ)の世 (せ)界 (かい)へと すくひ擧 (あ)げられることである。これが、われわれ一億 (おく)の臣 (しん)民 (みん)が聖 (せい)意 (い)に應 (こた)へたてまつらんと 誓 (ちか)つたことである。何 (な)んたる偉 (い)大 (だい)にして荘 (そう)嚴 (ごん)な誓 (ちか)ひであることか。
　さて、誠 (まこと)ならざれば物 (もの)なし。至 (し)誠 (せい)にして能 (よ)く大 (たい)願 (ぐわん)を成 (ぜう)就 (じゆ)する。もしわれわれの誓 (ちか)ひが僞 (いつは)りにならないためには、われわれは至 (し)誠 (せい)の人 (ひと)とならねばならない。一億 (おく)の民 (たみ)擧 (こぞ)つて一點 (てん)の僞 (いつは)りなく、好 (い)い加 (か)減 (げん)なく、誠 (まこと)そのものにならなければならない。神 (かみ)の大前 (おおまへ)にて誠 (まこと)をもつて懺 (ざん)悔 (げ)し祈 (いの)らう。誠 (まこと)なきものに神 (かみ)は見 (み)えない。眼 (め)なきものに光 (ひかり)が見 (み)えないのと同 (どう)様 (よう)である。誠 (まこと)あるものゝ祈 (き)願 (ぐわん)は必 (かなら)ず神 (かみ)を動 (うご)かす。誠 (まこと)なき神 (かみ)詣をするやうな人 (にん)間 (げん)は、大 (おほ)君 (きみ)のお役 (やく)にも世 (せ)間 (けん)のお役 (やく)にも立 (た)たない[。]役 (やく)に立 (た)たないばかりでなく、國 (くに)の毒 (どく)になることだらう。
　富 (とみ)も國 (くに)の力 (ちから)である。才 (さい)智 (ち)もなくてはならない。學 (がく)問 (もん)、技 (ぎ)術 (じつ)も磨 (みが)かねばならない。しかしそれも誠 (まこと)あつてのことだ。非 (ひ)常 (ぜう)なれこそ、誠 (まこと)ある人 (にん)間 (げん)が非 (ひ)常 (ぜう)に必 (ひつ)要 (よう)である。君国 (くんこく)に報 (ほう)ずる基 (き)本 (ほん)的 (てき)のものは至 (し)誠 (せい)であり、億 (おく)兆 (てう)一心 (しん)、團 (だん)結 (けつ)を固 (かた)くするのも、至 (し)誠 (せい)である。忍 (にん)苦 (く)鍛 (たん)錬 (れん)[、]皇道 (こうどう)を宣揚 (せんよう)する動力 (どうりよく)はこれ至誠 (しせい)にあらずして何 (な)んぞ。誠 (まこと)なき人 (ひと)同志 (ママ)に團結 (だんけつ)なんてあるものでない[、]信 (しん)じてこそ愛 (あい)し、愛 (あい)してこそ團結 (だんけつ)だ。しかして信 (しん)は誠 (まこと)からのみ來 (く)る[、]誠 (まこと)もて相 (あい)信 (しん)じてこそ眞 (しん)の内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)も來 (く)るのだ。
　われわれは神 (かみ)の御 (み)前 (まへ)に 熱 (ねつ)涙 (るい)を流 (なが)して懺 (ざん)悔 (げ)せねばならない。それは 僞 (いつは)りに對 (たい)する懺悔 (ざんげ)である。この瞬 (しゆん)間 (かん)までの 不 (ふ)誠 (せい)實 (じつ)を痛 (つう)恨 (こん)せねばならない。胸 (むね)を抉 (えぐ)る覺 (かく)悟 (ご)で、われらの清明 (せいめい)なるべき心 (こころ)に根 (ね)を張 (は)つた僞 (いつは)りや、不 (ふ)誠 (せい)實 (じつ)の 惡 (あく)草 (さう)をば、根 (ね)こそぎ抉 (えぐ)り取 (と)らなければ ならない。そして二度 (ど)とわが心 (こころ)に不 (ふ)正 (せい)が巢 (す)くひ、わが唇 (くちびる)より 僞 (いつは)りの言 (こと)葉 (ば)が流 (なが)れないやうに誓 (ちか)はなければ ならない。そして、わが身 (み)も心 (こころ)も誠 (まこと) そのものになるやう修行 (しうぎやう)しなければならない。これこそは 銃 (じう)後 (ご)國 (こく)民 (みん)の奉 (ほう)公 (こう)の本 (ほん)筋 (すじ)ではなからうか。前 (ぜん)線 (せん)で生 (せい)命 (めい)を 抛 (なげう)つつもりで、わが心 (こころ)と舌 (した)の僞に止 (とゞ)めをささう。


[bookmark: _Hlk500687308]『國民新報』1940年7月7日　
[主張]　功利主義の没落[footnoteRef:27] [27:  この文章では全般的に「わかちがき」がなされている。] 


　功 (こう)利 (り)主 (しゆ)義 (ぎ)の倫 (りん)理 (り)説 (せつ)の發 (はつ)祥 (せう)地 (ち)は 英 (えい)國 (こく)で、ベンサム、ミル等 (など)がその唱 (せう)導 (どう)者 (しや)である。最 (さい)大 (だい)多 (た)數 (すう)の 最 (さい)大 (だい)幸 (こう)福 (ふく)が倫 (りん)理 (り)や 政 (せい)治 (じ)の目 (もく)標 (へう)であると主 (しゆ)張 (ちやう)するところまでは好 (よ)いとして、その幸福 (こうふく)と 云 (い)ふものが各 (かく)個 (こ)人 (じん)の生 (せい)理 (り)的 (てき)快 (くわい)樂 (らく)にありと規定 (きてい)した スペンサーに至 (いた)りては[その極に達したと云へよう。] [footnoteRef:28]唯 (ゆゐ)利 (り)主義 (しゆぎ)は實 (じつ)際 (さい)に於 (おい)て所謂 (いはゆる) デモクラシーを信 (しん)奉 (ぽう)する 世 (せ)界 (かい)各 (かく)國 (こく)民 (みん)の根 (こん)本 (ぽん)思 (し)想 (そう)ともなつてゐるので あつて、正邪 (せいじや)善悪 (ぜんあく)の標 (へう)準 (じゅん)を〝自 (じ)己 (こ)の利 (り)害 (がい)″に於 (お)いて 求 (もと)めるのである。〝利 (り)害 (がい)″といふ言 (こと)葉 (ば)が個 (こ)人 (じん)間 (かん)にも國 (こく)際 (さい)間 (かん)にも最 (さい)高 (こう)の道 (どう)徳 (とく)標 (へう)準 (じゅん)になつてしまつた。 [28:  この部分は新聞では脱落し『同胞に寄す』で挿入されている。] 

　こゝに於 (お)いて道 (どう)徳 (とく)義 (ぎ)理 (り)は恰 (あたか)も空 (くう)想 (そう)の如 (ごと)く 廢 (はい)物 (ぶつ)の如 (ごと)く嘲 (てう)笑 (せう)の的 (まと)とせられたのである。而 (しか)してこの個 (こ)人 (じん)の物 (ぶつ)的 (てき)利 (り)害 (がい)を 政 (せい)治 (じ)の極 (きよく)致 (ち)にまで引 (ひき)上 (あ)げたのが共 (けう)産 (さん)主 (しゆ)義 (ぎ)に外 (ほか)ならない。
　デモクラシーは 資 (し)本 (ほん)主 (しゆ)義 (ぎ)を産み、資 (し)本 (ほん)主 (しゆ)義 (ぎ)は共 (けう)産 (さん)主 (しゆ)義 (ぎ)を産んだ。共 (けう)産 (さん)主 (しゆ)義 (ぎ)を つきつめれば畜生 (ちくせう)餓鬼 (がき)主 (しゆ)義 (ぎ)に進 (すす)むことは 必然 (ひつぜん)で、かうなれば、人 (じん)類 (るい)は無 (む)始 (し)以 (い)來 (らい)の 最 (さい)高 (こう)善 (ぜん)への向 (かう)上 (じやう)といふ雄 (お)々しくも神 (かう)々しき傳 (でん)統 (とう)と理想 (りそう)とを破棄 (はき)し てしまふことゝなるのだ。
　そこで歐 (おう)洲 (しう)に於 (お)いて 眞 (まつ)先 (さき)に起 (おこ)つたのがイタリーのムツソリーニのフアシズムで、彼 (かれ)は國 (こく)家 (か)的 (てき)、階 (かい)級 (きう)的 (てき)、個 (こ)人 (じん)的 (てき)行 (こう)爲 (ゐ)の 標 (へう)準 (じゅん)をば、利 (り)より義 (ぎ)へ引 (ひ)き戻 (もど)したのであり、個 (こ)人 (じん)は 國 (こく)家 (か)の理 (り)想 (そう)、引いては世 (せ)界 (かい)の理 (り)想 (そう)の實 (じつ)現 (げん)のために生 (い)くべきものである。ついで立 (た)つたのは ドイツのヒトラーだ。この二人 (り)は國 (こく)民 (みん)を理 (り)想 (そう)と道 (どう)義 (ぎ)の道 (みち)へと率 (ひき)ゐて訓 (くん)練 (れん)したのであつた。そして起 (おこ)つたのが 今 (こん)度 (ど)の對 (たい)英 (えい)佛 (ふつ)戰 (せん)である。
　獨 (どく)伊 (い)が英 (えい)佛 (ふつ)に求 (もと)めるものが、同 (おな)じく 利 (り)ではないかといつてはならない。なる程 (ほど)、獨 (どく)伊 (い)が英 (えい)佛 (ふつ)の領 (れう)土 (ど)の分 (ぶん)配 (ぱい)をなすで あらうことは、容 (よう)易 (い)に想 (そう)像 (ぞう)せられることであるが、英 (えい)佛 (ふつ)が 過 (くわ)去 (こ)數 (すう)世 (せい)紀 (き)間 (かん)不 (ふ)義 (ぎ)の方 (ほう)法 (ほう)で、築 (きづ)き上 (あ)げた大 (だい)帝 (てい)國 (こく)を 崩 (ほう)壊 (かい)せしめること自 (じ)身 (しん)、その中 (うち)に、吾 (ご)人 (じん)は 一種 (しゆ)の天 (てん)意 (い)を認 (みと)めねばならない。もし獨 (どく)伊 (い)が、英 (えい)佛 (ふつ)に勝 (か)つて 後 (のち)に、從 (じう)來 (らい)の理 (り)想 (そう)主 (しゆ)義 (ぎ)、道 (どう)義 (ぎ)主 (しゆ)義 (ぎ)を棄 (す)てゝ英 (えいふつ)佛の貪 (どん)婪 (らん)なる唯 (ゆゐ)利 (り)主 (しゆ)義 (ぎ)に 走 (はし)るならば、彼 (かれ)等 (ら)は遠 (とお)からず、また英佛 (えいふつ)の覆轍 (ふくてつ)を 踏 (ふ)むことであらう。吾 (ご)人 (じん)は獨 (どく)伊 (い)があくまで、道 (どう)義 (ぎ)の念 (ねん)より離 (はな)れずして 有 (いう)終 (しう)の美 (び)を濟 (な)すことを祈 (いの)らざるを得 (え)ない。
　さてわが日 (につ)本 (ぽん)が、今 (いま)や神 (じん)武 (む)肇国の 御 (ご)精 (せい)神 (しん)を奉 (ほう)じて、アジアの再 (さい)建 (けん)のために 起 (た)ち上 (あ)がつた以 (い)上 (じやう)、アジア再建 (さいけん)を政策 (せいさく)の 根幹 (こんかん)とすべきは云 (い)ふまでもないが、對 (たい)世 (せ)界 (かい)政 (せい)策 (さく)に 於 (お)いては、我 (われ)と信 (しん)念 (ねん)を同 (おな)じうする 防 (ぼう)共 (けう)道 (どう)義 (ぎ)の盟 (めい)友 (ゆう)たる獨 (どく)伊 (い)の側 (がは)に立 (た)つべきは 自 (じ)明 (めい)の理 (り)である。殊 (こと)に帝 (てい)國 (こく)の今 (こん)度 (ど)の聖 (せい)戰 (せん)に於 (お)いて、かの英佛 (えいふつ)は 如何 (いか)なることをなしたるか。彼 (かれ)等 (ら)は、徹 (てつ)頭 (とう)徹 (てつ)尾 (び)蔣逆 (ぎやく)を助 (たす)け、われに 妨害 (ぼうがい)した。今 (いま)や香港 (ほんこん)に於 (お)いて、佛 (ふつ)印 (いん)國 (こく)境 (きやう)に於 (お)いて、つひに皇 (こう)軍 (ぐん)は、彼 (かれ)らを膺 (よう)懲 (てう)せんために 行動 (こうどう)を起 (おこ)したのであるが、實 (じつ)に切 (せつ)歯 (し)扼 (やく)腕 (わん)に堪 (た)へぬ ものがある。敗戦 (はいせん)の今日 (こんにち)に至 (いた)つて 英佛 (えいふつ)がわれに媚 (び)態 (たい)を呈 (てい)したところで それが何 (なん)の誠意 (せいい)ぞ。道 (どう)義 (ぎ)を辨 (わきま)へぬ唯 (ゆゐ)利 (り)の徒 (と)には、唯 (ただ)實力 (じつりよく)によりて 痛 (いた)さを知 (し)らしむべきである。況 (いは)んや、英 (えい)佛 (ふつ)の無 (む)道 (どう)なる 壓 (あつ)制 (せい)搾 (さく)取 (しゆ)の下 (もと)に 苦 (くる)しみつゝあるアジア諸民族 (しょみんぞく)は、今 (いま)やわが日本 (につぽん)に救 (すく)ひの手 (て)を求 (もと)めつゝあるに於 (お)いておやである。
　英 (えい)佛 (ふつ)の功 (こう)利 (り)主 (しゆ)義 (ぎ)は 没 (ぼつ)落 (らく)した。道 (どう)義 (ぎ)の人 (じん)類 (るい)に光 (ひかり)は東 (ひがし)よりさし上 (のぼ)ることであらう。


[bookmark: _Hlk500687998]『國民新報』1940年7月14日　
[主張]　一兵卒の心構[footnoteRef:29] [29:  「心構」の表記は本文の一部で「心構へ」とされ、単行本『同胞に寄す』ではこちらに統一されている。] 


　聖 (せい)戰 (せん)第 (だい)四周 (しう)年 (ねん)、日本 (につぽん)は愈 (いよいよ)アジアの盟主 (めいしゆ)の地位 (ちい)を確立 (かくりつ)した。なんといふ大きな戰果 (せんくわ)であらう。しかし、アジア再 (さい)建 (けん)設 (せつ)の完 (くわん)成 (せい)までには、まだまだ遼遠 (えん)だ。蔣逆 (ぎゃく)の反抗 (はんこう)や、援 (えん)蔣敵性 (てきせい)国家 (こくか)の撃攘 (げきぜう)、太平洋 (たいへいよう)西 (せい)南 (なん)部 (ぶ)の鎭 (ちん)定 (てい)のためには軍 (ぐん)事 (じ)行 (こう)動 (どう)も、まだまだいくつかの大 (だい)規 (き)模 (ぼ)なるものがなくてはならず、妖 (よう)氣 (き)[を]一掃 (そう)した跡 (あと)に八紘一宇 (う)の新建設 (しんけんせつ)に移 (うつ)つてからが愈 (いよいよ)一億 (おく)一心 (しん)の持 (じ)久 (きう)戰 (せん)となることであらう。しかしなんと云 (い)つても、聖 (せい)戰 (せん)三年間 (かん)の戰 (せん)果 (くわ)[footnoteRef:30]は空 (くう)前 (ぜん)なるものであることに變 (かは)りはないのだ。 [30:  新聞では「聖 (せい)戰 (せん)三周 (しう)年間 (かん)の戰 (せん)果 (くわ)」と誤記されている。] 

　さて、聖戰 (せいせん)の業蹟 (げうせき)を顧 (かえり)みるに當 (あた)り、もつとも吾 (われ)々銃 (じう)後 (ご)國 (こく)民 (みん)の胸 (むね)を搏つものは一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構である。そもそも戰爭 (せんそう)の勝敗 (せうはい)は、將 (しやう)兵 (へい)各 (かく)員 (いん)に於 (お)ける一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構にあるものだ。一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構は決して兵卒 (へいそつ)のみの心 (こころ)構を指 (さ)すものではない。上 (うえ)は總 (そう)司 (し)令 (れい)官 (くわん)より、兵卒 (へいそつ)に至 (いた)るまで、その地 (ち)位 (い)に幾 (いく)多 (た)の差 (さ)別 (べつ)はあつても、一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構に於 (お)いては一つなのである。軍人 (ぐんじん)精神 (せいしん)といふものは要 (よう)するに一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構に外 (ほか)ならないものと思 (おも)ふ。
　しからば、一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構とは何 (な)んであるか。それは命 (めい)ぜられたるポストに殉 (じゅん)ずる心 (こころ)構である。一旦 (たん)ある責務 (せきむ)を命 (めい)ぜられたからには、次 (つぎ)の命令 (めいれい)のあるまで、一歩 (ぽ)も引 (ひ)いてはならない。たじろいではならない。他 (た)念 (ねん)があつてはならない。それこそ一意 (い)專 (せん)心 (しん)、そのポストを守 (まも)り、そのために自己 (じこ)の最善 (さいぜん)を盡 (つく)して、そして死 (し)して後 (のち)に已 (や)むといふ精神 (せいしん)なのである。この精神 (せいしん)に、上 (じやう)下 (げ)大 (だい)小 (せう)の別 (べつ)があらう筈 (はず)がないではないか。この精 (せい)神 (しん)の強 (つよ)い軍 (ぐん)隊 (たい)は勝 (か)ち、弱 (よわ)い軍隊 (ぐんたい)は敗 (ま)けるに定まつてゐるのだ。
　ところが、この精神 (せいしん)は單 (たん)に軍隊 (ぐんたい)でばかり、基 (き)本 (ほん)になるものではない。現 (げん)代 (だい)國 (こく)家 (か)に於 (お)いては、戰 (せん)爭 (そう)と平 (へい)時 (じ)とを問 (と)はず、國 (こく)民 (みん)の一人 (り)一人 (り)に、この一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構が基 (き)本 (ほん)になるのだ。特 (とく)に國防體制 (こくぼうたいせい)の國 (こく)家 (か)、戰爭中 (せんそうちう)の國 (こく)家 (か)に於 (お)いて然 (しか)りである。
　われわれは今 (こん)次 (じ)の歐 (おう)洲 (しう)戰 (せん)爭 (そう)に於 (お)いて、盟邦 (めいほう)ドイツの國 (こく)民 (みん)が、その戰闘員 (せんとうゐん)たると銃後員 (じうごゐん)たるとを問 (と)はず、如何 (いか)にこの一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構に燃 (も)えてゐるかを目撃 (もくげき)することが出來 (でき)た。しかしてその一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構が、彼 (かれ)等 (ら)の祖 (そ)國 (こく)に如 (い)何 (か)に輝 (かがや)かしい勝 (せう)利 (り)を齎 (もたら)したかを實證 (じつせう)することが出來 (でき)た。ドイツ國 (こく)民 (みん)の中 (なか)に日本 (につぽん)精神 (せいしん)に似 (に)たものを發見 (はつけん)した譯 (わけ)である。
飜 (ひるがえ)つてわれわれ自身 (じしん)を省 (かへり)みるとき、果 (はた)して忸 (じく)怩 (じ)たるところがないだらうか。過 (くわ)去 (こ)三年間 (ねんかん)わが將兵 (しやうへい)は實 (じつ)によく戰 (たたか)つて呉 (く)れた。將兵 (しやうへい)に關 (くわん)する限 (かぎ)り、一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構に於 (お)いて申 (もうし)分 (ぶん)はないことを見 (み)たのであるが、われわれ銃 (じう)後 (ご)國 (こく)民 (みん)の奉 (ほう)公 (こう)振 (ぶり)には、まだまだ足 (た)りぬところがあるやうな氣 (き)がする。ことに半島人 (はんとうじん)に於 (お)いて、さうではあるまいか。一向 (かう)改 (あらた)まらぬ奢 (しや)侈 (し)に於 (お)いて、日常 (ぜう)生 (せい)活 (くわつ)や社 (しや)交生 (せい)活 (くわつ)のだらしなさに於 (お)いて、闇取引 (やみとりひき)の横行 (わうこう)に於 (お)いて、節 (せつ)米 (まい)貯 (ちよ)蓄 (ちく)の不 (ふ)徹 (てつ)底 (てい)に於 (お)いて、われわれは一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構 (がま)への足 (た)りなさを痛切 (つうせつ)に感 (かん)ずるのである。かくあることは傍 (ぼう)觀 (くわん)者 (しや)の心 (こころ)構 (がま)へ、無 (む)關 (くわん)心 (しん)者 (しや)の心 (こころ)構 (がま)へであつて、國 (こく)家 (か)非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)に於 (お)ける自 (じ)分 (ぶん)のポストを自 (じ)覺 (かく)した一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構 (がま)へとは云 (い)はれない。如何 (いか)なる時 (とき)でも、さうなくてはならぬのであるが、特 (とく)に戰時體制 (せんじたいせい)の場合 (ばあい)に於 (お)いてはそれが軍 (ぐん)事 (じ)的 (てき)であれ、行 (ぎやう)政 (せい)的 (てき)であれ、はたまた自 (じ)治 (ち)的 (てき)であれ、すべてわれわれ國 (こく)民 (みん)に呼掛 (よびか)けられる國 (こく)家 (か)諸 (しよ)機 (き)關 (くわん)の命令 (めいれい)乃至 (ないし)希望 (きぼう)は絶對 (ぜつたい)的 (てき)でなければならない。國 (こく)民 (みん)の各員 (かくゐん)は、一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構へでそれに應 (こた)へなければならない。一身 (しん)一家 (か)の利 (り)害 (がい)を念 (ねん)頭 (とう)に置 (お)くことを許 (ゆる)さない。直 (ただ)ちに命 (めい)ぜられたポストに就 (つ)いて、命 (めい)ぜられた責 (せき)務 (む)を果 (はた)さなければならない。しかしてそれは、死 (し)して後 (のち)已 (や)む底 (てい)のものなのである。
聖 (せい)戰 (せん)第 (だい)四周 (しう)年 (ねん)の初 (しよ)頭 (とう)に於 (お)いて、國 (こく)民 (みん)よ、一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構 (がま)へを引 (ひき)締 (し)めよう。


[bookmark: _Hlk500688088]『國民新報』1940年7月21日　
[主張]　政變と吾等

　米内 (よない)内 (ない)閣 (かく)が突 (とつ)如 (じよ)總 (そう)辭 (じ)職 (しよく)をした。これは新 (しん)政 (せい)治 (ぢ)體 (たい)制 (せい)に移 (うつ)らんがための一大 (だい)變 (へん)化 (くわ)の前 (ぜん)兆 (てう)と解 (かい)せられる。表 (へう)面 (めん)陸 (りく)軍 (ぐん)の内 (ない)閣 (かく)に對 (たい)する態 (たい)度 (ど)が動 (どう)機 (き)になつてゐるのだが、それは舊 (きう)日本 (ほん)より新 (しん)日本 (ほん)へ移 (うつ)り行 (ゆ)く歴 (れき)史 (し)の過 (くわ)程 (てい)の一契 (けい)機 (き)に過 (す)ぎないのであつて、投 (な)げられた一石 (せき)がどの方面 (ほうめん)からであつても、それは結 (けつ)局 (きょく)歴 (れき)史 (し)の命 (めい)令 (れい)であることに變 (かは)りはないと思 (おも)ふ。
支 (し)那 (な)事 (じ)變 (へん)發 (はつ)生 (せい)以 (い)來 (らい)、帝 (てい)國 (こく)の東 (とう)亞 (あ)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)建 (けん)設 (せつ)の内 (ない)容 (よう)や外延 (がいえん)が戰局 (せんきよく)の進 (すす)むにつれて、擴大 (くわくだい)するのは事 (じ)實 (じつ)であつて、最 (さい)初 (しよ)の目 (もく)標 (へう)は北 (きた)支 (し)那 (な)の平 (へい)定 (てい)、次 (つぎ)は揚 (よう)子 (す)江 (こう)以 (い)北 (ほく)、その次 (つぎ)は、支 (し)那 (な)全 (ぜん)土 (ど)、そして最 (さい)後 (ご)には佛 (ふつ)印 (いん)、泰 (たい)國 (こく)、蘭 (らん)印 (いん)印 (いん)度 (ど)などを含 (ふく)む膨 (ぼう)大 (だい)なる地 (ち)域 (いき)を含 (ふく)まざるを得 (え)ないやうに發 (はつ)展 (てん)して來 (き)たのである。行 (ゆ)く行くは或 (あるひ)は英領 (えいれう)印度 (いんど)までも加 (くは)へて、東亞 (とうあ)と限 (かぎ)らずアジア新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)の建 (けん)設 (せつ)といふ建 (たて)前 (まへ)に進展 (しんてん)することもあり得 (う)ると思 (おも)ふ。またそこまで行 (い)かなくては本當 (ほんとう)ではない。
　支 (し)那 (な)事 (じ)變 (へん)の進 (しん)展 (てん)につれて、英 (えい)、米 (べい)、佛 (ふつ)、蘇 (そ)（もう某 (ぼう)々國 (くに)などゝ隱 (いん)語 (ご)を使 (つか)ふにも當 (あた)るまい）がわが眞 (しん)の敵 (てき)性 (せい)国 (こく)家 (か)といふことが明 (あきら)かにされた。しかも歴代 (れきだい)内閣 (ないかく)は所 (いは)謂 (ゆる)支 (し)那 (な)事 (じ)變 (へん)の處 (しよ)理 (り)といふ命 (めい)題 (だい)に自 (じ)分 (ぶん)を限 (げん)局 (きよく)して、これらの敵 (てき)性 (せい)國 (こく)家 (か)群 (ぐん)に對 (たい)して極 (きは)めて穩 (おん)便 (びん)な當 (あた)り方 (かた)をして來 (き)たのである。ところが所 (いは)謂 (ゆる)佛印 (ふついん)ルート、香港 (ほんこん)、ビルマルートなどの眞 (しん)相 (そう)暴 (ばく)露 (ろ)によつて明 (あきら)かにされたやうに、彼 (かれ)等 (ら)敵 (てき)性 (せい)國 (こく)家 (か)群 (ぐん)は、日本 (につぽん)の遠慮 (えんりよ)勝 (がち)なのを好 (よ)いことにして、あたかも日本 (につぽん)を嘲笑 (あざわら)ふが如 (ごと)く援 (えん)蔣の悪習 (あくしう)を清算 (せいさん)しようとせず却 (かへ)つて益 (ます)々悪 (あく)辣 (らつ)陰 (いん)險 (けん)性 (せい)を加 (くわ)へる一方 (ぽう)であつた。かの英 (えい)國 (こく)などは佛 (ふつ)と共 (とも)にわが盟 (めい)邦 (ほう)獨 (ど)逸 (いつ)によつて目茶 (めつちや)目茶に打ちのめされたるに拘 (かかわ)らず今 (いま)尚 (なほ)、帝 (てい)國 (こく)に對 (たい)して不 (ふ)遜 (そん)の態 (たい)度 (ど)を改 (あらた)めない。これはそもそも向 (むか)ふ不 (み)見 (づ)の米國 (べいこく)の後押 (あとおし)によることで、米國 (べいこく)がそのひよろひよろ艦隊 (かんたい)を布哇 (はわい)近海 (きんかい)に集中 (しうちう)して南洋 (なんよう)方面 (ほうめん)を睨んでゐるのもそのためなのだ。米内 (よない)内閣 (ないかく)では英米 (えいべい)との國交 (こくこう)調整 (てうせい)を一の目的 (もくてき)とし、有 (あり)田 (た)外相 (がいせう)をしてその任 (にん)に當 (あた)らしめたのであるが、結 (けつ)局 (きよく)それによつて何 (なに)を得 (え)たか。
　それはビルマルートの封 (ふう)鎖 (さ)に對 (たい)する、雨季 (うき)三個 (か)月間 (かん)はどうせ事 (じ)實 (じつ)上 (じやう)の閉 (へい)鎖 (さ)に過 (す)ぎないのだから云 (うん)々の、人 (ひと)を馬鹿 (ばか)にしたほざき方 (かた)に過 (す)ぎないではないか。
　日本 (につぽん)はもつと自己 (じこ)の使命 (しめい)の偉大 (いだい)さと同時 (どうじ)に自己 (じこ)の實力 (じつりよく)とを自覺 (じかく)しなければならない。そしてこの使命 (しめい)達成 (たつせい)のためもつと政 (せい)治 (ぢ)を一元 (げん)化 (くわ)し強 (けう)力 (りよく)化 (くわ)しなければならない。英 (えい)米 (べい)追 (つい)隨 (ずい)が痼 (こ)疾 (しつ)になつている老人連 (ろうじんれん)ゼントルマン連 (れん)に一刻 (こく)も早 (はや)く退 (しりぞ)いて貰 (もら)つて、理 (り)想 (そう)に燃 (も)え闘 (とう)志 (し)溢 (あふ)るゝ若 (わか)手 (て)に舵 (かじ)を取 (と)らせなければならない。そしてもつときつぱりした、解 (わか)り易 (やす)い目 (もく)標 (へう)を宣 (せん)明 (めい)して、もつと精 (せい)神 (しん)的 (てき)、経 (けい)済 (ざい)的 (てき)統 (とう)制 (せい)を強 (けう)化 (くわ)し、勇往 (ゆうおう)邁進 (まいしん)、アジアに今 (いま)尚 (なほ)蠢 (しゅん)動 (どう)を續 (つゞ)け、最 (さい)後 (ご)の足 (あ)掻 (が)きをしている敵 (てき)性 (せい)國 (こく)家 (か)群 (ぐん)に猛 (もう)然 (ぜん)一撃 (げき)を喰 (く)はして、目 (め)に物 (もの)を見 (み)せてやらなくてはならない。さうするには今 (いま)こそ千載 (ざい)一遇 (ぐう)の好 (こう)機 (き)で、この機 (き)を逸 (いつ)したら悔 (くい)を千載 (ざい)の後 (のち)にのこすであらう。新 (しん)政 (せい)治 (ぢ)は宜 (よろ)しく獨 (どく)伊 (い)とがつちり手 (て)を結 (むす)んで堂 (どう)々敵 (てき)性 (せい)國 (こく)家 (か)群 (ぐん)に對 (たい)する態 (たい)度 (ど)を明 (めい)示 (じ)すべきである。
　それにしても根 (こん)本 (ぽん)は國 (こく)民 (みん)の態 (たい)度 (ど)だ。帝國 (ていこく)千年の大計 (たいけい)のために信愛 (しんあい)協力 (けうりよく)、一致 (ち)團 (だん)結 (けつ)、己 (おのれ)を棄 (す)てゝ各 (かく)自 (じ)銃 (じう)を執 (と)つて立 (た)つた前 (ぜん)線 (せん)の一員 (ゐん)となる覺 (かく)悟 (ご)を一 (いつ)層 (そう)徹 (てっ)底 (てい)することが必 (ひつ)要 (よう)である。如 (い)何 (か)なる艱 (かん)苦 (く)にも堪 (た)へ忍 (しの)ばう、如 (い)何 (か)なる犠 (ぎ)牲 (せい)をも捧 (ささ)げようという氣 (き)魄 (はく)が漂 (ただよ)つてはじめて、この大 (たい)業 (ぎょう)は成 (な)し遂 (と)げられるのだ。
　半島 (はんとう)の同胞 (どうほう)よ。卿 (けい)等 (ら)の責 (せき)任 (にん)は愈 (いよ)々重 (おも)きを加 (くわ)へるのだ。今 (いま)や御 (ご)相 (しやう)伴 (ばん)的 (てき)な、繼 (まま)子 (こ)的 (てき)な氣 (き)持 (もち)をあつさりと清算 (せいさん)して日の丸 (まる)の鉢巻 (はちまき)を締 (しめ)てかゝる時 (とき)である。この戰 (いくさ)勝 (か)たずば吾等 (ら)は亡 (ほろ)ぶ、この戰 (いくさ)勝 (か)たば、吾等 (ら)に永遠 (えいえん)の安樂 (あんらく)と光 (くわう)榮 (えい)があるのだ。内 (ない)地 (ち)同 (どう)胞 (ほう)がどう思 (おも)ふだらうなど氣 (き)にすることはない。此方 (こちら)は此方 (こちら)で、帝國 (ていこく)の運命 (うんめい)を一人 (り)で背負 (せお)つた氣 (き)で驀進 (ばくしん)しようではないか。
　壮 (そう)丁 (てい)も差 (さ)し上 (あ)げよう、物 (ぶつ)資 (し)も差 (さ)し上 (あ)げよう。ありとあらゆる物 (もの)を御 (お)国 (くに)のために差 (さ)し上 (あ)げる時 (とき)は來 (き)たのだ。
[bookmark: _Hlk500688119]　擴 (くわく)大 (だい)された新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)の内 (ない)容 (よう)と、高 (たか)まつた國 (こく)家 (か)目標 (もくへう)とは特 (とく)に半 (はん)島 (とう)同 (どう)胞 (ほう)たる覺 (かく)悟 (ご)と奮 (ふん)起 (き)とを促 (うなが)してゐる。わが帝 (てい)國 (こく)の千載 (ざい)一遇 (ぐう)の好 (こう)機 (き)は、半島 (はんとう)同胞 (どうほう)のためには二重 (じう)に千載 (ざい)一遇 (ぐう)の好 (こう)機 (き)なのだ。


[bookmark: _Hlk500688254]『國民新報』1940年8月4日　
[主張]　新しき自慢

　今 (いま)や國 (くに)を擧 (あ)げて奢 (しや)侈 (し)を禁 (きん)止 (し)することになつた。奢 (しや)侈 (し)品 (ひん)の製 (せい)造 (ぞう)まかりならぬ、奢 (しや)侈 (し)品 (ひん)の販賣 (はんばい)まかりならぬことになつてゐるのだが、各 (かく)個 (こ)人 (じん)が奢 (しや)侈 (し)品を使 (し)用 (よう)することに御 (ご)法 (はつ)度 (と)はない。奢侈品販 (はん)賣 (ばい)猶豫 (よ)期 (き)間 (かん)三ケ月間 (かん)に、しこたま奢 (しや)侈 (し)品 (ひん)を買溜 (かいため)て、見 (み)せびらかさうといふ不 (ふ)心 (こころ)得 (え)者 (もの)もないとは限 (かぎ)らぬ。
　奢 (しや)侈 (し)品 (ひん)の販 (はん)賣 (ばい)を禁 (きん)止 (し)するのはお上 (かみ)のなすことであるが、奢 (しや)侈 (し)品 (ひん)をつかはないのはわれわれ國 (こく)民 (みん)銘 (めい)々の心 (こころ)掛 (が)けであるべきである。これはお國 (くに)のためであり、身 (み)のためであり子 (し)孫 (そん)のためであるのだ。私 (し)財 (ざい)が豊 (ゆた)かであるからといつて使 (つか)ひたい放題 (ほうだい)につかつて好 (よ)いと思 (おも)ふものがあるとしたら、彼 (かれ)は國 (こく)民 (みん)のつとめを認 (にん)識 (しき)せざる不 (ふ)心 (こころ)得 (え)ものだ。
　質 (しつ)素 (そ)、節 (せつ)約 (やく)といふことはいづれの國 (くに)、いづれの時 (じ)代 (だい)に於 (お)いても美 (び)徳 (とく)であつて、これある國 (くに)は興 (おこ)り、これなき國 (くに)は亡 (ほろ)びた。奢 (しや)侈 (し)、濫 (らん)用 (よう)で亡 (ほろ)びない[國]があらうか。
　奢 (しゃ)侈 (し)自 (じ)慢 (まん)の時 (じ)代 (だい)は過 (す)ぎた。今 (いま)や質 (しつ)素 (そ)自 (じ)慢 (まん)の時 (じ)代 (だい)である。身 (み)に贅 (ぜい)沢 (たく)な衣 (い)装 (せう)を纏 (まと)つたものは、今 (いま)の時 (じ)勢 (せい)に於 (お)いては既 (すで)に笑 (わら)ひ物 (もの)、弾 (はじ)き者 (もの)にされてゐる。純 (じゆん)毛 (もう)や本 (ほん)絹 (けん)では、第 (だい)一人 (ひと)様 (さま)の眼 (め)が恥 (は)づかしくて町 (まち)に出 (で)られぬではないか。
　金 (きん)製品 (せいひん)を身 (み)につけて、大 (おお)手 (で)を振 (ふ)つて歩 (ある)くものは、もう見 (み)當 (あた)らなくなつたやうに、派手 (はで)なもの、新 (あたら)しいものを着 (ちやく)用 (よう)しては、良 (りやう)心 (しん)あるものは、人 (ひと)様 (さま)の前 (まへ)には出 (で)られない日 (ひ)が近 (ちか)づいたのだ。豚 (ぶた)や鯨 (くぢら)の皮 (かわ)の靴 (くつ)に、スフの服装 (ふくそう)、そして麦飯 (むぎめし)と、これこそは、非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)日 (につ)本 (ぽん)人 (じん)の誇 (ほこ)らしい姿 (すがた)なのだ。もしそれ、スフの服装 (ふくそう)がつぎはぎになつてゐるとしたら、もつと名 (めい)誉 (よ)に價 (あたひ)することだらう。
　しかるに今 (いま)尚 (なほ)、やれ純 (じゆん)毛 (もう)がどうの、純 (じゆん)絹 (けん)がどうの、そんなものを身 (み)に着 (つ)けて得 (とく)々たる男 (おとこ)や女 (おんな)があるとしたら、そんなものは、馬 (ば)鹿 (か)か恥 (はじ)知 (し)らずに相 (そう)違 (い)ない。かういふ不 (ふ)心 (こころ)得 (え)者 (もの)は知 (し)り合 (あひ)同 (どう)士 (し)で教 (おし)へ導 (みちび)くべきである。そして非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)日 (につ)本 (ぽん)から、かゝる不 (ふ)心 (こころ)得 (え)者 (もの)が影 (かげ)を絶 (た)つやうにつとめやうではないか。
　着 (き)物 (もの)は古 (ふる)いもので間 (ま)に合 (あ)はせよう。綺 (き)麗 (れい)に洗 (せん)濯 (たく)して、唯 (たゞ)汚 (よご)れないやうに気 (き)を付 (つ)けやう。やぶけた物 (もの)は縫 (ぬ)い合 (あ)はせ、つぎ足 (た)してつかはう。食 (しよく)物 (もつ)も美 (び)味 (み)主 (しゆ)義 (ぎ)を廢 (はい)し、榮 (えい)養 (やう)主 (しゆ)義 (ぎ)で行 (ゆ)かう。さうして、われわれが物 (ぶつ)資 (し)を、節 (せつ)約 (やく)することによつて一方 (ぽう)に於 (お)いては、その物 (ぶつ)資 (し)を戰 (せん)爭 (そう)遂 (すい)行 (こう)や外 (がい)貨 (くわ)獲 (くわく)得 (とく)の方 (ほう)に廻 (まわ)し、他方に於 (お)いては、貯 (ちよ)蓄 (ちく)をしよう。各 (かく)家 (か)庭 (てい)に於 (お)いて、愛國 (あいこく)班 (はん)に於 (お)いて、學 (がく)校 (こう)や會 (くわい)社 (しや)や凡 (すべ)ての機 (き)關 (くわん)に於 (お)いて、これを徹 (てつ)底 (てい)せしめよう。


[bookmark: _Hlk500688304]『國民新報』1940年8月11日　
[主張]　町洞聯盟常會

　精 (せい)動 (どう)聯 (れん)盟 (めい)の朝 (てう)鮮 (せん)における實 (じつ)績 (せき)は誠 (まこと)に目 (め)醒 (ざ)ましいものがあるのであるが、その最 (もつと)も重 (じう)要 (よう)なる活 (くわつ)動 (どう)の一つが、毎月一日興 (こう)亞 (あ)奉公 (ほうこう)日の町 (てう)洞 (どう)聯 (れん)盟 (めい)常 (ぜう)會 (くわい)であること無 (む)論 (ろん)である。町 (てう)洞 (どう)民 (みん)がこの日の早 (そう)朝 (てう)一つの塲 (ば)所 (しよ)に集 (あつ)まつて、國 (こく)旗 (き)掲 (けい)揚 (よう)、宮 (きう)城 (じやう)遥 (よう)拝 (はい)、祈 (き)願 (ぐわん)默 (もく)禱 (とう)、詔 (せう)書 (しよ)奉 (ほう)讀 (どく)、申 (まうし)合等 (とう)をなすことは、實 (じつ)に國 (こく)民 (みん)的 (てき)修 (しう)練 (れん)と生 (せい)活 (くわつ)改 (かい)善 (ぜん)、時 (じ)局 (きよく)認 (にん)識 (しき)のため絶 (ぜつ)好 (こう)の行 (ぎやう)事 (じ)である。
　ところが、この際 (さい)もつと引 (ひ)き締 (しめ)なければならないことがある。それは、常 (ぜう)會 (くわい)には必 (かなら)ず戸 (こ)主 (しゆ)が出 (しゆつ)席 (せき)することだ。その家 (か)庭 (てい)に於 (お)いて指 (し)導 (どう)、命 (めい)令 (れい)權 (けん)をもつた戸 (こ)主 (しゆ)が出 (しゆつ)席 (せき)してこそ所 (しよ)期 (き)の目 (もく)的 (てき)が達 (たつ)せられるべきである。しかるに實 (じつ)際 (さい)の狀 (ぜう)況 (きやう)を見 (み)れば、子 (こ)供 (ども)、女 (じよ)中 (ちう)、下 (げ)男 (なん)等 (とう)に名 (めい)刺 (し)を持 (も)たせて代 (だい)理 (り)出 (しゅつ)席 (せき)をさせるものが相當 (そうとう)多 (おほ)いやうであり、しかも、かゝる感心 (かんしん)すべからざる心 (こころ)掛 (がげ)をもつたものは知 (ち)識 (しき)的 (てき)にも、財 (ざい)産 (さん)的 (てき)からも中 (ちう)流 (りう)以 (い)上 (じやう)のものに多 (おほ)いやうである。かゝることは單 (たん)に彼 (かれ)等自 (じ)身 (しん)の害 (がい)となるのみならず一般 (ぱん)に惡 (あく)影 (えい)響 (きやう)を及 (およ)ぼすことが少 (すく)なくない。眞 (しん)に知 (ち)識 (しき)階 (かい)級 (きう)であり、中 (ちう)流 (りう)以 (い)上 (じやう)ならば、反 (かへつ)て率 (そつ)先 (せん)して、常 (ぜう)會 (くわい)に出 (しゆつ)席 (せき)し、他 (た)の者 (もの)に範 (はん)を垂 (た)るべきである。彼 (かれ)等 (ら)が、何 (なに)かの宴 (えん)會 (くわい)、または見 (けん)物 (ぶつ)の塲 (ば)所 (しよ)にも女 (じよ)中 (ちう)、下 (げ)男 (なん)、小僧 (ぞう)等 (とう)を代 (だい)理 (り)に出 (だ)さねばならぬ已 (や)むを得 (え)ざる事 (じ)情 (ぜう)にあるとすれば別 (べつ)だ。
　次に、節 (せつ)約 (やく)、貯 (ちよ)蓄 (ちく)、保 (ほ)健 (けん)など生 (せい)活 (くわつ)改 (かい)善 (ぜん)のための行 (ぎやう)事 (じ)の殆 (ほと)んど大 (だい)部 (ぶ)分 (ぶん)は主 (しゆ)婦 (ふ)の手 (て)に係 (かか)つてゐる。何 (な)んとかして、主 (しゆ)婦 (ふ)の常 (ぜう)會 (くわい)、を月一回 (くわい)位 (くらい)催 (もよお)してはどんなものだらうか。毎 (まい)月一日が戸 (こ)主 (しゆ)の爲 (ため)の常 (ぜう)會 (くわい)ならば毎 (まい)月十五日あたりを主 (しゆ)婦 (ふ)の常 (ぜう)會 (くわい)として、主 (しゆ)婦 (ふ)は早 (そう)朝 (てう)の外 (がい)出 (しゆつ)は出來 (でき)ない事 (じ)情 (ぜう)にあるだらうから、夕 (ゆう)食 (しよく)後 (ご)などの時 (じ)間 (かん)を選 (えら)んで集 (しう)合 (ごう)し、もつと打 (うち)砕 (くだ)けた申 (まおし)合 (あ)はせや、趣 (しゆ)味 (み)講 (こう)演 (えん)の一つ位 (くらい)聞 (き)かせても好 (よ)いと思 (おも)ふし、映 (えい)畵 (ぐわ)、紙 (かみ)芝 (しば)居 (い)など見 (み)せたら尚 (なほ)結 (けつ)構 (こう)だらうと思 (おも)ふ。精 (せい)動 (どう)當 (とう)局 (きよく)者 (しや)の一考 (こう)を煩 (わずら)はしたいものである。
　かやうに町 (てう)洞 (どう)内 (ない)の戸 (こ)主 (しゆ)と主 (しゆ)婦 (ふ)とが月一回 (くわい)集 (あつ)まるとすれば、集 (あつ)まることだけですでに大 (たい)した効 (かう)果 (くわ)がある譯 (わけ)だ。戸 (こ)主 (しゆ)出 (い)でよ、主 (しゆ)婦 (ふ)出 (い)でよ、は必 (かな)らず勵 (れい)行して欲 (ほ)しいものだ。


[bookmark: _Hlk500688340]『國民新報』1940年8月18日　
[主張]　八月十日の喜

　皇 (こう)紀 (き)二千六百年に當 (あた)り、同 (どう)時 (じ)に併 (へい)合 (ごう)第 (だい)三十[周 (しう)]年に當 (あた)る。昭 (せう)和 (わ)十五年二月十一日の紀 (き)元 (げん)節 (せつ)より始 (はじ)められた半 (はん)島 (とう)同 (どう)胞 (ほう)の創 (そう)氏 (し)届 (とどけ)出 (いで)は、八月十日の午 (ご)後 (ご)十二時 (じ)を以 (も)つて終 (おわ)つた。届 (とどけ)出 (いで)の實 (じつ)數 (すう)が判 (はん)明 (めい)するまでには、まだ相 (そう)當 (とう)の日數 (すう)を要 (よう)するであらうが、全 (ぜん)戸 (こ)數 (すう)の五割 (わり)以 (い)上 (じやう)であることは、確 (たし)かのやうである。十割 (わり)全 (ぜん)部 (ぶ)が創 (そう)氏 (し)をしなかつたことが、遺 (い)憾 (かん)とも云 (い)へるが、しかし、わづか六ケ月の間 (あいだ)に、一千二百萬以 (い)上 (じやう)の人 (じん)口 (こう)が創 (そう)氏 (し)をしたことだけでも、まづ驚 (けう)異 (い)に値 (あたい)することと云 (い)へよう。しかも、創 (そう)氏 (し)の門 (もん)が全 (ぜん)然 (ぜん)閉 (と)ぢられるといふ譯 (わけ)ではない。今 (こん)後 (ご)も云 (い)へども、裁 (さい)判 (ばん)所 (しょ)の許 (きよ)可 (か)を得 (え)ていくらでも創 (そう)氏 (し)は出來 (でき)るのであるから、恐 (おそ)らくは、今 (こん)後 (ご)一二年 (ねん)内 (ない)には、半 (はん)島 (とう)人 (じん)全 (ぜん)部 (ぶ)が、日 (につ)本 (ぽん)人 (じん)にふさはしい氏 (し)名 (めい)を名 (な)乗 (の)ることになることゝ思 (おも)ふ。
　さて、創 (そう)氏 (し)制 (せい)度 (ど)は實 (じつ)に歴 (れき)史 (し)的 (てき)なものであつて、單 (たん)に各 (かく)人 (じん)の符 (ふ)牒 (てう)を付 (つ)けかへたといふだけではない。この喜 (よろこ)ばしき日 (ひ)にあたり、今 (いま)一度 (ど)創 (そう)氏 (し)の意 (い)義 (ぎ)を思 (おも)ひ出 (だ)して見 (み)よう。
　第 (だい)一われわれは創 (そう)氏 (し)によつて、過 (くわ)去 (こ)約 (やく)七百年 (ねん)來 (らい)思 (し)想 (そう)的 (てき)に漢 (かん)族 (ぞく)に屈 (くつ)從 (じう)してゐた鎖 (くさり)を截 (き)つたのだ。支 (し)那 (な)化 (くわ)以 (い)前 (ぜん)の朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の姿 (すがた)は、その古 (こ)神 (しん)道 (とう)にしても、傳 (でん)説 (せつ)にしても、風 (ふう)俗 (ぞく)習 (しう)慣 (くわん)にしても、佛 (ぶっ)教 (けう)にしても、内 (ない)地 (ち)のそれと大 (たい)差 (さ)のないものであつた。血 (けつ)統 (とう)的 (てき)にも、又 (また)文 (ぶん)化 (くわ)的 (てき)にも内 (ない)鮮 (せん)は同 (おな)じ流 (なが)れを汲 (く)んでゐたからである。それが支 (し)那 (な)思想 (そう)への心 (しん)酔 (すい)により、われら本然 (ほんねん)の姿 (すがた)を忘 (わす)れてしまつたのであつて、實 (じつ)に支 (し)那 (な)式 (しき)の姓 (せい)名 (めい)三字 (じ)には、呪 (じゆ)術 (じゆつ)的 (てき)魅 (み)力 (りよく)があつた[と]云 (い)へる。今 (こん)度 (ど)の創 (そう)氏 (し)によつて、この呪 (のろ)ひから解放 (かいほう)された譯 (わけ)だ。
　第 (だい)二には、われらが皇 (こう)国 (こく)臣 (しん)民 (みん)として生 (い)きんと[する]固 (かた)い決心 (けつしん)と感激 (かんげき)を創 (そう)氏 (し)によつて宣言 (せんげん)したことである。われわれ新 (しん)氏 (し)名 (めい)の新 (あたら)しい表 (へう)札 (さつ)を掲 (かゝ)げる時 (とき)[、]今[一]度皇国 (こうこく)臣民 (しんみん)としての誓 (ちかひ)を新 (あらた)にし、同 (どう)時 (じ)に限 (かぎ)りなき歡 (くわん)喜 (き)と感 (かん)激 (げき)に浸 (ひた)るであらう。
　第 (だい)三には、個 (こ)人 (じん)主 (しゆ)義 (ぎ)より國 (こく)民 (みん)主 (しゆ)義 (ぎ)に移 (うつ)つたことだ。われわれは新 (あたら)しい氏 (うじ)の選 (せん)定 (てい)をしたのはわれわれであるが、それを差許 (さしゆる)されたのは、陛 (へい)下 (か)の裁 (さい)判 (ばん)所 (しよ)である。即 (すなは)ちわれわれは　陛 (へい)下 (か)より許 (ゆる)されたまうた氏 (し)を名乗 (なの)つたことになるのだ。われわれは創 (そう)氏 (し)によつて、われわれ自 (じ)身 (しん)を陛 (へい)下 (か)に捧 (ささ)げまつつたのである。
　第 (だい)四には家 (か)族 (ぞく)制 (せい)度 (ど)の強 (けう)化 (くわ)だ。氏 (うじ)は家 (いえ)の稱號 (せうごう)であつて、姓 (せい)の如 (ごと)く個 (こ)人 (じん)の稱 (せう)號 (ごう)ではない。名 (な)こそ個 (こ)人 (じん)の稱 (せう)號 (ごう)である。如 (い)何 (か)なる血 (けつ)統 (とう)から來 (き)たものでも、或 (あ)る氏 (うじ)の家 (いえ)に入 (はい)れば、その家 (いえ)の氏 (うじ)を名乗 (なの)り、從 (したが)つてその家 (いえ)の傳 (でん)統 (とう)、家 (か)風 (ふう)に從 (したが)ふのである。家 (いえ)は國 (くに)の構 (こう)成 (せい)單 (たん)位 (い)だ。氏をもつた家 (か)族 (ぞく)と過 (くわ)去 (こ)の家 (か)族 (ぞく)とは、その精 (せい)神 (しん)に於 (お)いて同 (どう)一ではない。今 (こん)度 (ど)の創 (そう)氏 (し)によつて、半 (はん)島 (とう)の家も日本 (ぽん)的 (てき)な家 (いえ)になつたわけである。
　創 (そう)氏 (し)とは、決 (けつ)して單 (たん)に姓 (せい)名 (めい)を變 (へん)更 (こう)することではない。國 (こく)民 (みん)として、家 (か)族 (ぞく)として、新 (あたら)しい出 (しゅつ)發 (ぱつ)をする誓 (ちかひ)であり、宣 (せん)言 (げん)であるのである。


[bookmark: _Hlk500688380][bookmark: _GoBack]『國民新報』1940年8月25日　
[主張]　女子教育

　今 (いま)や全 (ぜん)日 (につ)本 (ぽん)を擧 (あ)げて一大 (だい)民 (みん)族 (ぞく)改 (かい)造 (ぞう)運 (うん)動 (どう)をやつてゐるのだ。男 (おとこ)も女 (おんな)も國 (こく)民 (みん)全 (ぜん)體 (たい)を叩 (たた)き直 (なお)して八紘一宇の理 (り)念 (ねん)具 (ぐ)現 (げん)の闘 (とう)士 (し)に仕 (し)立 (た)てようといふのである。利 (り)己 (こ)主 (しゆ)義 (ぎ)、個 (こ)人 (じん)主 (しゆ)義 (ぎ)、自 (じ)由 (ゆう)主 (しゆ)義 (ぎ)、派閥 (はばつ)主 (しゆ)義 (ぎ)等 (など)すべての階 (かい)級 (きう)[を]打 (だ)破 (は)して天 (てん)皇 (のう)直 (ちよく)属 (ぞく)の皇 (こう)國 (こく)臣 (しん)民 (みん)にしようといふのだ。一言 (げん)にして言 (い)へば大 (おほ)君 (きみ)の爲 (ため)に自 (じ)己 (こ)を忘 (わす)れる男 (だん)女 (じょ)を造 (つく)ることである。自 (じ)分 (ぶん)を中 (ちう)心 (しん)にして利 (り)害 (がい)、苦 (く)樂 (らく)を計 (けい)算 (さん)することは、もはや今日 (こんにち)以後 (いご)の日 (につ)本 (ぽん)人 (じん)には通用 (つうよう)しないのだ。
　半島 (はんとう)同胞 (どうほう)だつてこの大 (だい)運 (うん)動 (どう)の圏 (けん)外 (ぐわい)にあるのではない。否 (いな)むしろ、半島 (はんとう)同胞 (どうほう)は内 (ない)地 (ち)同 (どう)胞 (ほう)に比 (くら)べて倍 (ばい)以 (い)上 (じやう)の覺 (かく)悟 (ご)と努 (ど)力 (りよく)が必 (ひつ)要 (よう)である。それは文 (ぶん)化 (くわ)程 (てい)度 (ど)や國 (こく)民 (みん)的 (てき)訓 (くん)練 (れん)の點 (てん)から見 (み)て、立 (たち)遅 (おく)れてゐる自 (じ)分 (ぶん)を策 (さく)勵 (れい)し、その遅 (おく)れた分 (ぶん)だけを追 (お)ひ付 (つ)いて、まだその上 (うへ)に同 (どう)一の線 (せん)に達 (たっ)しようとするからである。
　その努 (ど)力 (りよく)の中 (ちう)心 (しん)となるものは、愛 (あい)國 (こく)心 (しん)と國 (こく)法 (ほう)國 (こく)策 (さく)に忠 (ちう)實 (じつ)なることであるが、愛 (あい)國 (こく)心 (しん)の最 (もつと)も端 (たん)的 (てき)な見 (あら)はれは兵役 (へいえき)に服 (ふく)することであり、國 (こく)法 (ほう)國 (こく)策 (さく)への忠 (ちう)實 (じつ)の最 (もつと)も端 (たん)的 (てき)な見 (あら)はれは、今 (こん)日の場 (ば)合 (あひ)物 (ぶつ)資 (し)節 (せつ)約 (やく)と貯 (ちよ)蓄 (ちく)なること云 (い)ふまでもない。しかしてこのことたるや國 (こく)民 (みん)全 (ぜん)部 (ぶ)の心 (こころ)掛 (が)けでなくてはならぬのであるが、特 (とく)にその中 (ちう)軸 (じく)となるものは婦 (ふ)女 (じよ)子 (し)である。その中 (なか)でも家 (か)庭 (てい)婦 (ふ)人 (じん)である。節 (せつ)米 (まい)その他 (た)の物 (ぶつ)資 (し)節 (せつ)約 (やく)や奢 (しゃ)侈 (し)廃 (はい)止 (し)が主 (しゆ)婦 (ふ)の分 (ぶん)内 (ない)のことであるばかりでなく、壮 (そう)丁 (てい)が或 (あるひ)は志 (し)願 (がん)兵 (へい)となり、或 (あるひ)は士 (し)官 (かん)學 (がく)校 (こう)に入 (はい)るのも八分 (ぶん)通 (とほ)りは母 (はは)の影 (えい)響 (きやう)であると思 (おも)ふ。その上 (うへ)軽 (けい)視 (し)すべからざるは姉妹 (けうだい)やその他 (ほか)の若 (わか)い女 (じよ)性 (せい)の影 (えい)響 (きやう)だ。
『兄 (にい)さん、何 (な)故 (ぜ)兵 (へい)隊 (たい)に行 (ゆ)かない？』
といふ姉妹 (けうだい)の一 (ひと)言 (こと)は青 (せい)年 (ねん)に只 (ただ)ならぬ感 (かん)動 (どう)を與 (あた)へるであらう。
『あの男 ([ひと])、丈 (じやう)夫 (ぶ)な体 (からだ)してゐて兵 (へい)隊 (たい)にも行 (ゆ)かないのよ』
と若 (わか)い女 (じよ)性 (せい)たちから嗤 (わら)はれるとしたらどうだらう。日 (につ)本 (ぽん)軍人 (ぐんじん)の強 (つよ)いのは、日 (につ)本 (ぽん)女性 (じよせい)が優 (やさ)しいためだといふ。その優 (やさ)しい女 (じよ)性 (せい)は強 (つよ)い男 (だん)性 (せい)を勵 (はげ)ますからだ。半 (はん)島 (とう)の女 (じよ)性 (せい)も、或 (あるひ)は母 (はは)として、或 (あるひ)は妻 (つま)として、姉妹 (けうだい)として、戀人 (こひびと)として、若 (わか)き男 (だん)性 (せい)が國 (こく)民 (みん)らしき國 (こく)民 (みん)になるやう
勵 (はげ)まさねばならない。
　だから女 (じよ)子 (し)教 (けう)育 (いく)が必 (ひつ)要 (よう)だ。成 (せい)人 (じん)たる婦 (ふ)女 (じよ)子 (し)や就 (しう)學 (がく)出 (で)來 (き)ない若 (わか)い女 (じよ)子 (し)の教 (けう)育 (いく)が必 (ひつ)要 (よう)だ。緊要 (きんよう)だ。夜 (や)學 (がく)でもいゝ、講演 (こうえん)でもいゝ、一日も早 (はや)く、朝 (てう)鮮 (せん)の女 (じよ)性 (せい)達 (たち)に國 (こく)民 (みん)精神 (せいしん)を注入 (ちうにう)しなければならない。全鮮各小學校 (ぜんせんかくせうがくこう)に婦 (ふ)女 (じよ)子 (し)教 (けう)育 (いく)機 (き)關 (くわん)を併 (へい)設 (せつ)せしめることは、青 (せい)年 (ねん)訓 (くん)練 (れん)所 (じよ)に劣 (おと)らぬ重要性 (じうようせい)があることゝ思 (おも)ふ。


『國民新報』1940年9月8日　
[主張]　矢繼早の喜び

　朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)に義 (ぎ)務 (む)教 (けう)育 (いく)制 (せい)を實 (じつ)施 (し)すべきことが政 (せい)務 (む)總 (そう)監 (かん)談 (だん)として發 (はつ)表 (ぺう)され、これについて、鹽 (しお)原 (はら)學 (がく)務 (む)局 (きよく)長 (てう)より、それが準 (じゆん)備 (び)を命 (めい)ぜられたことを發 (はつ)表 (ぺう)した。特 (とく)別 (べつ)志 (し)願 (ぐわん)兵 (へい)、創 (そう)氏 (し)と共 (とも)[に]、内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)の鼎 (かなえ)の三足 (そく)といふべきである。しかもこれらの大 (だい)事 (じ)業 (げう)が僅 (きん)々三年間 (かん)に矢繼 (やつぎ)早 (ばや)に實 (み)を結 (むす)ぶに至 (いた)つたことはなんといふ驚 (けう)異 (い)であらう。なんといふありがたさであらう。
　義 (ぎ)務 (む)教 (けう)育 (いく)がいよいよ實 (じつ)施 (し)されるまでには、財 (ざい)政 (せい)的 (てき)、人 (じん)的 (てき)その他 (た)の準 (じゆん)備 (び)のため、相 (そう)當 (とう)の日子 (し)を要 (よう)することは當 (とう)然 (ぜん)であるが、當 (とう)局 (きよく)の意 (い)向 (かう)として傳 (つた)へられるところによれば、昭 (せう)和 (わ)二十五年までには國 (こく)民 (みん)皆 (かい)學 (がく)の實 (じつ)現 (げん)を見 (み)る由 (よし)である。若 (もし)然 (しか)りとすれば、今 (いま)より十年後 (ご)には、半島 (はんとう)人 (じん)の學 (がく)齢 (れい)児 (じ)童 (どう)は男 (だん)女 (じよ)を問 (と)はず全 (ぜん)部 (ぶ)國 (こく)民 (みん)教 (けう)育 (いく)を受 (う)けることゝなるわけであり、それまでには、今 (こん)日の就 (しう)學 (がく)率 (りつ)四割 (わり)五分 (ぶ)より漸 (ぜん)次 (じ)増 (ぞう)加 (か)して、昭 (せう)和 (わ)十七年には六割 (わり)に至 (いた)り、かくの如 (ごと)く年々小學 (せうがく)校 (こう)の校數 (こうすう)と級數 (きうすう)を増加 (ぞうか)して、遅 (おそ)くとも昭 (せう)和 (わ)二十五年までには、義 (ぎ)務 (む)教 (けう)育 (いく)の完 (くわん)成 (せい)を見 (み)るといふのである。
　いふまでも[な]く國 (こく)民 (みん)教 (けう)育 (いく)は、國 (こく)民 (みん)生 (せい)活 (くわつ)の、基 (き)礎 (そ)をつくることであつて、國 (こく)民 (みん)精 (せい)神 (しん)は實 (じつ)に國 (こく)民 (みん)教 (けう)育 (いく)を通 (とほ)して國 (こく)民 (みん)に授 (さづ)けられ訓 (くん)育 (いく)せられるものである。教 (けう)育 (いく)は決 (けつ)して個 (こ)人 (じん)の生 (せい)活 (くわつ)慾 (よく)滿 (まん)足 (ぞく)の力 (ちから)を與 (あた)へるためではなくて、國 (こく)家 (か)理 (り)想 (そう)實 (じつ)現 (げん)に必 (ひつ)要 (よう)な國 (こく)民 (みん)を造 (つく)るためになされるものである[。]であるから、兒 (じ)童 (どう)に國 (こく)民 (みん)教 (けう)育 (いく)を與 (あた)へることはその兒 (じ)童 (どう)を國 (こく)家 (か)目 (もく)的 (てき)にふさはしき國 (こく)民 (みん)に仕立 (した)てるためである。
　これは單 (たん)に小 (せう)學 (がく)教 (けう)育 (いく)に對 (たい)してのみ言 (い)はるべきではない。中 (ちう)等 (とう)教 (けう)育 (いく)は勿 (もち)論 (ろん)のこと、大 (だい)學 (がく)専 (せん)門 (もん)教 (けう)育 (いく)に於 (お)いても同様 (どうよう)である。或 (ある)個 (こ)人 (じん)[に]或 (ある)種 (しゆ)の教 (けう)育 (いく)を國 (こく)家 (か)が施 (ほどこ)すのはその個人 (こじん)に對 (たい)して、職 (しよく)域 (いき)奉 (ほう)公 (こう)を要 (よう)求 (きう)するゆゑんであり[、]翻 (ひるがへ)つて國 (こく)家 (か)に奉仕 (ほうし)することによつて自己 (じこ)の人間的 (にんげんてき)職 (しよく)責 (せき)を盡 (つく)し、いはゆる生 (うま)れた甲 (か)斐 (ひ)ある生 (せい)を全 (まつた)うするのである。この思 (し)想 (そう)はかのいはゆる自 (じ)由 (ゆう)主 (しゆ)義 (ぎ)時 (じ)代 (だい)にははつきりしてゐなかつた[。]否 (いな)[、]個 (こ)人 (じん)が教 (けう)育 (いく)を受 (う)けるのは自 (じ)己 (こ)の生 (せい)活 (くわつ)慾 (よく)を充 (み)たさんための方便 (ほうべん)のやうに考 (かんが)へられた時 (じ)代 (だい)もあつた[。]今 (こん)日といへどもかゝる間 (ま)違 (ちが)つた見解 (けんかい)を抱 (いだ)いてゐるものがないとも限 (かぎ)らないが[、]かゝる見解 (けんかい)は日本 (につぽん)精神 (せいしん)に悖 (もと)るものである[。]義 (ぎ)務 (む)教 (けう)育 (いく)をかゝる角 (かく)度 (ど)より眺 (なが)めるものがあるとすれば[、]それは許 (ゆる)すべからざる見 (けん)當 (とう)違 (ちがひ)といはねばならぬ。
　義 (ぎ)務 (む)教 (けう)育 (いく)が問 (もん)題 (だい)になるにあたり中 (ちう)等 (とう)以 (い)上 (じやう)學 (がく)校 (こう)に在 (ざい)學 (がく)する男女學生 (だんじよがくせい)は、宜 (よろ)しく勉 (べん)學 (がく)の意 (い)義 (ぎ)を再檢 (さいけん)し、個 (こ)人 (じん)的 (てき)慾 (よく)望 (ぼう)中 (ちう)心 (しん)の思 (し)想 (そう)を清 (せい)算 (さん)して、日本 (につぽん)のための吾 (われ)、御 (み)國 (くに)のために職 (しよく)域 (いき)奉 (ほう)公 (こう)せんための勉 (べん)学 (がく)の意 (い)義 (ぎ)を明 (めい)瞭 (れう)に把 (は)握 (あく)すべきである。


『國民新報』1940年9月15日　
[主張]　個人の新體制

　わが帝 (てい)國 (こく)は心 (こころ)強 (づよ)く非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)局 (きよく)を乗 (の)り切 (き)り、滿 (まん)蒙 (もう)、支 (し)那 (な)、佛 (ふつ)領 (れう)印 (いん)度 (ど)、泰 (たい)國 (こく)、蘭 (らん)領 (れう)印 (いん)度 (ど)その他 (た)西 (せい)南 (なん)太 (たい)平 (へい)洋 (よう)諸 (しよ)島 (とう)を含 (ふく)めた大 (だい)東 (とう)亞 (あ)共 (けう)榮 (えい)圏 (けん)を完 (くわん)成 (せい)するために新體制 (しんたいせい)を作 (つく)つて居 (を)ります。新體制 (しんたいせい)とは一億 (おく)國 (こく)民 (みん)が一心 (しん)一體 (たい)となつて、高 (こう)度 (ど)國 (こく)防 (ぼう)國 (こく)家 (か)を作 (つく)ることであり、高 (こう)度 (ど)國 (こく)防 (ぼう)國 (こく)家 (か)とは一億 (おく)の國 (こく)民 (みん)が、銘 (めい)々その職 (しよく)域 (いき)に於 (お)いて兵 (へい)隊 (たい)さんになることであります。新體制 (しんたいせい)に於 (お)いては、農 (のう)夫 (ふ)も漁 (ぎよ)夫 (ふ)も商 (せう)人 (にん)も職 (しょく)工 (こう)も學 (がく)者 (しや)も藝 (げい)術 (じゅつ)家 (か)も、乃至 (ないし)は、家 (か)庭 (てい)における婦 (ふ)人 (じん)までも、今 (いま)までの自由人 (じゆうじん)の態度 (たいど)を棄 (す)てゝ、兵隊 (へいたい)さんになることであります。
　兵 (へい)隊 (たい)さんとは單 (たん)に銃 (じう)を取 (と)つて戰 (せん)線 (せん)に立 (た)つ勇 (ゆう)士 (し)ばかりではありませぬ。高 (こう)度 (ど)國 (こく)防 (ぼう)國 (こく)家 (か)に於 (お)いては、あらゆる職 (しよく)場 (ば)が戰 (せん)線 (せん)であります。商 (しよう)人 (にん)も農 (のう)夫 (ふ)も、兵 (へい)隊 (たい)さんのやうに、國 (こく)家 (か)の命 (めい)令 (れい)に絶 (ぜつ)對 (たい)に服 (ふく)從 (じう)する態 (たい)度 (ど)を取 (と)り、宛 (あて)がはれたる衣 (い)服 (ふく)や食 (しよく)料 (れう)に滿 (まん)足 (ぞく)し、宛 (あて)がはれたる職務 (しよくむ)に、生命 (せいめい)を捧 (ささ)げることであります。今 (いま)までは、戰 (せん)線 (せん)に立 (た)つ將 (しよう)兵 (へい)を除 (のぞ)いては、われわれ國 (こく)民 (みん)は任 (にん)意 (い)に銃 (じう)後 (ご)の奉 (ほう)公 (こう)をするといふ立前 (たてまへ)であつたが、これからは、われわれ自 (じ)身 (しん)、一線 (せん)の将 (しよう)兵 (へい)と同 (おな)じく、命 (めい)令 (れい)系 (けい)統 (とう)の下 (した)に立 (た)つのであります。もはやわれわれには些 (いささ)かの我 (わが)儘 (まま)も許 (ゆる)されませぬ。不 (ふ)平 (へい)も云 (いゝ)譯 (わけ)も通 (とほ)りませぬ。只 (ただ)默 (もく)々と上 (うえ)から來 (く)る命 (めい)令 (れい)に服 (ふく)從 (じう)しなければなりませぬ。麥 (むぎ)飯 (めし)を食 (く)へと命令 (めいれい)されたなら『はい』、贅 (ぜい)澤 (たく)をしてはならないと命令 (めいれい)されたら『はい』、こんなものは作 (つく)つては可 (い)けない、使 (つか)つても可 (い)けないと命令 (めいれい)されたら『はい』、こんな商賣 (せうばい)は止 (や)めろと命 (めい)令 (れい)されたら『はい』、かやうに、すべてを『はい、はい』で行 (い)くのが新 (しん)體 (たい)制 (せい)であります。批 (ひ)評 (ひよう)的 (てき)態 (たい)度 (ど)をも許 (ゆる)されぬのであります。
　しかしわれわれはこの服 (ふく)從 (じう)を喜 (よろこ)びとし、光 (くわう)榮 (えい)としなければなりませぬ。何故 (なぜ)なれば、これは皆 (みな)、わが國 (くに)のためであり、われわれの子孫 (しそん)の永遠 (えいえん)の幸福 (こうふく)のためであるからであります。かゝる高 (こう)度 (ど)國 (こく)防 (ぼう)國 (こく)家 (か)的 (てき)新 (しん)體 (たい)制 (せい)なくしては、今帝國 (いまていこく)が目的 (もくてき)として進 (すす)みつゝある東 (とう)亞 (あ)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)の聖 (せい)業 (げう)は成 (な)し遂 (と)げられぬからであります。
　だからわれわれは各 (かく)自 (じ)きつい反 (はん)省 (せい)によつて自己 (じこ)の新體制 (しんたいせい)を作 (つく)らねばなりませぬ。まづ自 (じ)分 (ぶん)一個 (こ)人 (じん)の生 (せい)活 (くわつ)から叩 (たた)き直 (なお)しませう。六時 (じ)の『起 (お)きろ』のサイレンに必 (かなら)ず起 (お)きませう。七時 (じ)の宮 (きゆう)城 (ぜう)遥 (よう)拜 (はい)のサイレンには必 (かなら)ず宮 (きゆう)城 (ぜう)遥 (よう)拜 (はい)を致 (いた)しませう。正 (しよう)午 (ご)の默 (もく)禱 (とう)のサイレンに必 (かなら)ず默 (もく)禱 (とう)をしませう。その他 (た)愛 (あい)國 (こく)班 (はん)長 (ちやう)を通 (とほ)して來 (く)るすべての命 (めい)令 (れい)に喜 (よろこ)んで服 (ふく)從 (じう)しませう。そして從 (じう)來 (らい)の自 (じ)分 (ぶん)の職 (しよく)業 (げう)を一旦 (たん)御 (お)國 (くに)に奉 (ほう)還 (かん)し、自 (じ)分 (ぶん)は新 (あら)たに、その職 (しよく)を任 (まか)せられた心 (こころ)構 (かま)へで精 (せい)出 (だ)して働 (はたら)きませう。今 (いま)ではその働 (はたら)きはわれわれ自 (じ)身 (しん)のためではなく、御 (お)國 (くに)のためなのであります。商 (せう)賣 (ばい)をするのは金 (かね)を儲 (もう)けるためではなく、御 (お)國 (くに)を助 (たす)けるためであります。一言 (げん)にして云 (い)へば、われわれは今 (いま)や兵隊 (へいたい)なのであります。利 (り)潤 (じゆん)經 (けい)濟 (ざい)時 (じ)代 (だい)はもう日 (につ)本 (ぽん)から姿 (すがた)を消 (け)します。これから職 (しよく)域 (いき)奉 (ほう)公 (こう)の時 (じ)代 (だい)であります[。]兵隊 (へいたい)さんの如 (ごと)く、または家 (か)族 (ぞく)の一員 (ゐん)の如 (ごと)く利 (り)潤 (じゆん)を度 (ど)外 (がい)視 (し)して働 (はたら)くのであります。
　從來 (じうらい)のわがまゝの生 (せい)活 (くわつ)、利 (り)潤 (じゆん)のための生 (せい)活 (くわつ)から、奉公 (ほうこう)の生 (せい)活 (くわつ)、服從 (ふくじう)の生 (せい)活 (くわつ)に入 (はい)るには覺 (かく)悟 (ご)と努 (ど)力 (りよく)が必 (ひつ)要 (よう)でありますが、しかし、今 (いま)やこれは單 (たん)に道徳的 (どうとくてき)な任意的 (にんいてき)なものではなくして、いやでも應 (おう)でも、さうならざるを得 (え)なくなるのであります。強制的 (けうせいてき)にさうなるのであります。唯 (たゞ)この場 (ば)合 (あい)自 (じ)覺 (かく)して自 (じ)發 (はつ)的 (てき)にやるものには自 (じ)由 (ゆう)の喜 (よろこ)びと國 (こく)民 (みん)としての矜 (ぎん)持 (じ)があり、然 (しか)らざるものには奴 (ど)隷 (れい)的 (てき)な苦 (く)痛 (つう)と共 (とも)に恥 (はぢ)があるべきであります。


『國民新報』1940年9月22日　
[主張]　二三の提案

　國 (こく)語 (ご)の普 (ふ)及 (きう)のためには夜 (や)學 (がく)をうんと設 (もう)けなければならない。全 (ぜん)鮮 (せん)の小 (せう)學 (がく)校 (こう)の校 (こう)舎 (しや)を利 (り)用 (よう)して一校 (こう)、一學 (がく)級 (きう)または數 (すう)學 (がく)級 (きう)の夜 (や)學 (がく)を設 (もう)け三ケ月百五十時 (じ)間 (かん)の教 (けう)授 (じゆ)をやれば、一丁 (てう)字 (じ)を知 (し)らぬ婦 (ふ)女 (じよし)子も日常 (ぜう)の會 (くわい)話 (わ)と假 (か)名 (な)の手 (て)紙 (がみ)が書 (か)け、三百字 (じ)位 (くらい)の漢 (かん)字 (じ)が覺 (おぼ)えられ、そして内 (ない)地 (ち)風 (ふう)の作 (さ)法 (ほう)や國 (こく)民 (みん)道 (どう)徳 (とく)要 (よう)領 (れう)が仕 (し)込 (こ)まれるさうである。之 (これ)は現 (げん)に京 (けい)城 (ぜう)に於 (お)いて數 (すう)十ケ所 (しよ)試 (こころ)みられてゐる國 (こく)民 (みん)訓 (くん)練 (れん)後 (こう)援 (えん)會 (くわい)經 (けい)營 (えい)の夜 (や)學 (がく)の實 (じつ)績 (せき)に觀 (み)て確 (たし)かなことださうだ。しかもその經 (けい)費 (ひ)は一學 (がく)級 (きう)一回 (くわい)百圓 (えん)で足 (た)りる。各 (かく)地 (ち)方 (ほう)の教 (けう)育 (いく)當 (とう)局 (きよく)及 (およ)び地 (ち)方 (ほう)有 (いう)志 (し)に勸 (すゝ)めたいものである。
　これも國 (こく)語 (ご)についてのことであるが、朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の學 (がく)校 (こう)と内 (ない)地 (ち)人 (じん)だけの學 (がく)校 (こう)と並存 (へいぞん)するところでは、折 (おり)々、例 (たと)へば月 (つき)一回 (くわい)位 (くらい)、兩 (れう)校 (こう)學 (がく)生 (せい)の懇 (こん)親 (しん)會 (くわい)を開 (ひら)きたいものである。全校 (ぜんこう)では人 (にん)數 (ずう)が多 (おほ)過 (す)ぎる恐 (おそ)れがあるから、五年なら五年同 (どう)[士 (し)]といふ風 (ふう)にやれば好 (よ)い。そして内 (ない)地 (ち)人 (じん)一人 (ひとり)、朝鮮人 (てうせんじん)一人 (ひとり)といふ具合 (ぐあい)にパートナーを作 (つく)つて、お互 (たがひ)に話 (はなし)をしたり、また一同 (どう)で話 (はなし)を聴 (き)いたりするのである。かくすることによつて、第 (だい)二世 (せい)の親 (しん)睦 (ぼく)、相 (そう)互 (ご)理 (り)解 (かい)を計 (はか)ると同 (どう)時 (じ)に、朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)側 (がわ)では實 (じつ)際 (さい)に國 (こく)語 (ご)を使 (し)用 (よう)する機 (き)會 (くわい)を得 (え)ることが出 (で)來 (き)る。回 (くわい)を重 (かさ)ねる中 (うち)にパートナー同 (どう)[士 (し)]は親 (した)しい友 (とも)達 (だち)になることだらう。
　七時 (じ)の宮 (きう)城 (ぜう)遥 (よう)拜 (はい)、正午 (しやうご)の默禱 (もくとう)は、街 (がい)路 (ろ)上 (じやう)に於 (お)いても勵 (れい)行 (こう)したいものである。矢 (や)張 (は)り電 (でん)車 (しや)も自 (じ)動 (どう)車 (しや)も、ぱったりと止 (と)まつた方 (ほう)が好 (よ)い。歩 (ほ)行者 (こうしゃ)は無論 (むろん)である。これは國 (こく)民 (みん)精 (せい)神 (しん)昂 (こう)揚 (よう)上 (じやう)誠 (まこと)に効 (こう)果 (くわ)あるものと思 (おも)ふ。現 (げん)に各 (かく)學 (がく)校 (こう)の學 (がく)生 (せい)達 (たち)は皆 (みな)實 (じつ)行 (こう)してゐるのに、街 (がい)路 (ろ)上 (じやう)で大 (おと)人 (な)達 (たち)がやらぬといふのは、第 (だい)一教 (けう)育 (いく)に悪 (わる)い。こんなことは警 (けい)察 (さつ)や警 (けい)防 (ぼう)團 (だん)や學 (がく)生 (せい)を總 (そう)動 (どう)員 (ゐん)して交 (こう)通 (つう)整 (せい)理 (り)をするやうに、一定 (てい)期 (き)間 (かん)中 (ちう)訓 (くん)練 (れん)したら大 (おほ)いに効 (こう)果 (くわ)が上 (あ)がることゝ思 (おも)ふ。
　次 (つぎ)に大 (だい)なる奢 (しゃ)侈 (し)品 (ひん)、大 (だい)なる浪 (ろう)費 (ひ)でありながら、顧 (かへり)みられないものがある。それは有 (いう)閑 (かん)階 (かい)級 (きう)の使 (し)用 (よう)人 (にん)の多 (た)數 (すう)なることだ。朝鮮 (てうせん)の裕福 (ゆうふく)な家庭 (かてい)では、やれ食 (しょく)母 (ぼ)だの、やれ饌 (せん)母 (ぼ)だの、やれ針 (しん)母 (ぼ)だの、やれ床 (せう)奴 (ど)だのと實 (じつ)に夥 (おびただ)しい人 (ひと)を使 (つか)つてゐる。それは二三の男 (だん)女 (じよ)の懶 (らん)惰 (だ)と贅 (ぜい)澤 (たく)のために浪 (ろう)費 (ひ)される勞 (ろう)力 (りよく)なのだ。かゝる使 (し)用 (よう)人 (にん)あるがために、主 (しゆ)人 (じん)の家 (か)族 (ぞく)は指 (ゆび)一つ動 (うご)かさないでゐる。勤勞 (きんろう)の風習 (ふうしう)のためにも、かゝる使 (し)用 (よう)人 (にん)は整 (せい)理 (り)さるべきで、その勞 (ろう)力 (りよく)は有 (ゆう)益 (えき)なることに振 (ふ)り向 (む)けることが出來 (でき)る。
　最 (さい)後 (ご)に近 (きん)來 (らい)便 (べん)所 (じよ)汲 (くみ)取 (と)りは一ケ月一回 (くわい)位 (くらい)しか廻 (まわ)つて來 (こ)ないところもあり、清 (せい)掃 (そう)係 (かかり)に請 (せい)求 (きう)すれば『今 (いま)人 (にん)夫 (ぷ)がない、便 (べん)所 (じよ)を直 (なお)せ』と劍 (けん)もほろゝの挨拶 (あいさつ)である。人夫 (にんぷ)がなければ、あの車 (くるま)と桶 (おけ)だけでも廻 (まわ)して貰 (もら)ひたい。そしたらわれわれ自 (じ)身 (しん)汲 (く)み取 (と)るであらう。一月もそのまゝにして置 (お)くことが何 (ど)ういふ結 (けつ)果 (くわ)を招 (まね)くかは、當 (とう)局 (きよく)も御 (ご)承 (しよう)知 (ち)のことゝ思 (おも)ふ。


『國民新報』1940年9月29日　
[主張]　お役に立とう[footnoteRef:31] [31:  この文章は『國民新報』の影印本から抜け落ちているので、単行本『同胞に寄す』に掲載されたものを入力した。ルビがないのはそのためである。] 


　青年訓練所の訓練生の一隊が現役軍人に率ゐられて南小門の坂を上るのが見受けられた。青年に軍事訓練を施し始めたのだ。これは全鮮を通じてなされることになつてゐる。すべての青年は軍事訓練を受けて、何時なんどきでも御国のお役に立たうといふのである。
　御国のお役に立つといふことは、單に國防の一員としてばかりでは無論ない。農場、工場、官廳、會社、その他ありとあらゆる職場に於いて、自分の役目を果たすことはいづれもお國の役に立つことではある。しかし、將に高度國防國家たらんとするわが日本に於いては、國防の一員としての務めに服することこそ、最高のお役に立つことだ。現在軍籍に身を置かないものであつても、何時なんどき呼ばれても直ぐお召しに應じて、お役に立つだけの用意が肝要である。これは特に青年の使命であり特權でもある。青年たるもの平素體位の向上を計り、艱難辛苦の生活に耐へて一死以て皇恩に報ずるの覺悟を固め、修錬おさおさ怠らざるの心掛に生きなくてはならない。
　新體制の準備が整つた。近々愈々中央幹部の組織成り、ついで地方の組織も成つて一億一心大政翼賛の曠古の大運動の車輪が、地軸をも揺がさんず (ママ)大響きを立てゝ、運轉を始めることであらう。そしてその車輪の轉ずるところ、東亞共榮圏の地平らし、基礎固めが、ぐんぐんと進捗する譯だ。
　さて、この大運動の、生命は何處に發するのか。それは一億國民が八紘一宇の大御心を體したてまつり、各々その職場に於いてその役目を見事に果たすことに於いてだ。これを職分奉公と名づけてゐる。國民の各々は老も若きも上なるものも下なるものも、この大機關の齒車であり軸であり調革であり釘である。一つだつてなくてはならぬことに於いて、同じ重要さがあるのだ。
　それにしても、その中心はやつぱり青年にある。國防線上に於いては勿論のこと、産業に於いても何に於いても、その働きの主體は青年層だ。青年に力あつて始めて國に力あり、青年の使命や大である。
　すべての青年は各自御国のお役に立たう。東亞共榮圏完成のありがたき國家目標のために何時なんどき、如何なる方面の職場に召されても直ちにお役に立つやう用意しよう。心の用意、身體の用意、家庭の事情の用意もして置かう。國民は誰もがさうであるが、特に青年は、その有するすべてを――身をも心をも子女をも財産をも　陛下に奉還することから出直さう。是新しい日本人としての再出發なのだ。凡べては　陛下のものである。われは　陛下のものである、といふ信念から再出發しよう。そして　陛下の御召しに應じお役に立ち申すことを一生の目標とすることである。


『國民新報』1940年10月13日　
[主張]　街頭の訓練

　朝 (あさ)七時 (じ)の宮 (きう)城 (ぜう)遥 (よう)拜 (はい)、正 (しやう)午 (ご)の默 (もく)禱 (とう)を街 (がい)頭 (とう)で[も勵 (れい)]行 (こう)してほしいものだ。各 (かく)官 (くわん)廳 (てう)、會 (くわい)社 (しや)、學 (がく)校 (こう)で[ば]かり、やつていゝといふ性質 (せいしつ)のものでなくて、國 (こく)民 (みん)たるもの、如何 (いか)なる場所 (ばしよ)にあつても必 (かなら)ずこれを遵 (じゆん)守 (しゆ)すべきである。しかるに街頭 (がいとう)に於 (お)いてこれが行 (おこな)はれぬとは實 (じつ)に申譯 (もうしわけ)ないことゝいはねばならぬ[。]『在所 (ざいしよ)にて』とは如何 (いか)なる處 (ところ)にあつてもといふことである。
朝 (あさ)の七時 (じ)のサイレンが鳴 (な)り始 (はじ)めたら家 (か)庭 (てい)にては申 (もう)すに及 (およ)ばず、街頭 (がいとう)に於 (お)いても或 (あるひ)は歩 (ほ)行 (こう)、或 (あるひ)は乗 (じよう)車 (しや)して動 (うご)いてゐたものも、一齊 (せい)にぴたりと止 (とゞ)まろう[、]そして宮 (きう)城 (ぜう)に向 (むか)ひ奉 (たてま)つり、大 (おほ)御 (み)稜 (い)威 (つ)の彌 (いや)榮 (さか)を念 (ねん)じたてまつり、天 (てん)皇 (のう)陛 (へい)下 (か)の御 (ご)尊 (そん)容 (よう)を眼 (がん)前 (ぜん)に描 (えが)きたてまつりつゝ最敬禮 (さいけいれい)しやう、サイレンが止 (や)んでから行 (こう)動 (どう)を續 (つゞ)けやう。汽 (き)車 (しや)、汽 (き)船 (せん)は止 (と)まる譯 (わけ)にも行 (ゆ)くまいが、電 (でん)車 (しや)、自 (じ)動 (どう)車 (しや)等 (など)は一齊 (せい)に停 (てい)車 (しや)すべきである。東 (とう)京 (きやう)、大 (おお)阪 (さか)などでは既 (すで)に、これが實 (じつ)行 (こう)されてゐるさうである。朝 (てう)鮮 (せん)に於 (お)いて實 (じつ)行 (こう)されぬ理 (り)由 (いう)が何 (ど)處 (こ)にあるだらうか。一般 (ぱん)國 (こく)民 (みん)並 (ならび)に聯 (れん)盟 (めい)當 (とう)局 (きよく)の一考 (こう)を促 (うなが)す。掛 (かけ)聲 (こえ)や文 (ぶん)書 (しよ)だけで實 (じつ)行 (こう)が伴 (ともな)はなければ何 (なん)にもならないばかりでなく、反 (かへつ)て民 (みん)衆 (しう)に信 (しん)用 (よう)を失 (うしな)ふことゝなる。であるから何 (なに)か一つ始 (はじ)めたら、徹底的 (てつていてき)に勵行 (れいこう)すべきだ。七時 (じ)と正 (しやう)午 (ご)の街 (がい)頭 (とう)に於 (お)ける一齊 (せい)停 (てい)止 (し)などは正 (まさ)にその標 (へう)本 (ほん)とすべきであらう。
殊 (こと)に今 (いま)や朝 (てう)鮮 (せん)博 (はく)覽 (らん)會 (くわい)のため地 (ち)方 (ほう)から多 (た)數 (すう)の民 (みん)衆 (しう)が京 (けい)城 (ぜう)に入 (い)り込 (こ)むのであるが、この時期 (じき)こそかゝる訓 (くんれん)練の模 (も)範 (はん)を示 (しめ)す絶 (ぜつ)好 (こう)の機 (き)會 (くわい)だとおもふ。それが實 (じつ)行 (こう)方法 (ほうほう)としては、京 (けい)城 (ぜう)駅 (えき)その他 (た)の各 (かく)驛 (えき)の待 (まち)合 (あい)室 (しつ)、鮮 (せん)銀 (ぎん)前 (まへ)、府 (ふ)廳 (てう)前 (まへ)、鍾 (せう)路 (ろ)四辻 (つじ)、安 (あん)國 (こく)町 (てう)廣 (ひろ)塲 (ば)、光 (くわう)化 (くわ)門 (もん)十字 (じ)路 (ろ)、東 (とう)大門 (だいもん)、博 (はく)覽 (らん)會 (くわい)塲 (じやう)、南 (なん)大 (だい)門 (もん)市 (いち)塲 (ば)その他 (た)の市 (いち)場 (ば)など、人 (ひと)だかりの多 (おほ)い塲 (ば)所 (しよ)に、七時 (じ)と正 (しやう)午 (ご)の二 (に)回 (くわい)に人 (じん)員 (いん)を配 (はい)し、旗 (はた)を振 (ふ)り、メガホーンにて、
『七時 (じ)のサイレンであります。どなたも宮 (きう)城 (ぜう)に向 (むか)ひたてまつり最敬禮 (さいけいれい)！』
とか、
『正 (しやう)午 (ご)のサイレンであります。どなたも皇 (こう)軍 (ぐん)將 (しやう)兵 (へい)の武 (ぶ)運 (うん)長 (ちよう)久 (きう)と戰 (せん)歿 (ぼつ)英 (えい)靈のために感 (かん)謝 (しや)の默禱 (もくとう)』
と呼 (よ)ばはるやうにすれば好 (よ)い。それは誠 (まこと)に嚴 (おごそ)かにも美 (うつく)しく涙 (なみだ)ぐましい感激 (かんげき)の瞬間 (しゆんかん)であらう。
　一分間 (ぷんかん)は長 (なが)すぎるといふ人もあるが、そんなことはない。わづか一日二分 (ふん)である。朝 (あさ)一分 (ぷん)間 (かん)聖 (せい)上 (じやう)陛 (へい)下 (か)を思 (し)慕 (ぼ)したてまつり、正 (しやう)午 (ご)一分 (ぷん)間 (かん)皇 (こう)軍 (ぐん)將 (しやう)兵 (へい)のために祈 (いの)ることは短 (みじか)すぎこそすれ、長 (なが)すぎるなどいふべきではない。


『國民新報』1940年10月20日　
[主張]　若人の感激

　十月九日京 (けい)城 (ぜう)市 (し)街 (がい)には全 (ぜん)鮮 (せん)聯 (れん)合 (ごう)青 (せい)年團 (だん)の大 (だい)行 (こう)進 (しん)があつた。國 (こく)民服 (みんふく)に木 (もく)銃 (じう)を荷 (にな)ひ、四千の健 (けん)兒 (じ)が燦 (さん)爛 (らん)たる團 (だん)旗 (き)も高 (たか)く、進 (しん)軍 (ぐん)喇 (らつ)叭 (ぱ)に合 (あ)はせて、歩 (ほ)武 (ぶ)堂 (どう)々と行 (こう)進 (しん)する有 (あり)様 (さま)は、まことに感激 (かんげき)そのまゝであつた。あの人 (ひと)達 (たち)に銃 (じう)を荷 (にな)はせたら無 (む)敵 (てき)皇 (こう)軍 (ぐん)になるのだ。如何 (いか)なる敵 (てき)をも日章旗 (につせうき)の飜 (ひるが)へる線内 (せんない)には一歩 (ぽ)も侵 (おか)させはしないんだと、心 (こころ)強 (づよ)い印 (いん)象 (しやう)を受 (う)けないものはなかつたであらう。實 (じつ)際 (さい)あれ程 (ほど)とは思 (おも)はなかつたと驚 (けう)嘆 (たん)したものもあるであらう。
聯 (れん)合 (ごう)青 (せい)年團 (だん)大 (だい)會 (くわい)に於 (お)いて南 (みなみ)總 (そう)督 (とく)は、
「青 (せい)年朝 (てう)鮮 (せん)の推 (すい)進 (しん)力 (りよく)は國民總 (こくみんそう)訓練 (くんれん)と精神總 (せいしんそう)動員 (どうゐん)運動 (うんどう)の一大 (だい)要 (よう)素 (そ)となるものである。從 (したが)つて朝鮮半島 (てうせんはんとう)の使命 (しめい)は興亞維新 (こうあいしん)と世界新秩序建設 (せかいしんちつじよけんせつ)に重要性 (じうようせい)を有 (ゆう)するが故 (ゆえ)に須 (すべか)らく朝鮮 (てうせん)青年 (せいねん)はこの使 (し)命 (めい)のために質 (しつ)実 (じつ)剛 (ごう)健 (けん)の気 (き)品 (ひん)と気 (き)魄 (はく)をもつて國 (こく)家 (か)活 (かつ)動 (どう)力 (りよく)の源 (げん)泉 (せん)として不 (ふ)断 (だん)の活 (くわつ)動 (どう)をせよ」
と訓 (おし)へられて居 (を)り、朝 (てう)鮮 (せん)聯 (れん)合 (ごう)青 (せい)年團 (だん)大 (たい)会 (くわい)宣 (せん)言 (げん)には、
「我 (われ)等 (ら)青 (せい)年團 (だん)員 (ゐん)は、皇 (こう)国 (こく)の聖 (せい)代 (だい)に生 (せい)を享 (う)けたる幸 (こう)運 (うん)に感 (かん)激 (げき)し、皇 (こう)国 (こく)の彌榮を一層 (そう)祈 (き)念 (ねん)すると同 (どう)時 (じ)に、愈 (いよ)々負荷 (ふか)の重任 (じうにん)を自覺 (じかく)し、相率 (あいひき)ゐて皇 (こう)國 (こく)臣 (しん)民 (みん)としての忠 (ちう)誠 (せい)報 (ほう)國 (こく)の盟 (ちか)ひを固 (かた)くし、益 (ます)々協 (けう)心 (しん)戮 (りく)力 (りよく)以 (もつ)て皇 (こう)運 (うん)翼賛 (よくさん)に參じ謹 (つゝし)んで聖 (せい)旨 (し)に副 (そ)ひたてまつらんことを期 (き)す」
とある。
　南 (みなみ)總 (そう)督 (とく)の嘱 (しよく)望 (ぼう)と青 (せい)年團 (だん)の抱 (ほう)懐 (くわい)と實 (じつ)にぴつたりと一致 (ち)し、その間 (かん)髪 (ぱつ)を容 (い)るゝ餘 (よ)地 (ち)もない。一つ心 (こころ)の一つ聲 (こえ)といふべきであらう。
　朝鮮 (てうせん)青年 (せいねん)たるもの、よろしく、この心 (こころ)を心 (こころ)すべきである。即 (すなは)ち皇 (こう)國 (こく)臣 (しん)民 (みん)たるの感 (かん)謝 (しや)と矜 (ぎん)持 (じ)を以 (もつ)て奮 (ふん)起 (き)し、『八紘一宇 (う)の皇謨 (こうぼ)に則 (のつと)り、興 (こう)亞 (あ)聖 (せい)業 (げう)完 (くわん)遂 (すい)の一翼 (よく)に參じ、東 (とう)亞 (あ)共 (きよう)榮 (えい)圏 (けん)の確立 (かくりつ)に寄與 (きよ)せんことを期 (き)』し、『國 (こく)防 (ぼう)國 (こく)家 (か)新 (しん)體 (たい)制 (せい)の完 (くわん)成 (せい)を期 (き)』し、『生 (せい)活 (くわつ)の戰 (せん)時 (じ)化 (くわ)に努 (つと)め、職 (しよく)場 (ば)を奉 (ほう)公 (こう)の戰 (せん)塲 (じやう)とし、誓 (ちか)つて職 (しよく)分 (ぶん)報 (ほう)國 (こく)に挺 (てい)身 (しん)せんことを期 (き)す』べきである。これ以 (い)外 (がい)の道 (みち)はすべて、許 (ゆる)されざる邪 (じや)道 (どう)であり、反 (はん)國 (こく)家 (か)的 (てき)、非 (ひ)國 (こく)民 (みん)的 (てき)であることを深 (ふか)く明 (あきら)かに認識 (にんしき)すべきである。
　不 (ふ)幸 (こう)にして、いまだ朝 (てう)鮮 (せん)青 (せい)年 (ねん)の中 (なか)には、己 (おの)が進 (しん)路 (ろ)に迷 (まよ)へるものがあるかに云 (い)はれてゐる。先覺者 (さきかくしや)は、よろしく誠 (せい)心 (しん)誠 (せい)意 (い)、彼 (かれ)等 (ら)の蒙 (もう)を啓 (ひら)き、手 (て)を携 (たずさ)へて、國 (こく)民 (みん)大進軍 (だいしんぐん)に加 (くわ)はるやう全 (ぜん)力 (りよく)を盡 (つく)すべきである。一人 (にん)の青 (せい)年をも置 (お)き去 (さ)りにせず、無 (む)駄 (だ)遣 (つか)ひせぬやう努 (ど)力 (りよく)するのは、一に先 (せん)覺 (かく)者 (しや)の責 (せき)任 (にん)といはなければならない。


『國民新報』1940年11月13日　
[主張]　新體制の倫理

日本 (につぽん)は新體制 (しんたいせい)となつた。新體制 (しんたいせい)とは何 (なに)か。それは個 (こ)人 (じん)主 (しゆ)義 (ぎ)、唯 (ゆい)物 (ぶつ)主 (しゆ)義 (ぎ)、從 (したが)つて国際的 (こくさいてき)には侵 (しん)略 (りやく)主 (しゆ)義 (ぎ)の舊 (きう)世 (せ)界 (かい)を改 (かい)造 (ざう)して八紘一宇 (う)の道 (どう)義 (ぎ)世 (せ)界 (かい)を造 (つく)り上 (あ)げるために日本 (につぽん)を高 (こう)度 (ど)國 (こく)防 (ぼう)國 (こく)家 (か)にすることである。
しからば新體制 (しんたいせい)に於 (お)いては、國 (こく)民 (みん)は如何 (いか)なる倫 (りん)理 (り)に倚 (よ)るべきであるか、それは個 (こ)人 (じん)主 (しゆ)義 (ぎ)をすてゝ、自 (じ)分 (ぶん)を完 (くわん)全 (ぜん)に國 (こく)家 (か)に捧 (ささ)げることであり、唯 (ゆゐ)物 (ぶつ)主 (しゆ)義 (ぎ)、利 (り)益 (えき)主 (しゆ)義 (ぎ)を棄 (す)てゝ自 (じ)分 (ぶん)を國 (こく)家 (か)のための職 (しよく)分 (ぶん)のために殉 (じゆん)ぜしめることである。
『私 (わたし)が』とか『私 (わたし)の』とかいふ考 (かんが)へに『わが國 (くに)が』『わが國 (くに)の』を代入 (だいにふ)せしめねばならない。
これは決 (けつ)して修 (しう)辭 (じ)でも誇 (こ)張 (ちやう)でもない。文 (も)字 (じ)通 (とほ)りさうなのだ。例 (たと)えば商賣 (せうばい)をしても自 (じ)分 (ぶん)の利 (り)益 (えき)のためにやつてはならない。
商 (せう)賣 (ばい)は生 (せい)活 (くわつ)必 (ひつ)需 (じゆ)品 (ひん)配 (はい)給 (きう)のための一機 (き)能 (のう)であつて、それは國 (こく)民 (みん)生活 (せいくわつ)のためであり、國 (こく)防 (ぼう)のためでなければならない。
農 (のう)夫 (ふ)もさうで農 (のう)業 (げう)は業 (げう)者 (しや)自 (じ)身 (しん)の利 (り)益 (えき)のためと思 (おも)つてはならない。それは新 (しん)體 (たい)制 (せい)の倫 (りん)理 (り)に合 (あ)はない。農 (のう)業 (げう)は兵 (へい)士 (し)及 (およ)び銃 (じう)後 (ご)の國 (こく)民 (みん)の食 (しよく)糧 (れう)のためである。工 (こう)業 (げう)、醫 (い)師 (し)、如 (い)何 (か)なる職 (しよく)業 (げう)でもさうである。
高 (こう)度 (ど)國 (こく)防 (ぼう)國 (こく)家 (か)とは、國 (こく)力 (りよく)を戰 (せん)爭 (そう)のために集 (しう)中 (ちう)することであるから、人間 (にんげん)は女 (おんな)も男 (おとこ)も皆 (みな)兵 (へい)士 (し)であり、物 (ぶつ)資 (し)[は]個 (こ)人 (じん)の所 (しよ)有 (ゆう)でも全 (ぜん)部 (ぶ)軍 (ぐん)需 (じゆ)品 (ひん)である。吾 (われ)等 (ら)の財 (ざい)物 (ぶつ)は吾 (われ)等 (ら)が國 (こく)家 (か)から一時 (じ)お預 (あづ)かりしてゐるのであつて、何時 (いつ)なんどきでも國 (こく)家 (か)が必 (ひつ)要 (よう)とならば差 (さし)上 (あ)げねばならない。
物 (もの)ばかりではない、吾 (われ)等 (ら)の子 (こ)供 (ども)もさうである。吾 (われ)等 (ら)の子 (こ)供 (ども)は吾 (われ)等 (ら)の子 (こ)供 (ども)ではない。陛 (へい)下 (か)からお預 (あづ)かりしたすめら御 (み)国 (くに)の兵 (つは)士 (もの)である。
戰 (せん)線 (せん)の兵 (へい)士 (し)であり、諸 (しよ)職 (しよく)域 (いき)の職 (しょく)員 (いん)である。わが子 (こ)をわが物 (もの)と思 (おも)ふことは僭越 (せんえつ)であり、不 (ふ)道 (どう)徳 (とく)である。わが子 (こ)を丈 (じやう)夫 (ぶ)に立 (りつ)派 (ぱ)に育 (そだ)て上 (あ)げて、陛 (へい)下 (か)に差 (さし)上 (あ)げる、これが親 (おや)の新體制 (しんたいせい)の正道 (せいどう)である。遠 (とほ)からず義 (ぎ)務 (む)教 (けう)育 (いく)が實 (じつ)施 (し)されるであらうが、わが子 (こ)の教 (けう)育 (いく)はわが自 (じ)由 (ゆう)なりなどと言 (い)つてはならない。又 (また)徴 (ちよう)兵 (へい)令 (れい)が朝 (てう)鮮 (せん)に實 (じつ)施 (し)された暁 (あかつき)、わが子 (こ)が身體 (からだ)その他 (た)の条 (でう)件 (けん)で不 (ふ)合 (ごう)格 (かく)に[な]るとしたら、それこそ、陛 (へい)下 (か)に對 (たい)したてまつり、申 (まをし)譯 (わけ)ないことである。
最 (さい)後 (ご)にわが身 (み)のことであるが、われ自 (じ)身 (しん)もわが物 (もの)ではない。何 (いつ)時お召 (め)しが降 (くだ)らうと、何 (なに)事 (ごと)を仰 (おお)せ付 (つ)からうと、感 (かん)激 (げき)と喜 (よろこ)びを以 (もつ)て、これに應 (おう)じたてまつらねばならない。一切 (さい)の申 (まをし)譯 (わけ)は無 (む)用 (よう)であり不 (ふ)道 (どう)徳 (とく)である。
新體制 (しんたいせい)の下 (もと)にあるわれわれ國 (こく)民 (みん)は、かういふ覺 (かく)悟 (ご)でなければならない。かくしてこそ、われわれは天 (てん)壌 (ぜう)無 (む)窮 (きう)の皇 (こう)運 (うん)を扶 (ふ)翼 (よく)したてまつるのである。


